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また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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大昔の独り言





　夢を視みる。

　わらわはずっと夢を視る。

　人の喜ぶ夢を見せる。

　人の悲しむ未来を見せる。

　そして時に、その未来を変えたりもする。

　夢に視たことを実現してしまう力を備え、しかし夢で視たことを改変する力を持つ。

　だからこそわらわはこの丘に籠こもり、決して人と触れ合わない。

　丘から降りれば、誰かに利用される未来しかもたらさないから。

　ここにいて、孤独な夢を視る。

　わらわではない誰かに、そっと、幸せな未来を見せる為ために。














　春は孤独だ。




　新生活に期待を膨ふくらませ、街中を笑顔で歩く子供。

　不安を胸に駅へと向かう新社会人の群れ。

　皆、今はまだ独り。これから出会う、新しい何かと触れ合うまでは──。




　だけどその孤独は、喜びや、苦痛、様々なものに変わり、夢のように、儚はかなく消えてしまう、幻想みたいなものだ。

　でも、僕は違う。

　ずっと一人。これからも独り。

　暖かい夢も、冷たい夢も、僕には何も与えない。

　一人違う時間の流れで僕は生きている。

　波風を立てず、何事も起きない日々を繰り返す。

　それこそが最も楽な生き方だった。

　随分と、枯れた物言いだと自分でも思う。

　でも、想像してみて欲しい。同じ時間、同じ季節を、他人の倍ほども経験したらどうなるかってことを。




　学校へと向かう坂道を、僕はひたすら歩く。

　この坂は地元でも有名で、何度かＴＶで取材されたこともあるほどだった。

　朝夕と、運動部の奴らが汗を流しながら往復しているのを僕は横目で見ながらバス通学しているのだが、今日は不幸にも通学路で事故があり、盛大に道路が渋じゆう滞たいしていた。

「……もっと早く、家を出るんだったな」

　今日は家を出るのが若干遅れてしまっていた。

　寝坊というわけではなく、僕の責任というわけでもない。

　単に父と母がどうでもいいことで喧けん嘩かをして、朝食が出来るのが遅れただけだ。

　ギリギリ間に合う時間に何とか家を出られたわけだがこんなところに誤算があった。

　次は気を付けよう。面倒くさいのは、嫌いだ。でも、一番面倒くさいのは、もう十分疲労感を味わってしまっているという点に尽きるのだが。

　ふと、街路樹として植えられている桜の花びらが顔に当たる。

　入学して半月以上。

　もうとっくに葉桜のはずなのだが、季節外れにまだ花が残っている樹があったのだろうか？

『あと何回この花が咲くのを見られるのかしら』なんて安っぽいドラマのような科白せりふを思い出す。

「……あと十年もしたらもういいかな」

　その頃にはきっと僕は桜に飽きる。

　いや、そもそも季節そのものにもう飽きているかもしれない。

　眩まぶしい季節も、眩しい花も、眩まばゆい夢も、僕にはないのだ。




　──そんなこと、ないわ。




「？」

　声が聞こえた気がして振り返る。

　誰もいない。

　前を向く。

　誰も、いない。




　──見られている。




　幾度か経験したことのある感覚。

　そう、この『夢の中の、明日』で。





　　　　◆






　再び──眩い光が瞼まぶたに差し込む。

「──ああ、疲れた」

　見慣れた天井。参考書や漫画が並んだ整頓されていない本棚。傍かたわらには昨日寝る前に読んだ小説が転がっている。いつも通りの、代り映えのないベッドの上で僕は目覚めた。

　朝から疲労感でいっぱいだった。夢の中で、無駄に運動したからだ。

　肉体的には全く疲れていないはずなのだが、精神的にはもうクタクタだった。

「結局、帰りも歩かされたしな……」

　その後（夢の中で、だが）学校へは遅刻してしまった挙句、先生からその罰として放課後に仕事を押し付けられてしまった。

　結果として帰りのバスが今度は会社員の帰宅ラッシュにぶつかってしまい、混雑するバスに乗る気力もなく、トボトボと徒歩で帰路に就いたのだった。




　一日先の夢を視みる。

　僕はこんな特殊能力を持っている。

　正確に何い時つから、というのは定かではないが物心ついた頃にはもう一日を二回経験していた覚えがあった。

　だからか知らないが、幼少期の記憶は曖あい昧まいだ。二倍も人生を過ごしていれば、過去の事から忘れてしまうものだろう。

　最初は何か同じことが起きるなあ、と不思議に思っていた程度だったが、流石さすがに小学生ともなればその異常さには嫌でも気が付いていた。

　繰り返される同じ食卓。繰り返される同じ番組。一番面倒だったのは、繰り返される学校行事のイベントだった。入学式も卒業式も、二回もやったら感動もなにもない。ただひたすらに、面倒くさいだけだった。下らない校長や来らい賓ひんのあいさつなんて、何回も聞きたいという人がいたらこの能力を喜んで渡すだろう。

　夢の中で明日の夢を視て、その通りのことが翌日の現実でも起きていく。

　ただし、何もしなければ、だ。




「さて、と」

　僕の初動は迅速だった。素早く制服に着替えを済ませ、自室を出て階下に降りる。

　朝に寝ぼけて遅刻をしては後のことがすべて狂うことが分かっている。

　まずは父と母のくだらない喧嘩を収めて、いつも通りのバスに乗り、今日も平へい穏おんな一日を過ごすことが最優先である。

　階下に着いたら素早くエプロンを付け、台所に立つ。冷蔵庫から卵を取り出しボウルに入れかき混ぜる。

「あら、もう起きてたの？」

　目をこすりながら台所に入って来た母が僕に声を掛ける。

「ああ、今日は僕が作るから座ってて？」

　喧嘩の理由は『朝ごはんは目玉焼きか、卵焼きかどっち？』である。

　卵焼きに大根おろし、そして醬しよう油ゆを垂らすのが至高だと言って譲らぬ父と、どこかのイケメンが空高くからオリーブオイルを垂れ流して作る薫かおり高い目玉焼きを所望する母が、どちらを作るかで延々と揉もめたのだ。

　面倒だから僕は先回りして朝食を作ってしまうことにした。オムレツだ。

「お、今日の朝食は孝こう太た郎ろうが作ったのか」

　父の目の前には、横に大根おろしを添えたオムレツと醬油の瓶を置いた。

「うん、うまい！　やっぱり卵は醬油だな！」

「美お味いしいわ！　オリーブオイルのいい香り！」

　どうやら両者満足してくれたようだ。僕の苦労も知らないで。

「それにしても上手くなったものね～。料理なんて教えた覚えはないのに」

「……まあ、色々とね」

　母の疑問を適当にはぐらかす。と、いうか普通に覚えたのだ。夢の中で一日が経過するということは、僕には一日が四八時間もあるということに他ならない。

　寝て過ごしたりする部分が少なくないとはいえ、他人よりは使える時間が圧倒的に多いのだ。自じ炊すいする状況も割と生まれた。特に父と母の食に関する下らない喧嘩は今に始まったことではないから、その都度必要に迫られて自分でやるようになっただけだ。原因は、貴方あなたたちの喧嘩です、とは決して教えられるものではないが。

「ご馳ち走そう様さま」

　僕は会話を打ち切りとっとと玄関を出る。いつものバスの時間には余裕で間に合う。これで、今日も平穏無事に過ごせるはずである。




　春はる先さき孝太郎一五歳。

　どこにでもいそうな、普通の高校生、それが僕だ。強しいて言うなら、平均身長よりは若干小さい程度の、何の特徴もないつまらない人間である。前述の、夢で明日を視る能力さえなければ。

　僕はこの春から地元の風かざ見み台だい高校に通っている。スポーツにも勉強にも力を入れており、地元では進学希望者も多い人気高だ。

　その分レベルも高いのだが、僕の能力のおかげで入試に関しては何の問題もなかった。

　カンニング？

　いや、僕は一回目のテストは夢の中では本文すら見ずに白紙で出した。

　ちゃんと実力で二回目のテストを初見で受けて、実力でこの高校に合格したのだ。単に能力のせいで、勉強時間が倍取れただけである。

　能力を使えばもっと簡単に試験をパス出来ただろうけど、それは無用な歪ゆがみを将来に残すかもしれないと思い止やめた。

　この能力で未来を変えた分、誰か僕の知らない人間が割を食って入学出来ないのは何か嫌な感じがしたのだ。

　僕は未来が見通せるけど、出来るだけそれが他人に影響しないように気を付けていた。

　あくまでも、自分に降りかかる不利益を回避する程度に留めていた。

　クラスのいじめっ子から自分を守ったり、不ふ慮りよの怪け我がや事故、災難から自分を遠ざけることのみを主な目的として使用していた。

　人間、分ぶん不ふ相そう応おうなことに力を使ってはどんなしっぺ返しがあるか分からない。

　季節の移ろいは突然だ。この力だってある日突然無くなるかもしれない。そんなものに頼っていてはいつか困ったことになるかもしれない。

　僕自身は大したことも出来ない、普通の人間だという自覚を常に持っていたい。平穏に日々を過ごすことが、僕にとって最も重要なことなのだ。

　そう、孤独でいれば──。





　　　　※






　妙に視線を感じる。

　やはり、夢の中では誰か第三者に見られているような不思議な感覚を覚えるときがある。

　今は授業中だ。教室の中の皆の視線は黒板か、机の上にしかないはずで、僕に向けられる視線なんてあるはずがないのだが……。

「？」

　ふと隣の席の女子の動きが気にかかる。お腹を抱え、苦しそうに身を捩よじっている。

　病気？　生理？　体調不良？　先生を呼んだ方がいいのか？　いや、目立つのは嫌だ。だが、苦しんでいる人間を放置するのも憚はばかられる。そんな風に思い悩んでいると、彼女の顔がこちらを向いた。

「ぶほっ!?」

「こら！　そこうるさい！」

「す、すいません！」

　先生に注意された後、横の席の女生徒を見ると、今度は腹を抱えて笑いを堪こらえていた。

　僕は恨めしそうな顔で彼女を睨にらむと、彼女は先程まで付けていた「ホラー映画で見たゴーストの仮面」を取って机の中に仕舞ってこちらを向いた。

　彼女は頰ほおに当たる長い髪をかき上げ、猫のような好奇心に満ちたつぶらな瞳ひとみでじっと僕を見み据すえている。

　その顔には無邪気な子供のような笑みが浮かんでいた。




「ごめんね、怒った？」

　冬ふゆ芽め木実このみ、それが先ほどの悪戯いたずらの主ぬしの名前だった。

　授業が終わると彼女は僕に話しかけてきた。

「……授業中はふざけるときじゃない」

　無視してもいいのだが、今後の為ためにも注意しておく。ここで反応を見ておけば、次に何かされたときに対策も出来るだろうし。

　すると彼女は不思議そうな顔をして僕の顔を覗のぞき込む。

「ねえ、私のことどう思ってるの？」

「どうとも、思ってない」

　近い。ほぼ真正面、鼻先まで近寄って男子にする質問じゃない。こんな距離で妙な質問をされたらドキッとする男子も出てしまうだろう。僕はその例外だが。

「ふ～ん？」

「……というか、その質問の意図は？」

「え？　だってこんなに可か愛わいい女の子が入学以来、隣にず～っと座っているのに、一言も話しかけてこないから」

　首を傾かしげて更に一歩前に出てくる彼女。僕はそれに合わせて二歩下がる。

「話しかけられないからってこんなことしたの？」

「うん、面白かった!?」

　悪戯を褒めて貰もらいたいような顔をしても無駄だ。僕は彼女と関かかわらないことにした。

　今までの経験から、脳内に警告のシグナルが発せられる。

　この手のタイプは危険だ。他人の話を聞かない。自分が満足するまでやり切ろうとする。

　最初が、肝心なのだ。二度目はない。起きたら、もうこの手にかからず無視を決め込もう。

　しかし、この時僕は気づかなかった。それが、最悪の一手だと。





　　　　※






　彼女の悪戯を無視してやり過ごした二回目の明日は平穏に過ぎた。

　しかし、その翌日からが本当の地獄だった。

　朝、学校の僕の下駄箱に手紙が入っていた。

　その手紙はご丁寧にハートマークのシールが貼はられ、どうやってもラブレターにしか見えない。しかもそれがこれ見よがしに下駄箱からはみ出ていて、他の生徒の注目の的である。

　人目を避けて開けてみれば今度は難解なクロスワードパズルがそこにあった。しかも「全部解くと私の名前になってます。私のことが気になったら、昼までに解いてね♡」などと書いてある。誰が解くものか、と思ったが、手紙に付ふ随ずいして学食の券が付いていた。昼までに解いて一緒にご飯を食べましょう、ということらしい。

　無視を決め込もうかと思ったが、否いやが応おうでも突っ返す必要性が出てきて頭を抱える。

　借りを作るなど持ってのほかだ。ここで負い目を作っては後でどう出られるかわからない。面倒だからさっさと返してしまおう。どうせ、犯人はあいつしかいないんだから。

「何これ？」

「とぼけないでくれ、ほら」

　僕は教室の『僕の席』にわざとらしく座っている冬芽木実に食券を差し出す。

　どうでる？　受け取らない？　受け取る？

　彼女は僕が手に持っていた食券を見つめ、僕と見比べている。

　しかし、数瞬とまどったかと思ったがあっさりと券を受け取った。

「ありがとね！」

「ああ、それじゃ……」

「それにしても大胆だね～女の子にデートの誘いとか！」

「は？　何言ってんの？」

　元々それは君の……と言いかけて違和感を覚える。何か、おかしくないか？

「え？　だって一緒にご飯食べようってことでしょ？　こんな風に渡してきてさ」

「いや、僕は持ち主にこれを返そうと……。惚とぼけるのもいい加減に……」

　やはりおかしい。ここまで言って妙に嫌な汗が背中を伝ってくる。

　彼女はニヤニヤとこちらの出方を窺うかがっている。完全に、からかっているようだ。

「ちょっと……待ってくれ」

「うん、いくらでも？」

　僕は席を譲らない彼女の席に代わりに座り、先ほど受け取ったクロスワードに取り掛かる。出来た文字は……。

『君の好きな子』である。

「な……」

「へ～、君の好きな子かあ」

　気が付けば彼女は僕のすぐ後ろから覗き込んでいる。

　素早く手紙を僕の手の中から抜き取り、さらに読み進める。

「何々～？　全部解くと私の名前になってます。気になったら、昼までに解いてね♡　だって？　この手紙を見て私に食券を渡しに来たってことは～もしかして～？」

「ば、馬鹿！　だからそれはお前がやって……」

「え？　これ、私が送ったと思ってるの？　いやだ～誰の悪戯なのかしら？」

　やられた。

　そうだ。返そうが返すまいが、結果はこうなることぐらい想像すべきだった。

　彼女がしらを切れば僕が好意をもって食券を渡したことになるのは至極当然の帰結である。

　完全に嵌はめられたと言っていい。借りを作りたくないという考えが先に出てしまい失敗した。

　周囲には僕の下駄箱に入っていたラブレターを見ていてニヤニヤと遠巻きに見ている生徒も複数いる。

「よし、じゃあお昼楽しみだね！」

　勝ち誇ったような満面の笑み。またしても綺き麗れいに悪戯を決められてしまった。

　次はこうはいかない。

　しかしこれは、夢の中だ、挽ばん回かいは利くし、そもそも僕の夢は失敗から学ぶ為に存在するようなものだ。明日は吠ほえ面をかかせてやる。見てろよ、くそう。





　　　　◆






　朝ぼらけ。まだ登校する生徒もいない。僕は起きた瞬間に朝ごはんも食べずに自転車で学校へと向かった。そして校門が開くと同時に自分の下駄箱の見える位置に隠れ、彼女の登校を待った。そして見事、現場を取り押さえ手紙の投とう函かんを防ぐことに成功……したのはいいのだが。

「えー！　おかしい！　何で今日に限って早起きなの？　あーもう！　（ジタバタ）」

「おかしくない。たまたま、早起きしてやることがなかっただけだ」

　僕は人生で初めて本当に地じ団だん太だを踏んでいる人間を目の当たりにしてしまった。そんなに悔しかったのか……。

　普通に会話をすることになり、接点を持ってしまった。

　しかし現場を取り押さえなければこの後がもっと酷ひどいことになってしまうのだからしょうがないことと言えよう。

「これに懲こりて僕には手出ししようと思わないでくれ。僕は誰とも、関わりたくない。迷惑だ」

　まだ誰も登校していない、ガランとした、白さの際立つ校舎玄関で、僕はそう彼女に宣言する。

　言い切ってしまえば大抵の人間は引き下がるものだ。それがよっぽどの我わが儘ままか、乱暴者でなければ。

「……え～ダメ？」

　可愛らしくしなを作っても無駄だ。僕の心には響かない。拒否の意を込めて僕は首を横に振る。

「しょうがないなあ。わかった、ごめんね」

　そういうと彼女は、意外にも簡単に引き下がってくれた。

　安あん堵どのため息をついて僕も遅れてクラスへ向かう。

　終わったのだ。これで僕は再びの平穏を手に入れた……はずだった。





　　　　※






「だからなんで、君はここに？」

「しょうがないでしょ？　図書委員同士」

　僕と彼女は暗い図書室で二人、貸出カウンターの机で隣り合っていた。

　今日はクラスの委員決めがあった。

　僕は特に立候補もせず、知らぬ存ぜぬを決め込み大人しくしていたのだが、なぜか推すい薦せん用よう紙しに僕の名前を書き込んだ人物がおり、なんと気が付けば隣の冬芽木実と図書委員に決まってしまっていた。

　やられた。またしても、だ。

「君、僕に関わり合いにならないって言ったよね？」

「でも、これ不可抗力じゃない？　それとも、運命？」

　頰杖をついてニコッと微笑ほほえむ彼女は、可愛い女子高生ＪＫというよりはもう小悪魔だった。

「この図書室品ぞろえも悪いし、だから来る人も少ないから暇ひまでしょ～？　ゆっくり会話出来るよ？　この可愛い木実ちゃんと！」

「……断る。僕は誰とも話さない」

「え～でも今は委員の仕事中でしょ？　会話しないと困らない？　ほら、昨日出た『突撃の虚きよ人じん』の新刊の話でもしようよ。もう読んだ!?」

「その会話のどこに、委員の要素があるんだ？」

「本繋つながり？」

　そう言って夢の中で二度見た、どっきり大成功の時の満面の笑みを再び僕に向ける。

「駄目だ、君とは話が嚙かみ合わない」

「そっかな～？　漫才みたいで楽しいと思うけど」

　どこがだ。一方的に君がボケているだけのこの会話のどこに楽しめる要素があるのか僕は万人に問い詰めたい。見てろよ。起きたら絶対に、二度と君とは関わらないように改変してやる。

　僕は帰宅すると一刻も早く起きたくて、そのままベッドにもぐりこみ、本当の明日を始めるために眠りについた。





　　　　◆






「図書委員だったな……」

　彼女の策は僕を図書委員に推薦するだけのシンプルなものだ。回避するのは簡単だ。他の委員に立候補さえすればいい。

　だが、ことはそう簡単ではない。僕はそういった類たぐいの仕事を受けるのも元来嫌な人間だ。クラスの仕事が嫌だとかいうつもりはない。ただ他人と一緒というのが苦手なだけだ。拒否しても推薦という性質上先生の一存で図書委員にされてしまう公算は大きい。なら、ここは個人で請け負う仕事を選べばいい。多少やることも増えて手間だが、彼女に今後関わるよりはずっといい。その選ぶべき委員は……。

「春先は、清掃委員希望か？」

「はい」

　学級会。僕は先生の声にそう答える。放課後に各クラス一名、持ち回りで校舎を清掃する仕事だ。あまりなり手もいないし、不人気だ。希望を出せば一発で通るだろう。それに清掃は得意だった。身の回りをキチンと整えておくことは、何より心が落ち着くことでもある。

「他に希望者もいないし、じゃあ清掃委員は春先で決定でいいか？」

　先生は皆に確認を取るが、当然異議を唱えるものなどいない。よし、勝っ……。

「先生！」

　勢いよく隣の席の女子が手を挙げた。

「何だ、冬芽？」

　ふん、今更何が出来るというのか。やりたくもない図書委員にでもなっていればいい。僕と君とは永遠におさらばだ。せいぜい悪あがきをするといい。図書委員はやっぱり辞めたいとか、醜しゆう態たいを晒さらすならそれもいいだろう。

「あの、清掃委員はもう決まってます」

　は？　何を言ってるんだこいつは？　たったいま僕が名乗りを挙げたじゃないか。

「ん？　あ、そうか！　すまんすまん忘れてた。春先はなしだな」

　何のことだ？　僕の頭はいっそう混乱する。彼女が何を言っているか理解出来ない。

「休みの黒くろ田だがな、やりたいって言ってたんだ。あいつの家、厳しい道場でな～。校内で何か役立つことをしろってうるさく言われて昨日のうちに立候補してたんだ。今日は試合で休みだが、すっかり忘れていたわ。ごめんな、春先」

「なっ……」

　予想外の展開に僕は戸惑う。しかし、それも一瞬だった。すぐに切り替えて次善の策を……。それならもうしょうがないから別の委員に立候補してもいいし……。

「空あいているのは春先を推薦してあった図書委員だけか。なら、これでも構わんよな？　他委員に立候補していたくらいなんだから問題ないだろ？」

　すぐさまその策も潰つぶされる。何だ、一体何が起こっている？

「ほ、他にはないんですか？」

「ないな。事前に候補をある程度募つのってくれてたからな、冬芽が。いやー助かったわ。毎年決めるの大変だからなー」

　僕はきっと物もの凄すごい形ぎよう相そうで隣の女生徒を睨んだと思う。しかし、彼女は例の顔で応こたえただけだった。最高に憎らしい、あの笑顔で。




「いや～ん。これって運命？」

「……嵌はめやがったな」

　僕と彼女は本を図書室に運びながら廊下を並んで歩く。

　並んで歩きたくはないのだが、文句の一つも言いたくてつい歩調を合わせてしまっている。

　彼女は事前に、図書委員以外のすべての委員を募り、調整を終えていたのだ。

　全すべての穴を埋め、後は僕を図書委員に祀まつり上げるだけ、つまり、僕は戦う前から負けていたことになる。それを読めず、僕は彼女の策に嵌はまってしまったのだった。

「他人と関わり合いになろうとしないから、クラスの情報に疎うとくなるんだよ？」

「僕自身に委員決めの話を振らなかったくせによく言うわ」

「それは君が、私と関わりたくないって言ったからだし？」

　ぐうの音も出ない。確かに彼女を拒絶したのは僕だから、そこに関しては反論の余地もない。いっそ、清すが々すがしいほどの完敗である。

「三度目の正直ってあるじゃん？　ね、これを機に仲良くしよーよ！」

「仏の顔も三度まで、って知ってるか？」

　最も早はや怒る気力も失うせていたが、こうなっては仕方ない。図書委員として一年間彼女と付き合うしかない。後はもう、無視するか、割り切って会話し、嫌われ、向こうから喋しやべらなくなるのを待つだけだ。

「そもそも……僕に絡んで面白いの？」

「すっっっっっごく、面白い」

　まるで大好きなおもちゃを見つけたかのように、目を輝かせ僕を見つめて彼女はそう言った。僕の長年の経験から得た特技、人間観察のスキルが告げている、……噓うそには聞こえない。

　そんな、馬鹿な。

　自負していることだが、僕ほど付き合い辛づらく、つまらない人間もいないと思う。

　人付き合いからは逃げ、仙人のように霞かすみを食って暮らしたいと願っている。将来は経験を活いかしトレーダーにでもなって部屋に引きこもって暮らそうかと考えている、実にくだらない人間だ。面白いわけがない。自分だったらこんな人間は嫌いだし、付き合いたいとは思わない。

「買いかぶりだから、可か及きゆう的てき速やかに飽きてくれると助かる」

「え～、それこそ過小評価だよ～。君は間違いなく、出来る子だって！」

　そう言って頭をポンポンと撫なでられる。その瞬間、彼女は片手で持っていた本を見事に取り落とした。僕の足の上に。

「んぎっっっ……[image: ]」

「ご、ごめ───ん!?」

　最低最悪だ。僕と彼女の予測不可能な一年が、こうして始まった。





　　　　※






　女性というのは不可解だ。

　父が言うには、女性とは感情の生き物であり、行動に大した意味はなく、ノリと勢いを重視し、色々と自分の気持ちを察してもらい、先回りして行動してもらえることに至上の悦よろこびを感じるもの、らしい。

「何だ、お前も気になる娘こでも出来たのか？　紹介しろよ～」

「違うから、気にしないでくれる？」

　気にはなるが方向性が違う。攻略対象ではあるが、それは恋愛的なことではなく、排除すべきバグとしてのそれなのだから。傾向と対策を調べる一環として、朝食の席で僕よりは女性経験のある人間に意見を求めてみただけである。大して役に立たなかったが。

　冬芽木実。

　僕が産まれて以来、母の次におそらく最も長く話した女性──だと思う。

　ともかく彼女は活発だった。

　ここ数日観察した結果、彼女のクラスでの立ち位置もよくわかって来た。

　友人関係は多方面に広い。あの性格だ、物おじせず誰とでも会話し、友人になっている。ただし、一部ではその反動か反感を買うことも多い。それは例の『悪戯癖』が祟たたっている。

　僕だけではなく、他の生徒も彼女の餌え食じきになっていた。最初の一回、彼女と仲良くなるための通過儀礼的なもので、ちょっとした『おいた』をするのが彼女のコミュニケーションの一環らしい。さほど危険な悪戯ではないため、仕方ないなあと思う人間や、可愛いものだと思う男子や、面倒くさ、と思う人間等々……反応や評価は様々だった。

　なお、この情報は夢の中で苦痛に耐えながらクラス全員に聞いて回った話である。現実で調べて彼女に気があると思われることは何よりも耐えがたい。

　そんな彼女が今、妙にご執しゆう心しんで、延々と絡み続けている存在──それが僕である。




「最近、変なんだよね」

「いつもだろう？」

　君という存在が、だ。

　図書館で並び、頰杖をついている彼女からそんな自分を顧かえりみない言葉が零こぼれる。

「いやいや、なんか、毎日ちゃんと変化するっていうか～」

「変化しない毎日があるのか？」

　言っておいて何だが、僕は変化させないことに関しては定評がある。自分を顧みない発言をした自覚があることに多少の苛いら立だちを感じた。しまった、同じ土俵に上がっている、と。

　この娘が近くにいるだけで自分のペースが狂う。早いところ、こんなつまらない男には飽きて貰いたい。

「まあ変化があるのもそうだけど～。なんか、気配を感じるっていうか？」

「幽霊が見えるのか？」

「違う違う、それも見たいけど」

　見たいのかい。

「ストーカー、みたいな？」

「……」

　興味がない素振りをして僕は横を向く。

　ああ嫌だ、そういう話は聞きたくない。

「ね～、どう思う？」

　猫なで声が僕の耳に障さわる。いや、勘弁して欲しい。男女関係的な、そういう相談事が最も人生に波風を立てるのだ。僕は中学の時の苦い経験を思い出す。

　クラスにいたスーパーイケメンと、それを取り巻く女子の大争奪戦に、なぜか僕が巻き込まれたのだ。

　回避しようと思えば出来たのだが、僕はそれをしなかった。なぜなら、そのイケメンはかなりのコミュ障……というか、僕に輪をかけた引っ込み思案で、そして僕は自分自身を見るようでその状況を見かねてしまい、助け舟を出してしまったのだ。

　僕が唯一、運命を捻ねじ曲まげた他人だったかもしれない。

　結果？　思い出したくもない。

　イケメンは僕の指導（というか誘導）の下、着実に人間として成長していった。

　コミュ障は自然に改善されていき、彼の笑顔も増えていった。

　まるで育てゲーをしているような感覚に、僕は多少の悦びを覚えたものだ。

　しかし、それが良くなかった。彼はコミュ障を治したと思ったら、手当たり次第に女子と付き合いだしてハーレムを形成してしまった。

　結果、クラスの男子の恨みがそのイケメンと、彼を唆そそのかした（ように見えた）僕に跳ね返ったのである。

　気が付いた時にはもう収拾不能で、僕は漫然とその結果を受け止めるしかなかった。

　予測が出来ても一日しか無理、全部の未来を変えられるなんておこがましい。そういう考えを僕は持つに至ったわけだ。

　ちら、とだけ彼女の様子を窺う。

　いつもの潑はつ剌らつさは若干なりを潜ひそめている……ように見えなくもない。

　いや、もしかしたらいつもと変わらない可能性もあるかもしれない。まじまじと彼女の顔を見た経験など無いのだから。

「……勘違いでは？」

　つい聞いてしまう。一瞬後悔したが、これは夢の中だ。次の時は聞かなければ済む話だ。

「勘違いだと思いたいんだけどねえ～。こんな物がなければ」

　そう言って彼女が封筒を取り出す。中身を取り出すと……。

「げ」

「ね？　これが、私の下駄箱に入ってたんだ」

　僕の写真が入っていて顔の部分が八つ裂きにされている。

「ご丁寧に校内の隠し撮りだよ？　学校の誰かかねえ？」

　写真を振りながらケラケラと笑う彼女に対し、僕は全く笑えない。

　この事態が回避できないことを悟ったからだ。これをした人間は、僕を既に敵として認識しているのだから。

「困るよね？」

「僕がね」

　彼女が困っているように見えないのは気のせいではない。逆に、接点が持てて喜んでいるように見える。

「まず最初に確認するけど、これ君の悪戯じゃないの？」

「まさかあ！　私、いつでも君に悪戯したいけど、こんな悪意のあるやつはしないよー？」

「悪意の有無は置いといて、いつでもしたいのは勘弁して貰いたい。大体その線引きは君の自己申告じゃないか？」

「私を信用してくれて構わんぞ？」

「出来るか、馬鹿」

　頭が痛い。中世の女帝のように胸を反らす彼女に某アヒル似のポケ〇ンの如ごとく頭を抱える。

「心当たりは？」

「えーと、あはは……」

　彼女はさっきまで僕を見ていたくせに都合が悪くなったのかあっさり視線を外す。

　僕は頭を掻かいている彼女を無視して話を進める。

「まあいい、何とかする。それは今日、入っていたんだよな？」

「うん、そうなるかな？」

　なら話は簡単だ。起きたらすぐさま学校へ向かって現場を押さえればいい。

　犯人さえわかれば対処は可能だ。案外楽に解決するかもしれない。
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　案ずるより産むが安し、という言葉は噓だ。

　考えるよりもまず行動だと先人は言った。だが、何事にも例外は存在するのだ。考えて、悩まないと解決しないことが。それは、今回のように。

「マジかよ……」

　彼女が下駄箱を開けるより早く僕は玄関先に到着。まだ中に何も入っていないことを確認して犯人を待った。すると現れたのは……。




「なあ、三み門かど先生とはどんな関係なんだ？」

「え？　英語の？」

　図書館で僕は彼女と並んでいる。

　彼女の靴箱に僕の写真を入れていた犯人は英語の三門先生だった。

「家庭教師だったんだよね～。それで教育実習を経てから赴ふ任にんしたみたい。偶然にも一緒の高校なんて運命感じちゃうかも？」

「……それは、相手もそう思ってるんだろうか」

　ため息が出る。

　ストーカーの犯人が教師であるという事実に。

　生徒ならいくらでも陳情の手段はある。だが、教師ではそうはいかない。やろうと思えば大事になるからだ。証拠を揃そろえて糾きゆう弾だんするなど訳もないが、大いに目立つ結果になる。被害者は、僕なのだから。

　しかし三門先生を見ていると妙な既視感を覚える。どこかで、見たような覚えがあるのだ。それが思い出せないまま、僕は先生のストーカー行為を止やめさせる手段を考えていた。





　　　　※






「というわけで、止めてください」

　正攻法を取ることにした。直接本人に意見を聞く方が色々考えるより楽だったからだ。

　二人だけの放課後の教室。僕の目の前には三門先生がいる。呼び出したら素直に来てくれたことで逆に驚いた。

「……証拠は？」

「あります」

　僕はスマホで撮影しておいた、先生が靴箱に封筒を入れる様子を見せる。

　さて、どんな反応を見せるのだろうかと観察していると、予想外の反応が返ってきた。

「……ほんと、用意がいい」

　呆あきれたような声で『彼女』はそう言った。

　三門みすず。れっきとした女性教師である。

「あの、それはどういう？」

「警告しただけよ。彼女に」

　悪びれもせずそう彼女は言う。一体、どういうことだろう？

「まあ、教師としては褒められた行動じゃないのは認めるわ。もうしない。あなたが望むならちゃんと罰を受けるわ」

　ごめんなさい、と彼女は頭を下げる。

「えーと、謝罪は受け取りますけど……その、話が見えないんですが？」

「あなたと関わるとろくなことがないから、やめとけって意味よ。うちの『弟』みたいに」

　そこで初めて彼女のことを思い出した。

　中学のスーパーイケメンの──姉だと。

　一度だけ、会ったことがあるのだ。変わり果てたイケメンが楽しそうに女子たちと下校する途中、泣きはらした目で僕の目の前に仁王立ちした女性に。

「弟は変わってしまった……。あんなに可愛かったのに、何をするにしてもお姉ちゃん、お姉ちゃん、って。それが、あんな……」

「すいません……」

　今度は僕が謝る番であった。

「今度は女の子を誑たぶらかそうっていうんでしょ!?　私の弟だけじゃ飽き足らず！」

「あの、でも誤解ないように言いますけど、あれは彼女が勝手に……」

「うわああああああああ～～～ん。可愛い弟をがえじで～～～」

　大の女性を大泣きさせてしまった。これはあかん。

　古来言われている。泣いた女性には、勝てないと。

　僕は早々にその場を辞して帰宅した。

　もっと憂ゆう鬱うつだったのは、明日もこれをやらなければいけないということだった。
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「ストーカーさんからは他に接触は？」

「ん？　いやないけど……」

　図書館で二人きりになったタイミングで僕は彼女に話し掛けた。

　一応確認しておかねばならない。やるならアフターケアも万全にしなければ。……今回は僕の身から出た錆さびでもあるのだし。

「あ～～～！　もしかして心配してくれてるの!?」

「いや、まったく一切？」

「またまた～恥ずかしがり屋さん！」

　もう問題はなさそうだ。無視しよう。いつもの通りに無言で接することにする。

「あ～でも～、まだ誰かに見られている気がするんだよねえ……」

　ドキリ。

「……心当たりは？」

「あ、気になる？　やっぱり私のこと……」

「……だから、ないって……」

　もう止めとけ、と本能がそこで言葉を塞せき止とめた。言っても無駄だと。

　どうせ悪戯なんだと、言い聞かせて。





　　　　◆






「ねー今、何考えてるの？」

「死にたい」

　偽らざる真実を隣に座っている冬芽木実に告白する。

「そんな～死にたいほど嬉うれしいなんて照れる～」

　これは夢だ。

　いや、夢だったらどんなに良いか。

　今、冬芽木実は僕の目の前にいる。

　そう、僕の部屋に。




　時計の針を少し巻き戻そう。

　嫌な予感はしたのだ。妙に喉が渇かわき、咳せきが出る。

「大丈夫？　暖かくしたほうがいいよ？」

「……そんな月並みな心配も出来るのか。ゴホッ……」

「ほら、風か邪ぜかもしれないし。今日は早く帰った方がいいよ。委員の仕事は代わりにしておくから」

「……いい、借りを作るなんて真っ平ごめんだ」

　図書委員の仕事で、図書室の薄暗いカウンターに並んでいた時にそう言われ、僕はそれを固辞してしまった。埃ほこりっぽく、春だというのに妙に寒いこの場所に長時間いたらきっともっと酷ひどくなる。それは前日の夢でも明らかだったのだが、僕は夢と同じ行動を現実でも取っていた。しかし、意地は張るものではない。せめてこの時は、その忠告を聞き入れるべきだったと後で悔やんだ。

　家に帰った僕はふらつく頭と吐き気でそのままベッドに倒れ込んだ。以下は──夢なのか、現実なのか、分からない。意識が朦もう朧ろうとする中で、誰かが僕の傍そばに立っている。

　君は、誰？

　そう問いかけても応えはない。彼女は優しく僕に微笑むだけだ。

　冬芽木実──ではない気がする。

　母とも、違う。

　もっと他の、知らない女性の視線。

　いや、知っているのだ。ただ単に、僕が忘れているだけで──。

　君の──。




　ドタバタと、うるさい足音が遠くに聞こえる。

　もう、朝だろうか？　まだ熱は引いていない。震動が頭に障る。まったく──何をうるさく──。

「お邪魔しまーす」

「……はあ？」

　その声を聞き間違えるはずがない。しかし、彼女がここにいるはずがない。

　冬芽、木実が。




　冬芽木実が僕の部屋に見舞いにやって来たという事実を頭が理解するのにゆうに十数分を要した。そして今はもう、放課後らしいことも。

「はいこれプリント！」

　彼女はいつもの笑顔で鞄かばんからプリントを取り出した。

「……母さんはどうした？」

　病気の人間の部屋に堂々と侵入者がやって来たことに抗議したい。保護者たるものが保護しないでいいのか。一番の危険から守らないのでは保護者失格である。

「え？　玄関ですれ違ったよ？　お茶菓子を出すからちょっと待っててって。ついでに君の看病も！　『あらあらこんな可愛らしいお嬢さんが来て！』だって、照れちゃうね！」

　おい保護者。仕事を放棄して最悪な人間に丸投げするんじゃない。

「まあまあ、君のことは責任をもって私が看て進ぜようではないか。はーはっはっはっ！」

　悪の総そう帥すいのような声を上げてそのような宣言をされても困る。ここで、話は冒頭に戻るわけだが。




「……帰ってくれ」

　そう掠かすれる声で抗議した瞬間、咳が溢あふれ出でる。

「あ、だめだめ。大人しく寝てて！　はいこれ飲んで！」

　そういうとどこから取り出したのか彼女はペットボトルの清涼飲料水を差し出す。

「……なにこれ？」

「お見舞いだって。他にもあるよ？」

　そういって飴あめだのシリアルバーだのが沢山彼女のポッケから飛び出してくる。

「いいから早く飲む！　さ、起きて」

「やめろって……自分で出来るから……」

　彼女は僕の身体からだを起こし、ペットボトルを口の近くまで運ぶ。僕はそれをなんとか振り払い、自力でボトルの中身を飲み干した。

「早く……帰れよもう……」

「ん、少し元気が出たかな？」

　逆だ、少し熱が上がった気がする。

「……何を企たくらんでいるか知らないが、いいから早く帰ってくれ。僕は……静かに寝たい」

「……ごめんね」

　急にしおらしく謝られてしまった。その態度にちょっとだけ胸がちくん、とする。

「私だって……」

「ん？」

　彼女の顔が近かった。気が付けば、僕の額ひたいに手を当てて、熱を測るような仕草をしている。まるでそれは、本当に誰かを心配しているような……。

「ともかく！　病人は寝てること！　私が看病するから！」

　言うが早いか僕は抗議の声を上げることも出来ず（というかもう、色々体力の限界だったので）、もう後は泥船に乗った気持ちで流れに身を任せることにした。

　これは、夢か──それとも、現実か……。

　朦朧とする頭で、それだけを考える。

　今現時点でこの記憶は初めてのものだ。なら夢のはずなのだが、ことはそう簡単ではない。ずーっと寝込んでいたり、著しく体力が低下していると夢を視ないこともあるのだ。多分、自分の体調に能力もある程度リンクしているのだと思う。

　期待はしなかった。そう、しなかったからこそ、僕はより彼女の評価を改めねばならなかった。非常に口く惜やしいのだが、いい意味で。

　完かん璧ぺきだったのだ。

　僕が寝苦しいと思ったタイミングで氷ひよう嚢のうが変えられ、喉が渇いたと思う直前に水差しが口元にある。騒がしかったのは最初だけで、後はもう、何一つ不自由がない。汗で濡ぬれた身体を拭ふかれたときは非常に恥ずかしかったが、手慣れ過ぎていて逆に断りづらい感覚に陥おちいったほどだ。

「少し寝たら？」

「……余計なお世話だ」

　身体は休息を欲しているが、僕の一番無防備な寝姿を他人に見せるのは嫌だった。

「ちょっとでも寝て、可愛い私の夢でも見て来たら？」

　気が付けば彼女の顔が傍にあって、悪戯っぽそうな声で囁ささやく。

「……君の夢なんて、見たくない」

　ただでさえ、僕にはもう普通の夢なんて見られないのに。

「じゃあ、君はどんな夢を見たいの？」

　そのストレートな質問が、逆に僕から言葉を奪った。

「ね、どんな？」

　ふふ、という吐息が彼女から漏もれ、僕の頰を撫でる。──こそばゆい。

『どんな夢が見たい？』それは、僕自身も忘れていたような根源的な疑問。何年も普通の夢は見ていない。仮に見られたとして……うう、頭が痛い。

　……そうだ、見たい夢なんてない。僕には誰かと共にいたいなんて気持ちは……。

　僕は自然と出た咳に身を任せた後、目を瞑つむり、横を向いてその質問を無視した。

「……して欲しいことがあったら言ってね？」

　言うことなどない。彼女が嫁よめだとしたら、誰も文句などつけないだろう。……尚なお、僕には不要だが。

「……どこで」

　こんなことを習ったんだ？　いや、察せられるんだ？

　質問は途中だったが、察した彼女が口を開く。

「こういうの、慣れてるからね」

　まるで、看護師だな、と思う。

「あのな……」

「さて、もう一度、熱を測りますか」

　そう言って彼女は僕の額にまたしても自分の額を近づけた。

　吐息が、かかる。さっきより、なぜか意識してしまう。

「やめ──」

　その時、ガチャッと玄関の開いた音がした。

「あでっ!?」

　その瞬間、僕はおでこをピンと指で弾はじかれた。

「大丈夫だね。ともかく沢山栄養取って寝ること！　早く治してね！」

　そういうと彼女は荷物をまとめて、手早く部屋を出ていった。

「な、なんだよ一体……」

　階下から「あら、もう帰っちゃうの？」という声が響く。

　その後に聞こえた彼女の言葉を僕は聞こえなかったことにした。

「また来ます」

　その、言葉を。





　　　　◆






「で、どうしてこうなった」

　僕はなぜか、彼女の家にいる。

　そんな馬鹿な、と思うが間違いない。夢であって欲しいのだが、現実だ。

　なんと僕は今回予よ知ち夢むを見ていない。そのせいでこの事態を回避出来なかったのだ。見ていないのには理由がある。寝過ごしたのだ。

　この間の病気の時みたいに、夢にもいくつか大おお雑ざつ把ぱなルールというか、法則がある。

　その中の一つに、一日以上寝る、もしくはその日一日意識を失っている場合は夢を視られない、というものが存在する。日にちに関することは割と曖あい昧まいだが、陽が昇ってしまえば完全に別日扱いだった。なので僕は一応、夢を確実に見たい時は〇時前には寝るようにしていた。

　僕はあの後、更に熱が上がり丸一日以上寝込んでから学校に復帰した。体力低下も伴い、夢を視る条件などまったく満たしていなかった。そしてその日のうちに彼女の家に強引に連れ込まれたのだ。詫わびだ、と言われて。

　彼女の家は普通の──まあ高すぎもせず、安すぎもしなさそうな賃ちん貸たいマンション住まいだった。

「転校多かったの。お父さんがそういう仕事だから」とのことだ。

　つまりまた転校することもあるかもしれない、のだろうか？　期待を込めてその可能性を訊たずねてみたが「もう高校に入ったし、その時は単たん身しん赴ふ任にんする」と言っていると聞いて僕は肩を落とすことになっただけだった。

　彼女の部屋は一番奥の小ぢんまりとした、案外落ち着いたシックな──というと聞こえは良いが、何というか、女っ気は微み塵じんも感じられない、殺さつ風ぷう景けいな空間だった。

「仕方ないじゃん。ね、一緒に、し・よ？」

「断る。というか、帰る」

「女の子の誘いを断るとか、いけず～」

　彼女は僕の胸の上にのの字を書いておねだりする。

「テスト勉強くらい一人で出来るからな!?」

　当然性的なお誘いではなく、今彼女の出したちゃぶ台の上には各種教科書類が並んでいた。

　僕が休んだ次の日からは中間テスト期間であり、二日休んだ僕はめでたく再テストになっていた。そして、冬芽木実がなぜ横にいるかというと、彼女もまた翌日から風邪で休んでいたから、らしい。二日目のテストを丸々受け損ねていた。

「風邪をひいた人間の部屋に不用意に入るからだ」

「え～でも嬉しかったくせに～」

「嬉しくない。……まったく」

「さ、文句言わずにやろやろ。時間もったいないよ！　明日が補習テストなんだし？」

「ここまで来る時間の無駄と、帰る時間の無駄を考えれば僕だけが損をしている、と思うのだが？」

「えーでもお互いが苦手を教えあうとかしたほうが成績上がるかもしれないじゃん？」

「何が苦手だ？」

「現文・古文・化学・物理・数学・歴史」

「多すぎだろ!?」

「英語は超得意だってば！」

「どうやって入学できたんだ……」

「こ～ら、女の子の秘密は、そっとしておかないと駄目なんだよ？」

　めっ、と、可愛らしいポーズを取っても無駄だ。……うっかり、可愛らしいという表現をしてしまったことすら腹立たしい。

「というわけで私が英語を教える代わりに他を教えられて進ぜよう。数学、化学、歴史を受け損ねたからね、よろしく！」

「その交換条件はおかしい」

「殿、山吹色の菓子でござる」

　そう言って彼女は机の下からマカロンを差し出す。

「食べると思うのか？」

「いらないの!?　すっごく美お味いしいやつなのに。じゃあ遠慮なく」

　彼女は言うが早いかすべてあっさりと自分の口に放り込み食べきってしまった。

「あ、お茶……もぐ……わふれた……ほっへくる」

　口に物を詰めたまま彼女は足早に部屋を出ていく。

　駄目だ、もう付き合いきれん。

　帰ろう、そう思い声を掛けようとした瞬間に、

「あ、ごめん！　お茶切らしてたから買いに行ってくる。待ってて！」

「ちょ、ま」

　バタン、という音と共に玄関のドアが閉められる。

　何と僕は彼女の家に一人、取り残されてしまった。

「……帰れん」

　流石に鍵かぎもかけないまま家を空けるわけにもいかず、僕は大人しく彼女の部屋で待つことにする。

　やることもない、というか試験勉強をしなければならないのだが、ソワソワしてしまいそんな気分には当然なれなかった。

　改めて部屋を見渡す。女子の部屋を観察するなどいい趣味とは言えないのだが、他に出来ることもないのだ。この機会に、少しぐらい何か悪戯対策になるものでも見つけられればいいのだが……。

　しかし、案外何もない。

　というか、無さすぎである。本当に必要な物以外置かれていないのだ。

　彼女の勉強机、クロゼット、置かれたちゃぶ台、ベッド、そしていくつかの本、これで全部である。女の子らしい何かなど微塵もない。病院の入院患者だってもう少し身の回りの物を持って来てると思う。

「？」

　机の上を観察すると、これ見よがしに「→」と書かれた紙片が置いてある。

　続けて下を見てみると、机の下には一枚のメモが置かれていた。

「読め……と？」

　当然彼女が何らかの意図をもって置いた物に違いない。そこには……。

『脱出ゲーム』

　と書かれている。

「はあ？」

『さあ勇者よ、この家は完全にロックされた。外に出たければ鍵を見つけだすがよい。


冬の女王より』



　その裏にはそんなことが書いてある。嫌な予感がして玄関までいくと、なんと扉が開かない。そんな、馬鹿な。さらにそこにはもう一枚のメモが置いてあり……。

『この扉は特殊な、外から掛けるタイプの錠じようが掛かっている。君は家の中からその鍵を見つけ、ここに挿し込むのだ。さあゆけ、明あけ智ち君くん！


冬の怪盗二十面相より』



「……あほか！」

　思わず大声を上げてしまった。

　あまりのくだらなさに天を仰ぐ。こんな簡単な罠わなにかかった自分をぶん殴りたい。全ては病のせいだと言い訳させてもらいたいところだが……。

「電話で警察を呼ぶか……」

　いや、流石にそれはまずい。マンションの人間の注目を浴びすぎるし、何よりこの状況、僕の方が色々と不利なのだ。

　高校生の男子が同級生の女子の部屋で閉じ込められて困ってますなどと、どう警察に伝えたものだろうか？　こちらがストーカーではないか？　と疑いの目を向けられるのがオチである。

「……やるしかないか」

　完全に彼女の掌てのひらの上だが、どうしようもない。一応、確認のため各部屋を回る。

　廊下側に窓はない。正確にはあるが、格子が嵌っており通れない。他の窓は開くが、ここは五階だ。飛び移るのも、飛び降りるのも無謀だったのですぐに諦あきらめる。居間に戻ると、またメモがある。

『疲れたなら好きに冷蔵庫を開けていいよ。遠慮なく棚にあるお菓子もどうぞ』

　遠慮せず冷蔵庫を開け放ち、喉を潤うるおさせて貰う。当然の権利である。

　そしてついでというか冷蔵庫内でメモがまた見つかる。

『冬の部屋を探し、宝箱に入る三種の神器を集めよ。それがヒントとなる。


冬のなんちゃら』



　既に飽きたのか名前がもう適当になっている。

　つーかヒントもモロだ。冬の部屋って言えば彼女の自室しかないじゃないか。

　閉じ込めたいのか、解かせたいのかどっちかわからないが、……後者っぽいよなあ。

　しょうがないので彼女の部屋に戻ることにする。

「探せって言ったのはお前だからな……」

　何が悲しくて女子の部屋を漁あさらないといけないんだ……。

　ここで、もしかして僕に捜索させる前提で物が少なく、殺風景にしてあるのではないか？　と思い当たった。やばい物は先に片付けた後、か。ありそうな話だ。

　僕が情けなくなりながらベッドの下を確認すると、簡単に箱が見つかる。

「てか、ク〇ネコのじゃねーか！」

　宅配便用の段ボールに折り紙で装飾された何とも言えないチープな宝箱？　に呆れ果てながらも僕はとっととそれを開封する。

「!?!?!?!?!?」

　僕はすぐにそれを閉める。

　それが見間違いではないかと思いながら僕が再びそれを開封すると、見間違いでもなんでもなく、やっぱりそこに、それは鎮座していた。

　女性用の下着……パンティである。

　嫌な予感がしてとっとと他の場所も探すとあっさりと残りの二つも出てきた。

　中身は『ブラジャー』と『競泳用水着』である。

　男がこの三つを箱に入ったまま床に並べ、真剣に睨みつけているこの光景は傍から見たら、変態以外の何者でもない。

　近くに置かれたメモにはどれも同じ文面で『冬芽木実のことをよ～く考え、これらをよく観察せよ。三つのどれかに鍵が隠れている。一つだけ選べ、さもなくば災いが降りかかるであろう』と書かれていた。

「あーうん、あ、はい、そういうことね……」

　もう僕の目は完全に死んでいた。とっくに答えはわかっていたのだが、やる気が起きない。むしろこれは謎なぞかけですらない。完全に嫌がらせである。

　しかし、だ。

　──これは、何だ？

　箱の他に見つかったもう一つの物をどう判断したらいいものか──？

　しかし悩んだのは一瞬で、僕はそのうちの一つに手を伸ばした。




「すいません、夜分遅くまでお邪魔してしまい……」

　僕は帰宅した彼女の母親に頭を下げている。

「いえいえ、こちらこそ。テスト勉強は大変だったでしょう？」

　普通の、よい母親のようだ。おっとりしていて、物腰も柔らかい。ここからどうしてこんなお転てん婆ばが生まれたのだろうか？

　結局僕は夜まで脱出を諦め、時間が経過するに任せた。

　時間一杯まで自習をして、彼女の企みには乗らないことにしたのだった。

「じゃあね」

　そう言って立ち去ろうとした僕に彼女は駆け寄って「送って行く！」と言ってきかなかった。面倒なので無視して速足で歩くことにしたが、彼女はずっと付いてきた。

「ねー、なんでなにもしなかったの？」

「……」

「私、ずっと扉の外で待ってたんですけど～？」

「……」

「もう……あの、怒ってるの？」

「……」

「ごめん、ね？」

「はあ……」

　ようやく謝罪の言葉が彼女から漏れたことで僕も口を開くことにする。

「怒るに決まってるだろ？　何、あれ？」

「え、高校生男子が好きそうな三種の神器をプレゼントして、君との仲の発展を図ろうかと？」

「逆効果に決まってるだろ!?」

　どこの世にあんなものを贈られて喜ぶ変態さんがいるというのか。……いるかもしれないがそれは僕ではない、念のため。

「次からは止めてくれ」

「わかった。次はもう少しマイルドなやつでいく。体操着とか」

「だから一切やるなってこと！」

　駄目だ。話が通じていない。

「まあでも、あそこまでヒント上げて、脱出しないとか興ざめしたかも」

　おや？

「あまつさえもう一個置いておいたスペシャルプレゼントも、読んでないんでしょ？」

　どうやら、本気で拗すねて、僕のことをどうでもいい、と思い始めているような印象を受ける。これは……いけるか？

　どんな悪戯好きのガキに当たっても、幾度か躱かわし、楽しめないようにするだけでほぼ間違いなくちょっかいは出されないようになるものだ。

　人間、ムキになればなるほどドツボに嵌る。夢での経験則だが、そういうときの反応と似たようなものを感じる。受け答えさえ間違えなければ……。

「誰が他人の日記なんて読みたいと思うんだ？」

　そう、彼女が箱の他に置いていたのはまとめられた日記の群れだ。あの量から察するに結構な年月を掛けて書いたものに違いない。

　中身も読まずに日記だとわかったのは、堂々と表に日付と『木実ちゃんの成長記録』と書かれていたからに他ならない。

「読みたくないの？」

　それには付ふ箋せんが付いていて「暇つぶしにどうぞ」と書かれてはいた、が。

「他人の人生に興味はないからね。特に、君のような。他人を弄もてあそぶだけのような……」

　心ならずも煽あおることにする。早く諦めて貰うためにも、少しきつめの言葉を選ぶ。さて、どういう反応をするだろう？　怒る、悲しむ、それとも……。

　僕が彼女の方を振り返ると、彼女は今まで見たこともないような、真剣な顔をしてこちらを見つめていた。

「それは、本心？」

　本心だ──と答えかけて、思い止とどまる。

　違う、この質問は──。

「……悪かった。本音じゃない」

　地雷を踏んだ予感がしたのだ。これは、本当のことを言わないとまずいと直感が告げている。

「他人に興味がないのは本当だ。でも、それは君のような人間に、とか知らない人間を侮ぶ辱じよくしてのことじゃない。下に見てもいない。単に、僕が他人と関わるのが苦手で、一人が好きなだけだ。それは僕が、臆おく病びようで、卑屈なだけだ。すまない」

　自分の悪いところを他人のせいにして非難する材料にしてしまったことを素直に謝罪する。

「ううん、私こそ、ごめん」

　彼女は真顔のまま僕に素直に謝罪を返した。

　意外なことに、その言葉は僕の中にすんなりと入ってきて、受け入れられる。

「君なら、きっと読まないと思ったから入れたの。だから私も、ね。試したことは謝る」

　わざわざ、読まれたら困るような物を入れたというのか？

「……何で？」

「だって、興味ないでしょう？」

「確かにそうだけど、なんでわざわざ？」

「これから、この日記にはきっと君のことを沢山書くと思うから」

　何だその、理由になってない理由は？

「日記には、大事な人のことを書くんだって」

「自分のことじゃなく？」

「うん、そう、教えて貰ったから」

　誰に？　という疑問は、しかし前の『大事な人』という部分が気になり打ち消される。

「大事、ねえ……」

「君と仲良くなるか、険悪になるかどうかは置いておいて、私はもっと君のことが知りたいと思ってるの」

「はた迷惑な話だ」

「そうだよね～。でもさ、これが私だって、ちゃんと知っていて欲しいかなと思ったの。他人の心にずけずけと入り込んで試す。嫌な女だなって」

　これが、私の分身、と言って彼女はそのノートを掲げる。

「私の記録、私のすべて。私が見たあなたの姿をいつかあなたに読ませたい……かもなって思った。それが予感じゃなくて確信に変わるといいなって」

「……過大評価だな」

「そうかもね。だって、ノリだけは、本当に悪いし。私飽きっぽいからすぐ次のターゲットを見つけるかもしれないし」

「ぜひ、そうして貰いたいところだな。ゲームに乗らず、ずっと待機するような人間と一緒に遊べるわけがないだろ？」

　そう、ノリが悪い、ゲームに参加すらしないで外にいるような奴に関わっても──。

「ねえ、一つだけ聞かせて？」

「何を？」

「答え、知ってたでしょう？」

　心臓に冷たい何かが刺さる。夢のことか？　と一瞬勘かん繰ぐるが、次の質問でそうではないことがわかり、安堵する。

「実はあれ、間違ったものを選ぶと重みが減って防犯ブザーが鳴るようになってたんだよね。で、どうも正解の箱の品物が、動いた跡があったの」

　彼女はジロジロと、いつもの悪戯っぽい笑みを浮かべて僕の顔を覗き込んでいた。

「だから、今は諦めてあげない」

　彼女の胸が、僕の視界に入る。くそ、カップなんて見抜くんじゃなかった。

　男子高校生がちょっとした、本当にちょっとした興味を持った痕こん跡せきを見抜かれてしまい、動揺を隠せないまま僕は帰路についたのだった。
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　テスト当日、教室で僕は彼女と二人、席を並べて先生を待っていた。

　どうしたらこの娘は諦めるのだろう？　何か良い方法はないものだろうか……。

　昨日の一件、というか彼女の宣戦布告というか、を受け僕は思案に暮れていた。

　その時、天てん啓けいというか、悪魔の囁きというか、そういうものが唐突に僕に降りてきた。

　いや──しかしそれは、他人の運命を操ろうとしたら、三門先生のような悲しいブラコン……じゃなかった被害者を産むのではないか？

　そう、同じ悲劇を繰り返してはならないはずだ。僕がそんな逡しゆん巡じゆんをしていると……。

「ねえ、勝負しない？」

「……よかろう」

　僕の悩みなどお構いなしに、彼女は僕のしたかった提案をしてきたのだ。これならば、僕は自分の身を護まもる為に全力を尽くすことが出来る。ああ、仕方ない。

「受けそこなったテストの合計点で勝負しよう。君が勝ったら以後絡むのは止めてあげる。私が負けなかったら、逆に要求を呑のんでもらう」

「いいよ、やろう」

　僕の二つ返事に彼女の顔に喜色が差す。

「後悔しないでよ～。病み上がりだからって手は抜かないんだから」

　それはお互い様であるが、突っ込まないことにする。

　彼女には悪いが、これはもう勝った試合である。

　僕は夢で問題を予あらかじめ見てから現実でテストを提出することが出来る。彼女に勝ち目はない。

　非常に卑ひ怯きような手段で、僕の主義主張に反する行為だ。

　しかし、こうでもしないと彼女は僕を諦めてくれないだろう。

　正々堂々の勝負では、もう彼女を排除することは叶かなわない。

　そして、これは緊急避難だ。己の身を護るための非常手段なのである。神様もこの一回くらいは見逃して然しかるべきだ。

　次の期末ではその分点数を故意に落とそう。そう心に決め、僕は問題文をひたすら暗記することに努めた。




　後日、テストが返却された。

　僕の点数は当然の満点だ。もはや、勝ったも同然である。

　僕は確信を持って、教室の席に座る彼女の前に立つ。

「さあ、もう諦めてくれ」

　僕が見せた数枚のテストの答案を見て、彼女の顔が曇る。

「すっご～い……ちぇっ……勝てなかったか～」

　そう言って彼女は口を尖とがらせ不ふ貞て腐くされているような態度を見せる──が。

「まあ、負けてもないけど？」

　そう言って彼女が出したテストの答案を見て僕は愕がく然ぜんとした。

　フルマーク。満点。

　僕と同じ結果の答案がそこにあったのだから。

「は～い。残念でした～！」

　彼女の表情はもういつもの僕をからかうような満面の笑みに変わっていた。

　引き分けという思いがけない結果に、僕は動揺を隠せない。これが夢の中でなかったら、僕はもっと取り乱していただろう。どうする？　明日までに何かいい方法が──。

「じゃあ、私のお願い、聞いて貰おうかな？」

「は？」

「何にしよ～かな～？　色々あるんだけどな～」

　彼女がニコニコ笑顔で何かたわ言を言っている。

「何言ってんだ？　引き分けなんだから何も──」

「え、だって私言ったよね？」

　そう言って彼女はスマホを取り出し、録音再生ボタンを押した。

『……私が負けなかったら、逆に要求を呑んでもらう』

　彼女の勝ち誇った笑顔がそこにあった。

「私が勝ったらなんて、一言も言ってないけど？」

　僕は戦せん慄りつを禁じえなかった。

　証拠まで残す徹底ぶり、端はなから負けるなんて考えていない。その上での提案。実行するだけの行動力と実力。一体どこまで考え抜いて、この子は僕に絡んでいるんだろう？　そもそも、勉強苦手じゃなかったの!?　もしかして、それすら騙だましだったのか？

「じゃあ、明日までに考えてくるから、楽しみに待っててね！」

　そう言って彼女は席を立って笑顔で手を振って帰っていった。

　残された僕は、どうすれば彼女のこの策を崩せるのか、起きるまでに考え続けることになった。

　勿もち論ろん──答えなどどこにも存在しなかったのだが。
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　快晴。梅つ雨ゆ空ぞらの合間に、まさにここしかない、とでも言わんばかりに晴れた日曜日。

　突き抜けるような青空と対照的に、僕の心は暗く沈んでどんよりである。

　地元の駅前。

　僕が勝てなかった際の代償。そのお願いで、僕はここにいる。

　もうすぐ後ろの柱の陰から彼女が僕を脅かしながら登場する。子供じみた悪戯の登場の仕方だ。引っかかってやる義務はない。

「わっ！　……ってわあああああああ!?」

　現れた彼女は僕の顔を見て思わずのけぞった。

　僕は彼女が来るのに合わせて被かぶったゴーストの仮面を取る。

「やだ、もうびっくりしたー！　君もそれ、持ってたんだ。あはは、引っかかっちゃったね～くっそ～」

　彼女と夢の中で絡んだ初日にされたことをそのまま返しただけである。彼女は記憶にないかもしれないが。

　ただの意い趣しゆ返がえしだったが、本気の驚き顔と少し悔しそうな彼女の顔が見られたのでよしとする。

「……で、僕の、君と違って貴重でレアで有意義な一日を一体どう使おうって？」

「えへへ～、なーいしょ！」

　彼女は猫のようなクリクリの瞳を細め僕の手を引くと、駅の改札を抜けていく。

　この後のことは夢で知ってはいるが、一応聞いてみただけである。




　まずショッピング、次に遊園地という何とも代り映えのないコースである。

　彼女のことだからもっと突拍子もないところに連れていかれるかと思ったが、そんなことはなかった。人が見たら、普通のカップル的なデートだと思うだろうそれだ。

　しかし夢で実際に行ったデートの内容は散々だった。彼女は色んな悪戯を仕掛けてきて、僕はもうヘトヘトだった。

　小さなものから大きなものまで、毛虫のおもちゃで驚かせたり、かと思えば彼女が貯金をはたいて雇ったというエキストラを使ったフラッシュモブまで始められてみたりと実に様々な嫌がらせを受けた。

　デートの終わりに僕は思い切って聞いてみた。

「ねえ、僕のこと好きなの？」

　これが現実だったらドキドキして聞けないことでも夢の中なら無かったことに出来る。

　夕方の川沿い。駅からの帰り道。二人きりになった時に、僕は彼女にそう訊ねた。

「ん～。それは、男の子として？　それとも友達として？」

「君と僕は友達じゃないだろう？」

「え～？　もうとっくに友人関係だと思ってたんだけど？」

「勝手に友人関係を構築しないでくれ。僕は君に振り回されているだけで、君と親しくしたいとは思ってないんだから」

「でも、今日付き合ってくれたじゃん？　今のだって、私に対する愛の告白だと思うんだけど？」

「どこがだよ！　……というか、どうしていつもそんな風に前向きに受け取れるんだ？」

「え～？　だってこんなにいい雰囲気の場所で、男の子と二人きり。そして好きかどうか訊ねられてるなんて、どう見てもこれ、告白的な何かだよね？」

　そう言って彼女は川向こうを指さす。日が暮れて、夕日が向こう側に落ちようとしている。その光が川面に反射し、僕らを赤く照らしている。

　彼女はゆっくりと、もう一歩で僕にひっつける距離まで近づいてきた。

「じゃあ、友人としての質問じゃないんだよね？」

「……う、うん」

　夢の中なのに既にタジタジである。どんな答えが返って来るにしろ、覚悟は出来ているし、対処も考えてある。でも、答えを聞くまではどんなことも未知であり、いくらこのあとやり直せるとは言っても、多少なりとも緊張するものだ。

　彼女の顔が近い。その顔には赤みが差し、それが陽の光に依るものか、それとも別のものなのか、僕にはわからなかった。そしてゆっくりとその小さな口が僕に向けて開かれ──。

「わかんない」

「え？」

「男の子として好きかどうかなんて、まだわかんないよ？」

「そ、そうか……」

　僕の体温が、少し下がった気がした。緊張が解けたからか──それとも。

「でも、嬉しいな。君が、私に興味を持ってくれて」

「な、きょ、興味なんてそんな……」

　なぜか普通にラブコメしてないか？　駄目だ、この展開は耐えられない。夢でも許容出来ない。

「僕は嫌いだ」

　多分、いや間違いなく。

「嫌いなんだ。こんなやり取り」

　面倒くさいだけで。

「こんなことされて喜ぶ奴なんていない。こんな下らないこと、誰に教わったんだ？」

　その時、陽が落ちると同時に、どこか空気が、彼女の雰囲気が変わったような──。

「大体これでもう終わりだ！　君の我儘には付き合っただろ？　もうこれで僕を解放してくれ！」

「んーどうしよっかな～……」

　沈黙。そして──。

「ん、わかった。もういいよ」

　意外とあっさりと、彼女は引き下がった。

「そ、そうか──」

「ん、ごめんね。今まで、どうもありがと！」

　そう言って彼女は僕のほうを振り返りもせず、そのまま駆けだして行ってしまう。

　僕はあまりにもあっさりとした展開に、その場で膝ひざを崩した。

　安心──したんだと思う。ホッとしているから、気持ちが落ち着いているんだ。そう、思い込もうとしていた自分に僕は気が付いてしまった。

　いいのか？　これで、と。

　ふつふつと、怒りのようなものが湧わいてきていた。

　散々振り回しておいて、飽きたらポイ。

　おもちゃをあっさり捨てた子供を見るように、僕は彼女に腹を立てていた。
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「ねーねー、話聞いてる？」

「あ、いやぼーっとしてた」

　話を現実へ戻そう。

　電車に揺られ僕らは連れ立って出かけている真っ最中だ。

　テストの賭けに勝った彼女の要望により僕の自由は一日買われてしまった。

「今度の日曜日に一緒に遊びに出かけること」

　彼女の要求としては比較的優しいものだと言えるかもしれない。

　僕の予想では「心の友になって！」など一生ものの要求も考えていたのだが（その際は頼み事一個だけの範はん疇ちゆうを超えているとして断るつもりだった）一日限定のお願いごとなら仕方あるまい。

　ここ最近は彼女にやられたい放題でやられている。そして、夢の中では飽きたのかあっさり去っていった。

　ふざけるな。

　去っていくのは良いが、やられっぱなしは嫌だった。

　コテンパンにのして、完全勝利のうちにこちらから三み下くだり半はんを突きつける。

　今日の僕はかつてないほどやる気に満ちていた。見てろよ、こんちくしょう。




　夕方、僕は清々しい、やり切った気持ちで川沿いを歩いていた。

　彼女と言えば、肩を落とし僕の後ろをトボトボと歩いている。

「ちぇー……色々準備したのに。ぐすん」

　僕は彼女の予定を悉ことごとく潰した。

　用意されていた悪戯にもそれを上回る対処を用意していたし、彼女が金を掛けてまで用意したフラッシュモブも事前予習で見ていた動きに僕が合わせて動き、見事に一体化して逆に彼女を驚かせることに成功した。

　逆ドッキリのような形になり、彼女は「やられた！」と言った顔のまま動かなくなり、以後大人しくなり今に至っている。伊だ達てに長く（夢の中でだが）生きているわけではない。僕は色々出来るのだ。現実でやろうと思わないだけで。

「あ～も～悔しいいいいいいいいいいいい！」

「ははは、他人を騙そうとか百年早いわ」

　いい気分だった、とても。

　後は──あの言葉を言って終わりにすればいいだけだ。

　それで僕の完全勝利、二度と会うことなく（教室では顔ぐらい合わすだろうが）僕は平穏に戻れる。

「ねえ、これでも僕のこと、好きなの？」

「──！」

　彼女が驚いたような顔でこちらを見る。

　あれ？　どことなく反応が違う気がする。ちょっと、科白を間違えただろうか？

「あ、いや、やたら絡んでくるからさ、その、友達としてというか、そういう感じで……」

　彼女は、今度は俯うつむいて、反応しない。あれ？　何かおかしいな？

「わかんない……」

　よかった。夢と同じ答えが彼女の口から零れ落ちる。後は同じ展開を辿たどって、終わらせるだけである。

　今回は更に好感度を下げ切った自信がある。夢よりも確実に悪い展開になるはずだ。こっぴどく振られた彼女が負け惜しみを言って去っていく。きっとそうなるはずである。

「私のこと、嫌い？」

「……ああ」

　展開が若干変わっている。慎重に受け答えしなければならない。出口はもうすぐそこだ。

「君こそ私のこと、本当は興味あるんじゃないの？　こんなに私の性格を把は握あくして、全部邪魔して」

「……ん？　いやそれは単なる傾向と対策というか。君のことが嫌いだから、ほら自衛の為に」

「……もう、大っ嫌い！」

　やった！

　彼女は口をいーっとして僕を睨みつける。

「覚えてなさいよ！　次こそギャフンて言わせてやるんだから！」

　あれ？

「え、いや、もう嫌いなら、会わなくてもよくない？」

「よくない！　何で私だけ悔しい想おもいして終わらなきゃいけないのよ！　もう絶対許してあげない！」

　まずい。この展開は、予想してなかった。

「いや、僕は君が嫌いだし、君も僕が嫌いならそれでいいだろ!?　関わるのやめよう？　友人なんて真っ平ごめんだ！　いいかわかったか!?」

「私だってごめんよ！」

　そういうと彼女は踵きびすを返し足早に駆け出して行ってしまう。

　どうしようこれ、もしかして、事態を更に混迷させてしまっただけのような……。

　その時、彼女が僕に振り返った。

「あのさ」

「あ？」

「友人としては大っ嫌いだけど」

「あ、ああ」

「男の子としては」

　その後、彼女の口は音を発せず、二音分動かされた。

　それが冗談なのか、悪戯なのか、その場に残された僕には分からなかった。ただ、心臓の音だけがやたらうるさかったのを覚えている。












　四勝四敗一分け。

　現在の彼女との『お出かけ』での戦績である。

　夢の中で対策を考えていたにも拘かかわらず、僕がそれを上回られ悪戯いたずらを決められた回数だ。

　結局あの後、彼女からの誘いは途絶えることなく、週末は彼女とよく出かけることになってしまった。

　予知出来るというのに、これほど押し込まれるとは想像していなかった。

　彼女は僕の人生に現れた天敵というほかない。必ず乗り越え、克服しなければならない。今後の平へい穏おんな日々のためにも、これは必要な試練なのである。

　だから今日も僕は、彼女の誘いに乗っているのである。

　決して、彼女に対して好意があるとかではない。決して。
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　ぴゅ。

「冷たッ!?」

「何ぼーっとしてるの？」

　ストローに含ませた水を顔に吹きかけられたらしい。

　目の前には僕の天敵、冬ふゆ芽め木実このみが赤い半そでのシャツとジーンズのラフな格好でケラケラと笑っている。手にはさっきテーマパークで買った飲み物の容器が握られている。中身はもう空で、この暑さか、あっという間に溶けた、氷の水を掛けられたようだ。

　もう夏休みに入り、僕と彼女は遠くのテーマパークまで出かけていて、今はその帰りに駅のホームで電車を待っていた。

「なんでもない。ちょっと考え事だ」

「ほう、この可か愛わい子ちゃんを差し置いてまで考える深刻な悩みかね？」

「君の存在が最も深刻な悩みだから安心してくれ」

「きゃー！　嬉うれしー！」

　心にもないやり取り、いつもの掛け合い。皮肉は僕らのコミュニケーションツールと化している。

「で、本当は何考えてたの？」

「……妙な女の子の夢、かな」

「え、何それ？　私のこと？」

　予よ知ち夢むのことをこの娘こに言ってもどう受け取るか分からない。当然、話す気もない。それ自体がとても妙なことではあるが、今回の僕の悩みはそれとはちょっと別のところにあった。




　いる。




　気配を感じる。そう、今の、この夢の中で。

　視線を遠くの、高台になっている駅のホームからテーマパークの帰宅途中の人の流れの中に向け、僕はその少女を見つける。

　病院着のような白い服。まるでそれは、幽霊のように、どこまでも透き通った白い──白い肌。陽ひの光に透け、髪はキラキラと輝き、その色は判別出来ない。

　ただ分かることはその少女が、美しい、ということだけだった。

　その娘が僕の夢に現れたのはこれが初めてではない。

　偶たまに、夢の中でその姿を見かけるのだが、現実では一回も見かけたことがない。まさに謎なぞの存在である。彼女はこの夢に何か関係があるのか？　それが今の僕の、悩みというか、心配の種になっていた。

「いでっ!?」

　後ろから尻を蹴けとばされる。

　ジト目の冬芽木実がこちらを睨にらんでいた。

「一緒にいる時は、ちゃんと、こっち見る」

「は、はい……」

「よろしい！」

　そういうと彼女は僕の腕に手を絡め、ホームに入って来た電車に連れ込んだ。

　夢の中の少女は、どこかへもう消えていた。





　　　　◆






　夢から醒さめた朝。

　僕は夢のおさらいをノートにまとめて対策を考えてから家を出た。

　最近はこれが日課になっている。

　冬芽木実が僕の日常に舞い降りるようになって、日々の出来事を日記のように残すことにした。それは、夢の中のことも、である。

「まったく、色々やりやがって……」

　単純に書き記す量が倍だから、普通の日記より大変な作業であるが、これは仕方ないことだと言える。負けるわけにはいかないのだから。

　今日の行先はテーマパークだ。アトラクションや、人混みを利用した様々な仕掛けを乗り切り、必ず勝ち越して見せる。

　僕は決意を込めて、家を出た。




「……ここ、どこ？」

「ん、気にしない、気にしない！」

　僕と彼女はテーマパークに行くはず……だった。

　しかし、降りるべき駅に降りず、僕は妙な場所に連れて行かれている。

「行くところ、別でもいい？」

　どういうわけだか、会うなり彼女は僕に行先の変更を要求した。

　事前対策は全すべて水すい泡ほうに帰きしたわけだが、ならばと中止を打だ診しんしてみたところ、彼女はそれを頑として突っぱねた。

「お願い！　今日はそんな悪戯とかしないから！　出来るだけ、少なくするから！」

「やらないわけではないのか……」

　彼女から歩み寄られてしまったので、仕方なしに了承する。勝ち越しの機会はまたの時に譲ろう。

　そんな彼女に連れられて来た場所が、この目の前の白い建物である。

　閑静な郊外。

　自然の多い丘の上に建つこの白い建物の看板には『御み子こヶが丘おか総合病院』と書かれている。

「……病院？」

　なぜこんなところに？

　お見舞い？　通院？　それとも他の……？

　元の予定と違い過ぎる場所に着いたことで僕は更に訝いぶかしむ。

「ほら、入館手続きして！」

　彼女に促されるまま、僕らは受付の綺き麗れいなカウンターで名前を書き、面会の手続きを済ます。その面会者の名前欄をチラ、と見ると『菊きく月づき　清きよ和かず』と書かれている。

「それ、誰？」

「ん、まあ知り合いだよ。君より付き合いの長い、ね」

　そういうと彼女は「気になる？」と悪戯っぽい笑みを浮かべて僕に訊たずねる。

「そりゃ当たり前だろ。こんな場所に連れてこられて……何が目的なんだ？」

「えー？　菊ちゃんと私のあれでこれでそんな過去とかには、興味ないの？」

「……ない」

　親し気な様子ではあるし、名前からして男なのだとは思うが、別に彼女の男性関係に興味はない。妙に鼓動が早い気がするが、それはきっと変な場所に連れてこられて気もそぞろになっているせいである。

　中庭を挟み、少し離れた病棟まで歩いていく。

　白い服の入院患者がチラホラと気持ちよさそうに歩いている。

　その光景に、妙な既視感を僕は覚えた。

「やあ、久しぶり」

　不意に声を掛けられた。木陰から手を振ってその人物は現れた。

「あ、菊ちゃん！」

　菊ちゃんと呼ばれたその青年──おそらく僕より三つ四つは上だろうか？　大学生然とした長身で細身の男は笑顔で僕らに近寄って来る。

「もう身体からだはいいの？」

「大丈夫、調子はいいよ」

　ふと彼女の顔を見ると、非常に屈くつ託たくのない、幼子のようなよい笑顔をしていた。心の底からこの出会いを喜んでいる。そんな雰囲気がある。

「こちらの彼は？」

　話が僕の方へと飛んできた。

「え？　ああ、彼氏の春はる先さき孝こう太た郎ろうくん！」

「はあ!?」

　いきなり何を言い出すんだこいつ。

「そうか、それは良かったね」

「ば、ばかっ。何言ってんだ!?　彼氏とか噓うそを……」

「彼ってシャイなのー。いつも否定してばっかりで～。ね、ダーリン？」

　そう言って彼女は僕の腕に自分の腕を絡ませる。

「いや～。熱いな～。若いって羨うらやましい（笑）」

（笑）、じゃない。そんな誤解をされてはこの先生きていけない。僕はその後五分間以上みっちりと、どうやって知り合って如い何かに僕が困っているかを滔とう々とうと説明し続けた。当然夢のことは内緒で。

　すべてを聞き終えた彼はお腹なかを抱えて笑っている。なぜだ？

「そ、そうか……くく、それは……ご愁しゆう傷しよう様さまで……」

　何だろう、この徒と労ろう感かんと敗北感は。

「でも、本当にいい彼氏だね、木実」

「でしょ～？」

「だから、彼氏じゃないですって！」

「ああうん、そういうことにしておくとして……」

　彼はそう言って僕に右手を差し出して来た。

「よろしく、孝太郎くん。僕は菊月清和と言います」

「あ、どうも……春先です」

　知らない人間に名を呼ばれることに妙な居い心地ごこちの悪さを感じる。

　彼女の名前を呼び捨てにするその男は、この病院の入院患者らしいことしかまだ分からない。

「僕のことはどこまで話しているんだい？」

　菊月清和がそう言うと彼女はバツの悪そうな顔をする。

「全然？　急に連れてくること決めたし」

「おいおい……」

　やれやれ、と言った感じに彼は肩をすくめる。

「ごめんね、孝太郎くん。木実の相手は大変だろう？」

「はい、それはもう」

　不ふ倶ぐ戴たい天てんの天敵ですし。そこは正直に肯定しておく。

「あのさ、冬芽……」

　僕は今日のことを抗議しようとして彼女の名前を呼ぶ。すると、彼女は何か妙に感かん慨がいに耽ふけっているような顔をしていた。

「何？　変な顔して……」

「君、いまようやく私の名前呼んだ！」

「え」

　意図的じゃないにしろそういえばいつも「おい」だの「おまえ」だのと呼んでいたような気がする。そうか、名前を呼んだのは初か。

「それが、どうしたんだよ。普通だろ？」

「君、学校にいる時も他人の名前とか呼ばないよ？　学校の先生やクラスメートすら、固有名で呼ばないし」

　そうだったか？　確かに思い返してみると、そんな気もする。自分の父と母の名前も大して呼んだ例ためしはない。父は父であり、母は母だから、それで事足りているし。

　その指摘をした彼女は妙に嬉しそうな顔をしていた。何だ、気持ち悪い。

「変だねえ」

　クスクスと笑いながら菊月清和はそう言った。

「ほら、笑われたぞ。お前のせいで」

「いやいや、君がおかしいのだよ。ワトソン君」

「いや、君たちの関係が、ね」

　そう彼は注釈した。おかしいことは認めよう。どこが、と言われるとほぼ彼女の責任だと思うが。

「でも、いい関係だと思う。木実とは、これからも仲良くしてくれると嬉しい」

「保証しかねます」

「ああ、今のままでも構わない、という意味だけど？」

　それも勘弁して欲しい。もう少し距離を置きたい。

「あ、じゃあ私は他の子にも挨あい拶さつしてくるね！」

　そう言うと彼女は中庭の向こうに見える病棟へと駆けだして行った。

「え、おい僕は……」

「菊ちゃんと仲良くしてて～」

　僕は一人残されてしまった。いや、正確には『菊ちゃん』がいるのだが、どう接すればいいのか分からない。

「……はぁ。何なんだよ、一体」

　チラ、と横にいる青年を見るが、彼は目を細めてこちらに笑いかけているだけである。

「元気だろう？」

　何のことだ？　と思ったがすぐにそれが木実の事を指すと気が付く。

「あ、はい、まあ、そうですね」

　少しはこの病院の人間にそれを分けてやれば救える命も多いだろうに、などと考えていると──。

「元気に、なったんだよ。彼女もここの、入院患者だったからね」

　その言葉に、僕の鼓動は一瞬、止まった気がした。

「そんな顔しなくても、今はもう治っているから心配いらないよ。孝太郎くん」

「え、いや、はい」

　上う手まく言葉が出てこなかった。僕の知らない彼女の一面に、今僕は触れようとしている。

「聞きたくないかい？」

「あ、いや、そういうわけじゃ……」

　彼女のプライベートな情報だ。勝手に踏み込んで聞いていいものかどうか、判断がつかない。

　無言。

　答えようがない、自分でも分からない気持ち。

　そんな流れる沈黙を菊月清和の声が打ち破った。

「木実は別にそんなこと気にしないと思うよ」

　僕の顔色を読んだのか、彼は僕に諭さとすように言った。

「僕を紹介したってことは、過去を知られても問題ないって思ってるんだよ。むしろ、知って欲しいと」

「え……」

　何だそれ？

「君は性格的にそんなこと訊ねたりしないだろう？　興味がないと言いながら、本当は聞きたくて堪たまらない。でも意地を張って絶対聞かないだろうから、第三者を通じてお知らせすることにしたんだね。きっと」

　何だよ、それ。

　何か、見透かされているようで腹が立ってきた。

　そう、確かに──興味はあるのだ。

「だから、僕が勝手に話すから、君は聞いていてくれ」

　そんな僕の心情を察してなのか、彼は優しい声でそう言った。

「不器用な彼女の、不器用な話。僕のことも入るけど、そんな、ちょっとした昔話さ。聞きたくないならすぐに去ってくれて構わない。僕は、『彼女』の為ために語るだけだから」

　彼の言う『彼女』という単語の響きに、言いしれない、温かい何かを察する。

　その言葉は冬芽木実に向けられたものではない、そんな気がした。

　直観だが、他の誰か、もっと大事な人に向けたような──。

「彼女がここへ来たのは──」

　この場を去ろう、と思った僕の足は、しかしまるで根を張ったかのようにその場から動けなくなっていた。何が僕の足と心を縛り付けているのか分からないが、僕は覚悟を決め、菊月清和の話に耳を傾けることにした。

　それは冬芽木実の話であると同時に、もう一人の少女の話、だったように──思う。





　　　　◆






「清和くん」

「……四し季きか」

　四季、と呼ばれた少女はその透き通るような白い手で、中庭の木陰に寝そべる彼の額ひたいに手を当てる。

「少し、熱っぽい」

　彼を労いたわる声だったが、しかし彼はそれを無視する。

「いいんだよ。ここがいい」

「そうね、私も」

　戻ったほうがいい、という言葉を少女は飲み込む。そう、彼女もまた、あの白い建物に戻りたくないのだ。あの死の塊のような、白い建物の中には。噓をついても、彼らはいまここに居たい。

「お別れ……しなくていいの？」

「……いい、別にいつものことだから」

　そう言って清和は四季から顔を背ける。

　今日、彼の同室の友人がまた一人、遠くへ旅立ったのだ。永遠に。

「早く、出たいね」

　彼を包み込むような、その優しい声色が、彼の波立った気持ちを落ち着かせていく。気を抜けばきっと、涙が溢あふれてしまう。でも、その感情はきっと自分の気持ちごと、自分の運命を悪い方向へ押し流してしまう、そんな予感があった。

「出来ると、思うか？」

「うん、ほら」

　そう言って彼女は小児病棟から出てくる人影を指さす。

「交通事故に遭あった彼、ようやく退院よ」

　そう言って彼女は両親に手を引かれ歩くその少年に手を振る。

「酷ひどい事故だったけど、もうあんなに元気。きっと、私たちも……ね」

　そう言って彼女は彼を慰なぐさめる。

「ありがとう、四季」

「ううん、いいの」

　私も──。

　少女はそう言いかけ、言葉を濁す。

　どちらも幼い頃からこの御子ヶ丘総合病院の小児病棟で暮らし、互いをまるで半身のように思って過ごしてきた。言葉にしなくとも、言いたいことは伝わる。

　その時、こちらに向かって看護師に手を引かれてやって来る一人の少女が見えた。

　自分より幾分小さいその足取りは頼りなく、促されるまま、下を向きゆっくりと歩いてくる。

　まるで、運命に操られるかのように。

　彼女が自分たちの前を通り過ぎようとした時、四季は彼女に声を掛けた。

「いらっしゃい、木実ちゃん」

「え？」

　木実、と呼ばれた少女は振り返る。

「どうして、お姉ちゃん私の名前知ってるの？」

「夢で見たのよ。あなたが来るのを」

　そう言って彼女は木実と呼ばれた少女の元で膝ひざをつく。

「私は、赤あか羽ばね四季。よろしくね」

「……よろしく」

　ぺこり、と少女は頭を下げる。

「仲良くしましょう。私たちも、同じだから」

　幼い冬芽木実はこうして二人の少年少女と知り合った。




　信じられないことだが、あの冬芽木実は幼い頃、割とどころか、随分と大人しい性格だったようだ。

「病棟の中でもかなり引っ込み思案でね。ほとんど四季が遊びに連れ出すような感じだったよ」

　赤羽四季、という少女が冬芽木実と仲が良かったらしい。病棟に来た当初から彼女を気に入り、一緒に遊んでいたようだ。

「四季は本当に察しがよかった。この環境に早く馴な染じめるように、新入りの子に付き添い、その不安をあっという間に取ってしまう。まるで、その子に何が必要か、知っているみたいに」

　そのお陰で、冬芽木実も入院生活に早めに溶け込めたようだ。次第に生き生きとして来たという。彼女の性格を変えたのはその四季と呼ばれる少女の影響が小さくないのだと感じた。

「でも、それもそう長くなかった。一年が過ぎ……彼女が、危き篤とくになったから」

　菊月清和は、重い口調で続きを語りだした。




「木実ちゃん!?」

　病室に飛び込んだ四季は、苦しむ冬芽木実の傍そばに転がっているナースコールのボタンを押す。

「すぐ来るから、頑張って！」

　苦しむ彼女の手をその冷たい白い手が冷やす。

　落ち着いて。生きて。苦しむ最中、冬芽木実はそんな願いが流れ込んでくる気がした。

　ほどなくして病室に看護師と医者が慌ただしく飛び込んでくる。

　冬芽木実は別室に運び出され、四季は一人、部屋に残された。彼女は強く願った。

　──戻ってきて、と。




　わたし、死んじゃうのかな。




　苦しさの中、そんな漠ばく然ぜんとした思いが浮かぶ。




　もう、こんなことやめたい。

　ずっと、つらいだけ。おかあさんも、おとうさんも、わたしのからだがよわくて、ごめんなさい。

　わたしが死んだら、もうふたりもつらくないかもしれない。

　わたしが死んだら、だれにもめいわくかけないかもしれない。

　死。

　このことばだけが、わたしのみじかいじんせいで、ゆいいつしっていること。

　それがもう、すぐそばにある。そろそろ、わたしのじゅんばんなんだ。




　色んな人間の傍に立っていた、見えない死神。それが今彼女の隣に座って、見下ろしている。




　──死なないで。




　だあれ？




　──死んではだめ。




　おねえちゃん？




　その声と共に、彼女の脳のう裏りに浮かび上がる映像。それは幼い彼女でも一瞬でわかる、あり得ない世界。




　これは、ゆめだ。

　みんなが、げんきになかにわをはしる。

　みんなが、えがおでここをでていく。

　ぜったいに、それはない。

　げんじつはみんな、シャボンだまのあわのようにきえて、なくなっていく。




　そんな光景が一瞬浮かび、弾はじけた。身体からだの痛みが、その光景を打ち壊したからだ。

　しかし、それは彼女に一つの想おもいを呼び起こした。




　──くやしい。




　楽しそうに過ごすその光景に、自分の変わらない現実に、すべてに、彼女は憤る。




　──かえたい。




　でも、変わらない。




　──かえりたい。




　元の場所へ。




　──いきて、『生』きて、いたい。




　たとえそれが叶かなわなくても。





　　　　※






　少女は集中治療室の前のソファに座り彼女の無事を祈っていた。

　祈ることしか、彼女には出来なかったから。

　また、見送るだけなの？

　その思いが彼女を縛る。

　幾度となく繰り返し見てきた仲間の死。

　どうしようもない現状。

　そして、いつか訪れる、自分の死。

　誰でもいいから、助けて欲しい。

　私に出来るのは、彼女に幸せな夢を見せてあげることだけ。

　この病棟せかいで、一刻の幸せを──。




「……あ、おねえちゃん」




　その時、彼女の元に見覚えのある少年が現れた。

「おみまいにきたら、ここにいるってきいたから……どうか、したの？」

　少年の後ろには、心配そうな清和の姿が見て取れたが、すぐに体を物もの陰かげに隠してしまった。

　彼も、心配なのだ。彼女のことも、私のことも。少しだけ、心が軽くなった気がした。

　その少年は大きな花束を持って少女の前に立っていた。

「何でもない……。ううん、私の大事な人がね、今すっごく辛つらい思いをしてるの。だから、ここで待ってるんだ、お祈りして」

「そっか……」

　そう言うとその少年は彼女の座っている横に腰かける。

「どんなこ？」

　少年は彼女がここで待っている理由である人物のことを訊ねる。

　心配するというより、会話の流れで聞いた、そんな感じだった。

「……うん、いいわ」

　彼女は優しくその少年に微笑ほほえみかける。

　その少年に彼女は苦しんでいる少女のことを伝える。自分が持っている彼女の情報という水を一滴一滴、零こぼれ落ちないように、少年というコップに注いでいく。いつしか少年は待ち疲れたのかそのまま彼女の膝で眠ってしまう。その髪を、彼女は優しく撫なで続けた。





　　　　◆






「奇跡だった、と思う」

　危篤状態だった冬芽木実は、しかし死の淵ふちから舞い戻った。

「……それから？」

「それだけさ。その後急速に回復していった彼女は、退院し、今に至る」

　僕の疑問がそのまま顔に出たようで、彼は苦笑いでそれに応こたえる。

「そんな顔をされてもね、それが事実であり全すべてだからね。他に答えようがない」

　言葉を切って、彼は続ける。

「その後の彼女は潑はつ剌らつとしたものさ。元気が全て、やりたいことはすべてやる。悔いを残さない生き方を選んでいるように見えるね。君も、そう思うだろう？」

「確かに……」

　彼女の生き方はどこか刹せつ那な的てきに映る時もある。今を、その瞬間を生きている、それは間違いないのだろう。

　病気がその根源にあるのかと思うと、今の彼女の生き方もどこか納得できる部分はある気がした。

「だから、僕は彼女に思う通りに生きて貰もらいたい。僕らと違ってね」

　僕は彼の、僕ら、という言葉に少し力が入っていたことを聞き逃さなかった。

　彼は木陰から離れ、病院の入り口のほうへと歩いていく。

「さて、僕は用事があるからこれで」

「あの、どこへ？」

「ああ、君も来るかい？　外出許可は貰ってるし、近くなんだ」

「あ、いや、それがどこかっていう……」

「命日──なんだ」

　命日？

「──四季、赤羽四季の」




　小高い丘に吹き付ける風が気持ちよい。緑の映える、よく整備された広場に並ぶ白い墓標の群れ。病院の奥の共同墓地に、その少女の墓はあった。

「ここが、好きだった」

　そう言うと「誤解を受けそうだね」と彼は言い直す。

「人が沢山死んでいる墓地が好き、という訳じゃなくて、この場所から見える景色が、彼女は好きだったんだ」

　ここから下を見下ろせば、町が見渡せる。

　僕の家も遠く、あの辺りだろうか。あの同じく高い位置に見えるのが、僕の通う風かざ見み台だい高校だろう。

「綺麗な──ところですね」

　月並みな感想だが、素直にそう思った。

　ここからの眺望は何かこう、温かい感じを受ける。そう、この町を見守れるような──。

「ここにはね、ちょっとした伝承というか、おとぎ話があってね」

「おとぎ話？」

「そう、その昔、未来を予知できる巫み女こが居て、その墓がこの辺りにあったとか、そんな話さ」

　自分との多少のリンクに、どきり、とする。

「この一帯を支配していて、この上から人々を見守っていた云うん々ぬん……まあ、眉まゆ唾つば物ものだけど」

「はは……そうですね」

　もしかしたら──昔に僕のような人間が居たのかもしれない、と言われても否定できない。しかし、それ以上彼もその話を続ける気はないようで、すぐに墓に向き直る。

「どうして──」

　亡くなったんですか？

　という月並みの科白せりふを僕は飲み込む。聞いても仕方がないことは明白だった。

「木実が退院してから程なくして亡くなったよ。しばらくは四季の要望で木実にも知らせずにいたくらいだから、教えた時には物もの凄すごく怒られた」

「それは──」

　怒るだろう。彼女の性格を考えれば、ぶん殴るくらいはしたのではなかろうか？

　──僕は、どうだろう？

　ふとした疑問が心に舞い降りてきた。

　僕は他人の人生に興味がない。

　他人が死んだところでどうでもいい──と思う。

　自分がどう生きて、どう過ごすか。それだけが大事なのだ。

　でも──。

　ズキン、とした鈍い痛みが心に圧おし掛かかる。

　なぜだろうか、僕は今、とても『哀かなしい』のだ。

　どうしてだろう？

　見ず知らずの人間の死に、なぜかとても感傷的になっていた。

　どうしてだろう？

　その言葉だけが頭の中でリフレインする。

『あの学校に、入りたいな』

　──誰の声だ？

　脳裏に浮かぶ、知らない女性の声。

『ぼくは、どこでもいい』

　誰だ。

「あー！　ここにいた！」

　何かを思い出しそうだった瞬間に、その甲かん高だかい声で現実に引き戻された。

「ああ、木実も来たのか」

「来たのか、じゃないでしょ！　私もお参りするに決まってるじゃん。先に行かないでよ、菊ちゃん」

　後ろから現れた冬芽木実は怒ったように僕らを睨みつける。その手には、いつの間にか白い花で作られたブーケが握られていた。

「ほんと、大事なことは言わないよね、菊ちゃんて。四季お姉ちゃんに怒られるよ？」

「あはは、それは違いない」

　彼女はブーケを少女の墓に捧ささげる。

「さ、帰ろ。孝太郎くん」

「え、もう？」

　花を捧げただけで、彼女は僕に帰ろうと促した。

「うん、だってテーマパークに間に合わなくなっちゃうし」

　行く気だったのかよ!?　時刻はもう昼を回っている。とんだ遠回りである。

「彼氏を自慢したかっただけか。いい性格してるな木実は」

「えへへ～」

「だから、彼氏じゃないって……」

　抗議の声を上げても二人に響いている様子はない。思わず脱力する。

「四季お姉ちゃんには菊ちゃんがいるし、後は邪魔しないからゆっくり、ね」

「……ああ」

　木実の言葉に彼は、今日一番寂しそうな顔をして答えた。

「……今日は、他に誰を見舞ったんだ、木実？」

　彼のその質問には、少し冷たい棘とげがあったような──気がした。

「え？　広こう大だいくんと……めぐちゃんと……色々？」

「そうか、皆、元気になるといいな」

「……うん」

　天使が通り過ぎた。

　誰も喋しやべらない一瞬の沈黙を、病院から聞こえる鐘かねの音が打ち消す。

「次も、来てくれるかい？　春先くん」

「……えっ、僕、ですか？」

「ああ、また会いたい。僕の知らない木実の話を聞き損ねたからね。次は、学校の木実の様子を教えてくれ。写真とかもあったら、見たいな」

「……はあ、まあ」

　拒否しようかと思ったが、どうにもそんな気分になれなかった。僕もまたここに来たい。そんな思いがどうしても否定出来なかったからだ。

「それじゃあ、また」

　手を振り見送る彼を後にし、僕たちは丘を降りていく。

　きっとまた来る。それは夢に見なくても実現する、そんな予感がしていた。




「なんで連れて来たんだ？」

　この言葉を僕は彼女に言えなかった。

　テーマパークから駅まで歩く帰り道。彼女は終始とてもご機嫌だった。僕にはそれが不思議でならなかった。

　自分の過去なんて僕は他人に教えたくないし、言うほど大仰な過去も持ち合わせていない。幼少期の記憶も曖あい昧まいだ。きっとぼーっと過ごしていたんだと思う。彼女のような、生と死に挟まれた環境は特殊過ぎる。

　その反動が、今のこれ──か。

　そう思えば納得はいった。納得はいくが、だからどうした、とも思う。

　他人を試すように色々仕掛けて、楽しく刹那的に生きていく。少しそれは、横暴じゃないか？　とも思う。そしてそんな風に他人に自分を考察させること、晒さらすことにどんな意味があるのかと。

「恥ずかしい、だけじゃないか」

「何か言った？」

「……独り言」

　僕の気持ちを知ってか知らずか、彼女は笑顔を崩さない。

「面倒くさい女でしょう？」

　そんな笑顔のまま彼女は不意に質問を投げてきた。

「迷惑な女でしょう？」

　自覚はある、らしい。

「馬鹿にしてる、と思ってる」

　そうだ。

「ごめんね」

　謝る──のか。

「全部、やっておきたいから」

「全部？」

「うん、お姉ちゃんの代わりに」

　その言葉に息を呑のむ。

「お姉ちゃんが生きていた時、一緒に遊んだんだ。病院内で悪戯して。……ふさぎ込んでた私を励ますために、お姉ちゃんが考えて」

　僕は、夕焼けを背にした彼女の姿から目を離せない。

「そして約束した、外に出たら、また一緒に遊ぼうって」

　お姉ちゃんは──、そこまで言って彼女は嗚咽おえつがこみ上げ、しかしそれを、歯を食いしばって耐えた。

　もしかして。

　僕は彼女との最初のデートを思い出す。

　彼女が僕と離れる気になった時の、言葉を。

『こんな下らないこと、誰に教わったんだ？』

　そうだ、だから彼女は──。

「お姉ちゃんは……私がいない時は、代わりを見つけて……って言ってた。あなたは、我慢しなくていいから、その人を私だと思って、ううん……私以上に好きな人を見つけて、一緒に過ごしてって……」

　だから──、探してたの。

「いつかお姉ちゃんは、世界中を旅したい、って言ってた」

　──私の将来の夢って、知ってる？　そうおどけた感じで彼女は僕に訊ねる。

「コメディアン？　それとも、普通にお嫁よめさんか？」

「あはは、それもいいけど、私はね」

　通訳さん、と、答えが返ってきた。

「翻訳家とかでもいいけど、沢山の言葉に触れたいの。私に、お姉ちゃんがしてくれたみたいに。だから、留学とかも考えてるんだけど」

「じゃあ、とっとと行ってくれたほうが僕は助かる」

「うん──そうだね」

　僕の嫌味に対し、もう、彼女の声は震えてはいなかった。

「お姉ちゃんがやりたかったこと。外に出てやりたかったこと。一緒に、過ごすこと。全部、全部代わりにしてあげたかった。でも──」

　それは、とても──。

「ずるい、ことだと思う……。私だけが、そんなこと許されていいのか、ずっと、ずっと疑問だったんだ。だから、全部終わらせようって……君を連れて行った、あそこに」

　ごめんね。と、再び彼女は僕に謝る。

「もう、いいよ」

　彼女は僕に背を向ける。

「もう、私に付き合わなくていい。今まで、ありがとう」

　何を──今更。

「ずるいのはもうおしまい。全部、全部教えたから、これで許してくれると、嬉しい」

　僕は──。

「もう大丈夫だって、お姉ちゃんに報告出来たから──そして君に会えて、未来は変えられるかもしれないって、わかったから……」

「──ふざけんな！」

　自分の声が余りにも大きくて、自分でも驚いた。

　周りの人間も驚いたかもしれないが、そんなこと、もうどうでもよかった。

　彼女は僕の張り上げた声に、背を向けたまま歩みを止めた。

「勝手に始めて、勝手に楽しんで、勝手に終わらせて……馬鹿じゃないの!?」

「……そう、だね」

「迷惑かけるなら、他人を巻き込むな！　最初から考えて、自分だけでやれ！」

「……うん」

「最初から……放っておいて欲しかった。知りたくなんてなかった。一緒になんて、いたく、なかった」

　彼女は背を向けたまま、ここから逃げるように、駆け出し……。

「だけど！」

　止まれ。

「だけど!!」

　止まれ！

「僕は、冬芽木実をもっと知りたい！」

　止ま……った。

　足を止めた彼女が、こちらを振り返る。

　逆光で、彼女の表情はわからない。

「もう、遅いぞ」

　自分でも何を言っているのか。もう考えて喋っていない。ただ思いつくままに、感情をぶつけていた。

「僕の主義とか主張とか、好き嫌いとか、どうでもいい。ただもう、遅いんだ」

　僕は──。

　続く言葉を、僕は唾を飲み込み、一息に、彼女の影に向かって放つ。

「君と友達になりたい！」

　視界が白い。

　キーンと耳鳴りがして、顔が熱い。

「冬芽木実のことが……もっと、知りたい」

　そこまでが、僕の限界だった。

　気が付けば石になったかのように固まり、膝をついて、地面を見つめ続けている。

　そんな僕の呪じゆ縛ばくを解いたのは、彼女の「ぷ」という笑い声だった。

「木実、でいいよ？」

　いつもの、おどけたような口調がそこにあった。

「……へぁ？」

　緊張が解けたのか、鼻から抜けるような変な声が出た。

「……友達になるなら、下の名前で、ね」

　そう言うと彼女は僕の目の前で膝をつき、右手を差し出した。僕は、おずおずとその手を握り返した。

「汗だく～」

「ご、ごめ……」

　手を放そうとしたが、強く、握り返される。

「いいの、ちょっと嬉しかったから」

　近づいて来たことで、ようやく彼女の表情がわかった。

「どうしたの？」

「あ……いや」

　見み惚とれていた、とは言えなかった。

　それは今までで、一番素敵な笑顔だったから。





　　　　※






　世界が変わる。

　彼に出会ってから、世界が変わる。

　私の変わらない世界が変わる。

　今までどうしても変えられなかった結末が変わっていく。

　きっとみんなはわからない世界。

　私だけの閉じた世界。

　それを変えられるのはきっと──。




　──ザザッ──




　──『また』誰かの気配がする。

　たまに、私の世界に入って来る別の匂におい。

　私が無くなる、匂い。

　まだそれは小さい──でも、それは私を少しずつ蝕むしばんでいく。

　この匂いを嗅かいだ後の私は運命の奴ど隷れい。

　私の意志は無く、私の未さ来きを決めていく、何かの。

　自分が消える。

　そう、起きたら消えゆく、夢のように。
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「おねえちゃん！」

　中庭で佇たたずむ少女にもう一人の小さな女の子が駆け寄る。

　少し前まで死に掛けていたとは思えないほど、潑剌とした様子で少女は跳ねる。

「よかった。元気になって」

「うん！」

　本当に嬉しそうに、お互いが笑いあう。

「ねえ、おねえちゃん。おねえちゃんがたすけてくれたんだよね？」

「え、う～ん」

　唐突な女の子の物言いに少女は口を噤つぐむ。

「だって、おねえちゃんのこえがきこえたもん。しゅじゅつしつ、のなかで」

「……私だけ、じゃないわ」

「……どういう、こと？」

「あなたの元気な姿を願ったのは、私だけじゃないってこと。夢の中で出会った、素敵な男の子と一緒に」

「ふうん？」

　よくわからない、という風に女の子は首を傾かしげる。

「そのこに、あえる？」

「……会えるわ」

　──生きていれば、いえ。

「夢の中でだけでも」





　　　　※






　楽しい。

　世界が変わるのは一瞬だ。

　どうでも良いものが、とても大事なものへと変わる。

　路傍の石が、ダイヤモンドへと変わるように。

　僕にとっての彼女は──『あいつ』から『木実』へと変化した。

　たったそれだけのこと。

　でも、それ以上のこと。

　僕はもう見慣れた憂ゆう鬱うつな予知夢ですら、楽しむ心の余裕が生まれていた。

　何回目のデートだろうか？　彼女との待ち合わせに出かける足取りは軽い。

　デート、と表現することにもまったく抵抗が無くなっている。人間、変われば変わるものだと思う、自分のことながら。

　昨日は再びあの病院を訪れた。

　清和さんは僕らを歓迎し、その後僕らの様子を詳しく聞いてきた。

「ただの友人です」と答えておいたが、僕にしては大した進歩だと思う。

　今日は三連休の三日目。再び彼女と出かける約束をしていて、僕は足早に待ち合わせの駅に向かっている。

「さあて、今日はどんなことを仕掛けてくるやら……」

　きっと、浮かれていたのだと思う。

「え？」

　そんな気持ちだったから、僕は、事故に遭ったのだ。





　　　　◆






「やっべー……」

　自宅の洗面所で、大量の寝汗をかいた顔を洗う。

「右手が変な方向に曲がってたぞ……てかすっげー痛かった……」

　夢でよかった。心底、そう思う。

　駅、彼女の目の前で僕は信号無視してきた車に綺麗に撥はねられ宙を舞った。

　こういう瞬と間きはすべてがスローモーションに見えると聞くが、本当にそうだった。駆け寄る彼女の必死な顔に、僕がサムズアップで応えようとした時に、右手があらぬ方向へ曲がっていたのを認めたら、そこで大激痛が襲ってきた。

　そのまま気を失ったら朝だった。

　つまり夢はそこで醒めたのだ。あの後おそらく病院に運ばれ、意識がないままその日を過ごしたに違いない。もしかしたら死んでいたのかも──。

　その可能性を考え背筋が凍る。

「安全第一、家内安全、注意一秒、怪け我が一生……」

　念仏のように言葉を唱えながら、僕は予定より早めに、注意深く家を出た。

　暫しばらくして、僕は駅前に着く。

　駅にはもう彼女が着いていて、こちらに気が付いたのか手を振って来る。

　しかし、様子が妙だった。少し、落ち着きがないような、そして、遠くから何かを叫んでいる。

　僕はもう一度車の様子を窺うかがう。

　どれだったろう？　撥ねられた車がどれだったか、記憶が曖昧だった。思い出せない。こういうことは珍しい。僕は夢の中のことは大抵記憶している。それなのに、どの車に撥ねられたのかが思い出せない。

　撥ねられた時の記憶の混濁か、それとも──。

　何かおかしい気がしていた。そこだけぼかして、靄もやがかかったような感覚。誰かに、意図的に隠されたような……。

　よし。

　意を決し、大丈夫だと思うタイミングで僕は信号を渡る。しかし──。

　キキキキキキキキキキキキッ──。

　暴走する車が、トラックの陰から現れる。

　その瞬間僕は、思いっきり、跳んだ。




「大丈夫～!?」

「あ～、うん」

　現場検証と軽い事情聴取、デート前から僕らは予定変更を余儀なくされていた。

　暴走自動車は幸い誰にもぶつかることはなく、そのまま逃げてしまった。まあ、怪我が無かっただけよしとしよう。

「予定より遅れたけど、中止する？」

　僕は時計を見て、心配そうな様子の彼女にそう提案すると……。

「ううん、行こ！」

　元の元気な彼女がそこにいた。僕は胸を撫でおろして、彼女の手を取った。




　おかしい。

　そう、これはまさに、異常事態だった。

「今日は、止やめとこう？」

　その提案が彼女からなされたのは、事故のあったデートから数えて四回目の週末の朝だった。

「……」

　電話口で僕はその提案に答えられないでいた。

　毎回あれほど楽しみにしていたデート、それすら彼女は諦あきらめようとしていた。

　彼女が僕を嫌いになったとか、飽きたとか、そういう理由だったらよかった。いや、いいわけはないのだが、この『異常事態』よりは随分とマシ、というものである。

　そう、デートの度、毎回と言っていいほど、僕らは何か事件や事故に巻き込まれていたのだから。

「……いや、行こう」

　彼女の曇った顔を想像して僕はそう切り出した。

「でも……」

「大丈夫だって。指名手配中の殺人鬼と鉢合わせてみたり、行った先の施設でガス爆発が起きたり、建設中の建物が倒壊してきたりとか、そうそうある確率じゃないから」

　そうそう起きない、はずなのだ。

　それが先週までに現実で起きた出来事だったことには目を瞑つむって僕は慰めにもならないことを言う。

　一度なら偶然で僕も済ますところだが、事故や災難は一度きりではなかった。

　すべてのデートにおいて、何かしらのトラブルに僕らは見舞われていたのだから。

　しかし今回は違う。今日は何も起こらない、はずなのだ。

　何事もなくデートは終わり、僕と彼女は別れる。そのはずなのだ。

「予定は変えないよ、大丈夫だよ、きっと」

「……うん」

　僕は、自分の予知夢の能力をこの時ほど有難い、と思ったことはない。

　しかし、それと同時にとても不幸なことかもしれないとも思っている。

　知らなければきっと──。

　考えてもしょうがない。僕は出かける準備を始める。

　何もない──そう、何もないはずなのだ。そう、自分に言い聞かせて。




「たのしー！」

　よかった、いつもの彼女だった。ただ一点を除いては。

　彼女は笑顔で僕とデートを楽しんでいる。もう午後になり日も落ち始めたが何事も起きてはいない。遠出したテーマパーク内で、僕らは普通のカップルのように遊んでいる。出会うなり彼女は「今日は悪戯なし！」と宣言して来たのだ。それは僕の方も事前に承知していたことで、異論はなかった。

　なんとなく気持ちはわからなくもない。いつも彼女が何か仕掛けていても当然のように別のトラブルで邪魔が入っていたのだ。純粋に楽しむ今回のようなデートがあってもいいかもしれない。

　しかし、そんなものがなくても当然のように僕は振り回されている。物理的な意味で。

「おえ～……」

「次あれ乗ろう！」

「ギブギブ、ちょっと待って……」

　回転する大きなコーヒーカップの乗り物に乗ったのは良いが、彼女が思い切りそれを廻まわし過ぎたために既に僕はグロッキーだった。

「えーだらしないの～」

「慢まん性せい的てきインドア派を舐なめて貰っては困る（ドヤ）」

　悪戯なしとは一体。いや、確かに悪戯はされていないが、単に遊びのふり幅が大きくなっただけのような……。

　体力を使う系のアトラクションにも大量に付き合わされており、僕の身体はもう限界だった。

「仕方ないなあ。じゃあ奢おごってくれるなら休んでもいいよ？」

　彼女の提案でパフェを奢ることになりつつも僕は代わりにフードコートのベンチに座る権利を得た。いや、単に体よく利用されているだけだが。

　当然この事態は把は握あく済みであるのだが、僕は未来を変えずにいた。彼女の笑顔を、出来るだけ崩したくなかったからだ。

「何度見ても──」

「ん？　何か言った？」

「ああ、いや……何でもない」

　どう──思ってるんだろう。

　いや、とっくに気がついてはいるのだ、自分でも。

　僕は彼女が好きだ。

　ただ、確信が持てない。

　彼女に対する好意が、友人としての親愛なのか、単なる熱病なのか、それともこれが、あ──。

　いやいや、この年でそんな高尚なことがわかるはずもない。思春期特有の性衝動、とでもとらえた方が幾分納得出来るというものだ。

　まあ、分類はどうあれ彼女のことが好きである、ということに変わりはない。ただ、好きな気持ちを他人に対して自覚することが今までなかったから戸惑っているだけである。

　気が付けば彼女は僕を見つめていた。

　この後に起きることを想像し、僕の胸は高鳴る。彼女は僕にあることをして、去っていく。

　君は、どんな気持ちでそうしたのか？　その答えが欲しくて、僕はこんなことを考えてしまっている。

「何？」

　彼女は笑顔を崩さぬまま瞳ひとみを逸そらさないで口を開いた。

「いつまで、続くんだろうね」

「……これが？」

「……うん、君との、デートが」

「それは……」

　いつまででも──。

「君が──」

　望むなら。

　しかし、彼女のどこか寂しそうなその笑顔が、僕の言葉を塞せき止とめる。

　もしかして……望んでいない、のか？

「今日は、楽しかった」

「──なあ」

　彼女はすっと席を立つ。

「君といて、楽しかった」

　何か、変だ。

「ありがと」

　そう言って彼女は僕に近づき、頰ほおにキスをした。

　彼女は逃げ出すように、僕の前から去っていく。

　僕の胸は早鐘のように鳴り続けている。二度目のキスの衝撃と──初めて心の奥底から湧わき出でる、不安。

　どうして──彼女は言わなかった？　どうして最初に気が付かなかった？　いつも言っていたあの一言を。

「またね」と。




　僕は後悔していた。すぐに、彼女の後を追わなかったことを。

　キスの余よ韻いんが抜けきらなかった？　いや、事態を整理することに思考が追い付かなかった？

　どちらにしろ、盛大なミスだ。

　僕は一足先に帰ったはずの彼女の姿を追いかける。

　僕が夢で見たのは、キスをされるところまでだった。ここから先のことは知らない。

　そう、僕の身には何も起こらなかった。だからこそ、安心していた。

　だけど、彼女はどうなんだ？

　彼女に何も起こらないなんて、どうして言い切れる？

　帰り道、僕の知らない未来で。

　そしてもう一つの疑問も首をもたげてくる。まさか──。

　大通りに出る。駅前に行くにはここを必ず通るはずだ。

　──いた。

　見慣れた装いの彼女の姿を遠く歩道橋上に認める。

　フラフラと、力なく歩いているその姿にすぐに違和感を覚える。

　──急げ。

　本能が自分の足を突き動かす。自分でも驚くほどの速さで走れて、どこにこれほどの体力が残っていたのか不思議だった。

「木実！」

「──！」

　突然、夢から醒めたように彼女は振り返る。歩道橋の上で、僕らは対たい峙じしていた。

　彼女はなぜか、僕から後ずさる。

「来ちゃだめ！」

「……どうして？」

　強い、強い否定。その表情からも声色からも、物凄い怯おびえが見て取れる。

「……何が、あった？」

「来ないで！　駄目なの、君は！」

　その様子は僕に一つの確信を抱かせるに十分だった。

「木実」

　僕は近づく。

　今にも逃げ出そうと後ずさる彼女を止めるには、最も早はや猶ゆう予よはない。

「見えている──ね？」

「──」

　ピタリ、と彼女の足が止まる。こわばった表情のまま、彼女は僕の顔を見つめている。

「同じだよ。僕も、未来が見えるから」




「なあんだ」

　歩道橋の上で僕らは暫しばし、笑いあう。

　先ほどまでの剣けん呑のんな雰囲気はない。多少だが、空気は和らいでいた。

　種が割れてしまえばどうということもない。お互い、実は予知夢で先の未来を視みることが出来る、能力者同士だったのだ。

　お互いが夢の中で対策しあい、会った時に備えていたものだから簡単に勝つことが出来なかったのだ。夢の中のいたちごっこ。想像だが、先に夢に入ったほうが不利なのだと思う。それを次に夢を視る人間が対策出来るからだ。

「君が強いからびっくりしちゃった。大抵の悪戯は簡単に成功するのに。だからもうこっちはびっくりだよ。絶対、この子と仲良くなりたいって思ったもん。楽しくって、仕方なかったから」

　彼女に必死にロックオンされていた出会った当初のことを思い出す。

「ごめんね。こんな落ちで」

　がっかりした？　と尋ねてみるが、彼女は首を横に振る。

「ううん。まあ興味を持ったのはそのせいだけど、今はもうどうでもいいかな」

　そう言って彼女ははにかむ。

「同じような能力がある男の子に出会うなんてきっと経験出来ないし。それはそれで、もう運命みたいなものかもしれないし？」

「他にもいるかもしれないから、運命は安売りしないほうがいいぞ？」

「えー？」

　いつもの軽口。少しの安あん堵ど。だが、本題が残っていた。

「で、何を見た？」

　彼女の表情が一瞬で真顔に戻る。

「隠さなくていい。言ってくれ」

　一呼吸ほどの、間。

「多分……死ぬ」

　表情のないまま彼女は告白する。

「最後の、お別れのつもりだったのか？」

「……うん」

「それは、デートしなけりゃ良かった……んだよな？」

「ううん、無理」

「無理？」

　デートそのものを取りやめれば運命は変わるはずだ。無理に僕が連れ出してしまったから、彼女を危険に晒さらしたのではないかと危き惧ぐしたのだが……。

「無理じゃない……とは思うけど、無理」

「わからないな、はっきり言ってくれないか？」

「駄目なの。最近、一人でいると、どうしても行動を自分でその……決められないというか」

「夢遊病、みたいな？」

「そう……なのかな？」

　先ほどのフラフラと歩いていた彼女の様子を見てそう感じた。

　夢のほうに、現実が操られているような、そんな印象を受けたのだ。何か彼女自身に、異常が起きているのかもしれない。

「でも、夢で見てるなら大抵のことは変えれるだろう？」

「……今までも夢で見たことは大体その通りになったんだ。でも、それを変えたくて色々試してたりしたことはあるの。でも……」

「結果が、変わらなかった？」

「うん。悪戯もバリエーションを持たせて色々やってみたけど、結果は一緒。仲良くなれる人は仲良くなれるし、駄目な人は何をしても駄目。やることを大きく変えても、後日になぜか帳尻があっちゃう」

　未来からやって来た青い狸たぬきのでるアニメでも似たようなことを言っていた気がする。途中経過が違っても、行きつく先の未来は同じだと。経路を変えても、やることを変えても、訪れる未来に変化はないのだと。

「……いつ頃からなんだ？　その……見始めたのは？」

「病院にいた頃……だったかな。たぶん」

　寂しそうな、困ったような、遠くを見つめる彼女の瞳には、空虚感が漂う。

「同じ子が死ぬの」

　ぽつん、と呟つぶやいたその言葉は、声の小ささに反比例して、ズシン、と僕の心に圧し掛かる。

「友達が、夢の中と翌日で、二回死ぬの」

「ああ……」

　変えたいって、思ったの──。

　その言葉を最後に、彼女は俯き、涙ぐむ。

　それでも、現実は変えられなかったのだろう。何の力も持たない幼い子供には、残酷な話だ。

「でも、諦めたくなかった。だから、具合の悪くなる子の夢を視たら、起きたら最初にその子に会いに行って笑わせてあげるの。お姉ちゃんに教えて貰った、色んなことで」

　その習慣はそのまま、退院後の彼女も形成したのだ。

　他人とのコミュニケーション手段の一環に、悪戯が組み込まれた経緯を垣かい間ま見みた気がした。

「……変えられないんだ、私には」

　絶望的な響きが彼女の声に含まれる。つられ、僕も彼女の絶望に足を引っ張られそうになっている。何とかその淵から彼女を救いたいと、僕は願う。

　他人に対して諦めていた僕が、自分自身を諦めないようにと説得しようとしている。とんだ、茶番だ。だけど……。

　この時、一つの疑問が浮かんだ。そう、彼女の言い分では説明出来ない齟そ齬ごがあることに気が付いたのだ。

「結果が変わらないってどの程度なんだ？　僕とのテスト勝負では点数を予想より取れたんじゃないのか？　どこまでが変えられて、どこまでが変えられないんだ？」

　これは今後の方針に関かかわる問題だった。正確に彼女の能力の範囲を把握しなければならない。テストぐらいはどうとでもなるのか？　それとも致命的な結果だけが変えられないのか？

「……」

　彼女は語らない。黙りこくって俯いたままだ。

「言ってくれ。木実」

「やったことないの、今まではそんなこと」

　意外な言葉だった。

「試してみたの。今回だけ。私だって、テストは自分の力で頑張りたいし」

　心外だという風に彼女は口を曲げる。

「今まで私が変えようとしたのは全部人間関係だけ。他の事は神様に誓って変えようとなんかしたことないから。自分の力で出来ることは頑張らないと、お姉ちゃんに笑われちゃう」

「じゃあ……何で僕の時だけ……」

　そんな主義主張を曲げるようなことをしたのだろうか？

　僕の疑問に答えるかのように、彼女の口が開いた。

「孝太郎くんと、一緒の時だけ……」

　彼女の瞳には涙が溢あふれんばかりに溜たまっていた。

「貴方あなたと一緒の時だけ、結果が変わるの。最初に会った時から、悪戯を仕掛けた時から、貴方となら……何をしてても違う結果ばかり。すっごく、すっごく楽しかったの。だから、試してみたくなった。運命かもって、思った。だから、だから……」

　──なくしたくない。




「なんだ」

「……なんだとは何よ！　こっちは、必死に考えて……」

「変えられない運命ならどうしようかと思ったけど、僕がいれば変えられるなら問題ないじゃないか」

　僕は彼女の告白を聞いて多少落ち着きを取り戻していた。

　どうやら僕という存在が、彼女の特異点らしい。

「理論的にはわからないけど、僕が居れば君の生活には変化が生まれる。なら、君の運命も僕が居れば変えられる、だろう？」

　理屈の上では、と付け加えると、彼女はきょとんとした顔をする。

　そうだ、変なのだ。

　彼女と僕のやり取りは、お互いの運命を大きく変えている。

　彼女側で弄いじれなかったことも、僕の手が加われば変えることが出来ていたはずだ。

「……危なくない？」

　──危ないだろうね。とは彼女の心配そうな顔を見ていると言い出せなかった。

　最近のデート時のトラブルの数々は、おそらく僕がいなければ大だい惨さん事じクラスのものが混じっている。あれは僕に起きた異常ではなく、彼女の夢の影響なのだ。それを僕が強引に何とかしているに過ぎず、一歩間違えば死のリスクも付きまとうだろう。でも──。

「やっぱり──孝太郎くんは……」

「いいよ。僕だって、君がいないと──困る」

　精一杯の強がり。でも、本当のこと。

「意味がない」

　今にも逃げ出しそうな彼女の震える手を取る。

「木実がいないと、意味がない」

　僕が現実にいる意味が。

　他人と関わる意味が。

「助けたい」

　確実なことは言えない。これは、僕の希望だから。

　空虚なのは彼女自身でも何でもなかった。僕が空っぽだっただけなのだ。

　彼女との日々が、僕の中身を埋めていってくれたのだ。

　僕が満たされた分、彼女が空っぽになっていいはずがない。

　僕は彼女に──笑っていて欲しい。

　もっと伝わる言葉が欲しい。まだ伝えたい言葉があるはずだ。

　それで彼女が満たせるなら、僕は喜んでその言葉を捧げたい。今は──どちらも苦手だけれど。

　陽が落ちる。僕らを照らすのは、車や街路のランプだけだった。歩道橋の上を冷たい風が吹き抜けていく。

　もうすぐ、夏が終わる。

「前に──」

　僕が寝込んでいた時にした彼女の質問。僕が、はぐらかしたその質問。

「僕が見たい夢。普通の夢が見れたら何を見たいかって聞いたよね？」

　僕らが絶対に見られない夢。意味のない質問。だけど、今ならきっと、僕らは分かり合えるはずだ。

「春の日に、冬の夢を見たい」

　君と過ごす普通の日々を。

「夏の日に、秋の風を感じたい」

　絶対にありえない体験を。

「君には冬の日に、春の夢を見て欲しい」

　彼女は目を伏せて、暫くして口元が綻ほころんだ。

「詩人にでもなりたいの、君は？」

「……文部科学大臣賞くらいは取れると思うぞ？」

　口元から微笑みが消え、確認するように彼女は僕の目を見み据すえた。

「……いいの？」

　その彼女の瞳には、絶望の中に灯ともる、少しの希望が満たされていた。

　僕はそれが、何よりも嬉しかった。大きく、頭を振る。

「いい」

「……ありがとう」

　そのまま彼女は泣き崩れた。

　その言葉が謝罪でなく感謝であったことに、僕は心底安堵していた。





　　　　◆






　帰宅後の自室。机の上に広げた一冊のノート。

　それにペンを走らせ、埋めていく。

　書く内容は彼女と僕の能力についてだ。

　謎が多い夢の能力に、一定の法則を見つける。これはその為の第一歩である。

　どうやら話をまとめていくと、僕らの力は微妙に違う。

　共通していることは『明日の夢を視る』こと。

　共通していないことは、どうやら僕は『夢で視た結末を変更できる』らしい（実際に彼女の視点で観察していないため推測でしかないが）ことだ。

　ゲームの選択肢を作るようなものか。

　ここだけ見ると完全に僕の能力のほうが上位互換に見える。

　彼女の方が不便だし、面倒だ。結末が変えられないなら彼女の力は僕より下という判断にならざるを得ない。

　……しかし、本当にそうだろうか？

　能力に強弱がある。その前提がそもそも間違っていないだろうか？

　わからない。

　現時点で判断するには情報が少なすぎた。

　もう少し、考えてみることにする。

　きっと何か、見落としがある気がしてならなかった。












「ようこそ、御み子こヶが丘おか総合病院へ」

　自分に向けて差し出される少女の白い手をその少年は一瞬見つめて、横を向いた。

「恥ずかしいの？」

「……じゃま」

　少女よりも幼い身体からだをベッドに固定された少年が自由に動かせるのは、差し出された手の傍そばにある右手だけだった。

　彼は一か月前に交通事故に遭あい、生死の境を彷徨さまよったあげく、ようやく最近目を覚ました。

「ここにいるだけじゃ退屈でしょ？　お話でも読んであげようか？」

　少年は彼女を無視するように目を瞑つむる。

「じゃあ勝手に読むね？　つまらなかったら言って？」

　少女は横の椅い子すに座り、勝手にだるまの描かれた絵本を取り出し読み聞かせる。

「うるさい」

　少年はもっとはっきりとした拒絶を口にする。

「じゃあ、お歌にする？　それとも……」

　もう少年は答えない。

　少女は優しく微笑ほほえみ、席を立つ。

「帰るね。『今日は』話してくれてありがとう」

　少年は怪け訝げんな顔をする。少女とは初対面のはずだ。

　次の日も、そのまた次の日も彼女は病室にやって来た。

　手を変え、品を変え、彼女は少年を楽しませようとする。

　しかし、少年は彼女を無視し続ける。頑かたくなに、閉じこもるように。次にそんな少年に口を開かせたのは、彼女の不意な問いかけだった。

「今日も来ないね」

　それが、自分の両親を指していることに少年はすぐに気付いた。

「……かんけいない」

「ううん、気を悪くしたならごめんね。でも、来て欲しくないの？」

「……べつに、どっちでも」

　両親の顔を思い浮かべる。二人は自分のことでよく喧けん嘩かしていた。きっと、自分のことが嫌いなのだと少年は思っている。僕がいなくなっても問題はないだろう、と。

「心配しない親なんていない」

　その科白せりふに間をおいて、彼女は続ける

「な～んて月並みなこと言うつもりはないわ。そういう親も、いると思う。私の両親はそうだったから」

　その時、初めて少年は少女の顔をまともに見た。

　すべてを悟ったような、達観した瞳ひとみに、少年は圧倒される。

「でも、君のご両親は違うと思う」

　安心させるかのように、彼女は優しい口調で語り掛ける。

「怖いだけ。あなたを失うかもしれなかったこと。傷ついてしまったこと。それが、自分たちのせいかもしれないと思うこと。──傷ついたあなたを見続けること。だから、ここに来れないの」

「──なんで」

　そんなことを言い切れるのか？　しかし、そう思っても少年は彼女の言葉に言い返せない。

「知ってるから」

　少女は言い切る。

「あなたが、愛されていることを」

　もうすぐ──。

　そう言い掛けて、彼女は席を外した。

「もう少し元気になったら、もう少し私を信用できるようになったら、一緒に遊びましょう？」

　その時、彼女と入れ替わりで二つの影が病室に入って来るのが少年の瞳に見えた。

　彼の両親が、そこに立っていた。




「どうして、わかったの？」

　少年は後日、晴れた日の午後、中庭にいる少女に声を掛ける。

　まだ車いすであり、近くには看護師が待機していたが、少年は少女との会話を聞かれたくなかったため、少し離れて貰もらった。

「どう？　少しはご両親と仲良く出来た？」

「……うざいだけ」

　泣きはらした両親の謝罪の言葉と贖しよく罪ざいの請いなど少年に取ってはどうでもよかった。

　しかし、少しだけ自分の心が軽くなったような気がしたのは事実でもあった。

「……まあ、めんどうくさくはなくなった、かも」

「ふふん、可か愛わいげがないですこと」

　おほほ、とからかうように笑う少女の顔は年相応で、病室で垣かい間ま見みた大人らしさとは無縁なものだった。

「そんなに、他人が苦手？」

「……うん」

「まあ、しょうがないよね。そういう子もいっぱい見てきたよ。ここにいると」

「……そうなの？」

「うん。それが持って生まれたものなのか、こういうところにいるからなのか、そこはわからないけどね」

「……」

　どう答えたらいいか、幼い少年は思いつかなかった。

　その時、少年の手に、白い花が握られていることに少女は気が付く。

「それ……」

　少年は無言でその花を彼女に差し出す。

「……くれるの？」

　どういう気持ちで少年が少女に花をくれたのかは分からない。しかし彼女はそれを少年の感謝だと受け取る。

「べつに、たんに、へやにあってじゃまだったから」

「……ふふ、ありがとう」

　微笑む少女は、じゃあ代わりに、と空を摑つかむように両の手を広げる。

「四し季き」

「え？」

「四つの季節と書いて四季、それが私の名前。これからも宜よろしくね」

　これは、四季の、そしてもう一人の季節──秋の、菊きく月づきの物語。




「なあ四季」

「どうしたの、清きよ和かずくん？」

　いつもの木陰にその白い少女は本を片手に座っている。

　赤あか羽ばね四季、難病でこの小児病棟にやって来た、彼の同期である。

「またナンパしてたのか？」

「ふふ、妬やいてるの？」

　先ほど顔を真っ赤にして木陰から去っていく幼い少年を彼は見ていた。

「馬鹿、妬くか。どうやって毎回誑たぶらかしているのか興味があるだけだ」

　清和はいつも不思議に思っていた。赤羽四季は一癖も二癖もある入院患者とすぐに打ち解けてしまう。まるでどういう反応が返って来るか、知っているみたいに。

「内緒」

　ピンク色の小さな唇くちびるに指を当て、少女はお道ど化ける。

　彼は「またそれか」とため息をつくが、その仕草が可愛らしいとは素直に口に出せないでいる。

「──いつか」

「……？」

「いつか、私が天国に逝いく時に、教えてあげる」

「──四季」

　咎とがめるつもりではなく、単に清和は彼女を慰なぐさめるつもりで声を掛けた。

「いいの、私は他人の倍は濃い人生を送ってるんだから。少しくらい身体が若いうちに死んでも変わらないわ」

　病気をプラスに捉とらえた発言だと清和は認識する。そう遠くない未来に、それが勘違いだと彼は気が付くことになるのだが。





　　　　◆






　目を覚ますと周りはもう騒がしい。

　同じ白い天井なのに、個室からベッドの並んだ大部屋に移っただけで別のものに見えるから不思議だ。

　自分の病気は完治する。四季は、間に合わなかった。

　僕だけがこの世界に取り残されている。

　彼女が、逝ってしまったから。

　それでも僕は生きなければならない。それが、彼女との約束だから。




「今日もお出かけですか？」

「ええ、もう大分調子がいいので」

「無理はしないで下さいね。何かあったらすぐに連絡を」

　外出許可を得て僕は町に出る。

　既に健康体に近いのだが、退院後の受け入れ先がまだ決まっていないのと、まだいくつか残っている検査結果待ちとで僕はまだ御子ヶ丘総合病院にいる。

　それでも身体は健康だし、色々やらなければいけないことも多い。

　僕は外に出て、彼女の好きだったこの町を見て回る。

　四季の愛した、この町を。




　キャンバスに筆を走らせる。

　いくつも、この町の風景を描く。

　写真を撮る。他人と会う。目に総すべてを焼き付ける。

　いつか失われる日の為ために一つも見逃してなるものか、そう思いながら。

「上手～」

　公園の池で絵を描いている横を少女が通り過ぎそう呟つぶやく。

　去っていくその後ろ姿に、僕は四季を思い出す。

　そういえば、彼女も僕の絵を最初に見た時にそんなことを言っていた。

　四季は、へたくそだったな。

　四季の描いた絵を思い出す。彼女の下手な絵を馬鹿にしたら「代わりに描いてみろ」と言われたのだ。

　絵は得意だった。画像記憶力、そしてそれを正確にトレースするだけの技術と才能が自分には備わっていた。

「ねえ？」

「え!?」

　気が付けば先ほどの少女が戻ってきて声を掛けて来た。驚く。

「な、何だい？」

「それ、だあれ？」

　少女が絵の指さしたところには、いないはずの人物が描かれている。

「……僕の、好きな女の子だよ」

「え～彼女？」

「……そうだねえ」

　否定も肯定もしない。曖あい昧まいな返事。彼女、と呼べるような簡単な関係だと言うには抵抗がある。彼女とは『命』で繋つながれた、もっと大事な何かだと、彼は思っていた。しかし、目の前の少女にそれが理解出来るとはとても思えない。言っても、意味がない。

「夢に見る、女の子だよ」

　噓うそだ。自分は見られない。

　彼女の生きている未来を、もう。

　後悔と自責、そして、燃え尽くすような、黒い、昏くらい何かが自分の中に溜たまっていく。

　早く──。

　速く──。

　はやく──。

　これを、解放しないと、もう。





　　　　◆






「やあ、孝こう太た郎ろうくん」

　珍しいことに今日は木実このみはいない。春はる先さき孝太郎、彼女のボーイフレンドだけが僕のところにやって来ていた。

「それで、何でここに？」

　土曜日の昼、僕は御子ヶ丘総合病院内のカフェで彼と面会していた。

「結局、相談できるほど親しくできる人間関係なんて、僕にはないって気が付いたので」

「あはは、じゃあ僕は友達として認めてくれるのかな？」

「いや、まあ、相談相手としては適切かと」

　意図は分からないが信用はされているらしい。これは僕にとっては好都合ではある。

「きっと、木実の為に何かできるとしたら、僕以外はあなたしかいないので」

「……感謝を言うべきか、それとも自分の恋路に僕を利用しに来たのかと皮肉を言うべきか……」

「……どっちでもいいです。あの、いいですか？」

「ああ、どうぞ。木実のことかい？」

「ええ、実は……」

　彼の話は要領をあまり得なかった。分かったことと言えば……。

「んーつまり、将来に悩んでいる感じなのかな、木実は？」

「はあ、まあかいつまんで言うと……」

「まあ、僕らと違って彼女は自由だし、好きなことが色々出来る分悩むことも多いのかな」

「あ、いやそういうわけじゃ……」

「ああ、これは別に嫌味じゃないよ。単に、羨うらやましいだけさ。それももうすぐ、終わるけど」

　彼の顔が『終わる』という部分に反応する。

「ああ、勘違いしないでいいよ。死ぬんじゃなくて、治るのさ。もうすぐ退院だからね、僕も」

「それは……おめでとうございます」

「……本当は」

　僕はいつも身に付けているパスケース内の彼女の写真を取り出して確認する。

「──四季さん、ですか？」

「ああ、そうだよ」

　そう言って僕はポケットに写真を仕舞いなおす。

「本当は、一緒に病こ院こを出たかった」

　僕はこの白い建物の中を見渡す。

「ここでは何も出来なかった。大事な物を失い続けて、僕も感覚がマヒしてしまっていた。出ていけるって思っていなかったから、治療法が確立したと医者に聞かされた時は耳を疑ったよ。いいのかな、僕だけがって」

　──君には木実がいるのに。

「好きにさせればいい、彼女の。それが、君たちの責務だろう？」

「それは、僕じゃなきゃ駄目なこと──何でしょうか？」

　彼は自分の存在に疑問があるようだ。彼女の傍そばに本当に自分が必要なのか？　それに葛かつ藤とうしているように見えた。

「それは、僕が答えることじゃないな」

　そう、自分で悩めばいい。そこまで僕はお人よしじゃない。

「ただ、言えることは──必要とされる人間は、自然とそこにいるものさ」

　僕は、必要とされなかった。なのに──。

「今日はデートじゃないのかい？」

「え」

　不意の僕の意地悪な質問に彼の顔が赤くなる。

「はは、木実にラインで聞いているから」

　彼とのデートは木実に聞いてある程度把は握あくしている。僕が年長者として、四季のパートナーだったものとして、相談役や聞き手に徹しているから、彼女も僕を信頼している。

「今日は……予定があるとかで、二日くらい家族で出かけるそうです」

「ああ、そうなんだね。……だからか」

「え？」

「あ、いや何でもないよ。ごめんね、単に僕がここにいると出来ることが限られるから、彼女に君とのことを聞いてただけなんだ。ありがとう、木実のこと。僕からも感謝しておくよ。結婚式には呼んでくれるかい？」

「は、はは──」

　困ったような、戸惑ったような顔。いつから彼はこんなに表情が豊かになったのだろうか？　これもすべて──。

「ところで──」

「はい？」

「君は、本当に覚えていないのかな？」

　もう、忘れてしまったのだろうか？　僕らはあの時会っていたというのに。

　彼の瞳には困こん惑わくの色しか浮かばない。何も覚えていない。何も知らない。その様子が僕を激しく苛いらつかせる。

「──ならいいんだ、忘れてくれ」

　それ以降、僕は一言も口を利かず彼に手で帰るように促した。

　いけない。まだ、終わってはいないのだから。

　僕は自分の行いを反省しながら、次のことを考える。いつか来る、破滅の為に。




　今日は、嫌な日だった。

　思い出してしまったのだ。四季を失った日のことを。

　雨が降っていた。

　彼女の好きな晴れはもう一週間以上なく、彼女の求める太陽は遠く雲の向こうへと姿を隠している。

　彼女の姿も具合が悪くなった一週間前から見ていない。ずっと集中治療室にいて、出てこない。

　僕は自分が死ぬことは怖くなかった。

　でも、彼女の死が近づくことはどうしようもなく怖かった。

　彼女が僕の太陽なのだ。僕はその周りを廻めぐる惑星であり、彼女がいなければ輝けない。

　彼女がいなければ意味がない。僕の世界の中心は、彼女なのだ。

　会いたい。声が聴きたい。話したい。でも──。

　その願いは叶かなうことがないまま、彼女は無言で部屋から出て来た。

　何も出来ない。

　何も繋がれない。

　何も──何も──何も──！

　気が狂いそうだった。いや、実際に僕は気が狂ったのだ。

　狂ってもいい。狂わなければやっていられない。

　間違っているのは何だ？　彼女を失ったのは何な故ぜだ？

　答えのない問いに、しかし解答を与える存在がやって来るとは思わなかった。

　冬ふゆ芽め木実と春先孝太郎。

　二人の盗ぬす人つとが、僕の目の前に現れるまでは。




「夢を視みるの」

　病院の中庭の木の下で、四季にそう告白されたのは、彼女が死ぬ、一か月ほど前だったろうか。

「誰でも夢ぐらい見るじゃないか」

「違うの、見る、じゃなくて、視る、これから起きることを見通せちゃうの」

　意味が分からない──と言おうとして、彼女の普段の行動を思い出し、それが伏線のように頭の中で繋がっていく。明日死ぬ子に寄り添ったり、具合が悪くなる前の子を元気づけたり、そう、それはまるで──。

「私、明日起きることがわかるの」

　そう、今度はしっかりと告白された。僕はその意味を、ずっと考えることになった。彼女が死んだ、その後も。

「もうすぐ、私も死ぬと思う」

「縁起でもない話はよしてくれ」

　毎日とは言わないが、一か月もあれば誰かは死ぬ。そんな状況において、死という言葉は軽い。いや、軽くはないのだが、重く受け止められることがない。淡々と、僕らの中に積もり、処理されていくだけだ。

「検査の値が悪いの。それに、パパとママの反応から見ても、間違いないと思う」

　僕らは周囲の反応に敏感だ。長い入院が続くと、大人が何を考えているのか、言われなくても察することが出来るようになってしまう。

「なら、僕もすぐに後を追う。寂しいの、嫌いだろ？」

　死にたくない、などとは決して口に出さない。それが僕らのマナーだった。

　その言葉を口に出したら最後、病に目を付けられ、あっという間に引きずり込まれる。それは迷信ではなく、感覚として僕らの中に染みついていた。これは僕なりの、彼女の弱気に対するケアだったのだが……。

「怖い」

「……おい」

「死ぬの、怖いよ」

　大粒の涙が彼女の瞳から零こぼれ落ちる。

「やめろ！」

　僕は震えるその肩を、自分の震える手で抱き寄せることしか出来なかった。




　そこからは早かった。彼女は外に出られなくなったのだ。

　急激に体調が崩れ、チューブに繋がれ病室に閉じ込められる。

　ここは、檻おりだ。

　僕らを閉じ込め、死ぬまで隔かく離りする、死の箱庭。

　それでもこの箱庭には彼女がいた。

　赤羽四季、僕の大好きな女の子。

　それが、目の前で失われる。

　しかしその力は──失われずに拡散していた。

　一方は生前に、もう一方は死際に。そして最後の一つは、この僕に、だ。

　夢見の巫み女こ。

　そんな伝承は眉まゆ唾つばだったが、しかし僕はその存在を確信していた。いや、彼女こそがそうだった。

　赤羽四季という少女の存在がそれを肯定していたのだ。

　彼女が失われ、いや、失われゆく過程の中で力は拡散した。

　そして、彼女に近しい人物にすべて受け渡された。

　それは彼女の、意図したことではないのだろう。ただ、彼女がその者たちの幸せを願った、その結果ではあった。

　夢を視る。

　その意味に真に気付いているのは、現時点で僕だけだろう。




　木実に四季の力が宿っていると気が付いたのはかなり早い段階だった。

　そう、彼女の行動が四季をほぼトレースしていたからだ。

　明日体調を崩す前の子のお見舞いにやって来る。それも必ず。

　四季の告白を聞かなければ、彼女の真ま似ね事ごとをしているとしか思わなかったかもしれない。しかし、僕はもう、気付いている。

　四季の力の基本は明日の夢を視ることだ。

　明日、起きること、実現することが分かるらしい。

　僕はこれをオリジナルと呼んでいる。

　もう一つは、明日の夢の内容を改変することだ。

　夢を知っていれば変えられるだろう？　と多くの人間は思うかもしれないが、途中経過は変えられても、結末を変えるには至らない。死ぬ者は死ぬし、出会わない者は出会わない。運命には予あらかじめ決められたことがあって、どうあっても変えられないこともある。

　しかし、この力があれば、ある程度、運命に干渉出来るらしい。

　四季は途中まで、ある一定の時期まではこの能力を有していた。しかし、ある時を境に、その力を失ったと言っていた。

　その力は今──。

　ある男の顔が脳内に浮かぶ。あの、間抜け面の学生が。全すべてを忘れている、愚か者が。

　そして、僕には──。

　死ぬ前の、彼女と最後に会った記憶が蘇よみがえる。

　僕の胸に顔を埋うずめて言った、その言葉が能力を受け渡されたきっかけだった。




『夢を見せて』




　幸せな、夢を。

　貴方あなたと過ごす、幸せな夢を。

　最後に彼女が望んだ夢を。

　彼女の願いを、僕は受け継いだのだ。

　彼女の居なくなった、この世界で。

　僕は他人に夢を見せられる。

　望んだ夢を構築する。

　但ただし、それは万能じゃない。

　実現はしない。ただのおとぎ話だ。

　夢を見せると言っても多大な労力が必要だった。

　そう、作る側の想像力の欠如はそのままディテールに関わる。

　へぼい物を作ってもそれは張りぼてであり、何の力も持たない薄っぺらい夢なのだ。

　だから僕はこうして町を廻る。

　全ての物を目に焼き付ける。

　それが実現するだけの、説得力を持たせる。

　そうでないと、意味がないからだ。

　実験は随分前から、既に始めていた。

　どれだけの影響を与えられるのか？　そもそも効くのか？

　そう、僕は木実に夢を見させるようになった。

　明日の夢を見る人間に、夢を見させられる人間が力を使ったらどうなるのか？

　興味本位以上の、長く、永く溜まった澱おりのような悪意がその行為に僕を駆り立てた。

　あいつの、四季の視ていた未来を、お前のような奴に見せたくなかった。

　四季の真似事をして欲しくなかったからだ。

　しかし、一向に成功した様子はない。

　精度が低いからオリジナルを超えられないのか？

　僕の実験は、ゆっくりと、しかし確実に進められることになった。

　ある時、ようやく僕は彼女に少しだけ自分の夢の通りの行動を取らせることに成功した。

　小躍りしたい気分になったが、しかし僕は一つの疑問を抱くことになった。

　夢を操れるのはいい。しかし、空想的なものは一切見せられない。

　現実で起きる中にノイズを入れることしか出来ない。彼女の明日を視る力というのはもしかして……。

　そしてそれは、幾つかの実験の後に、確証を得ることになった。

　彼女の夢が、オリジナルなのだ。

　そう、木実は『明日の夢』しか見られないのだ。だからこそ、それに手を加える形でしか付け込めない。

　四季の視ていた予よ知ち夢む。四季の視ていた夢そのもの。それ以外の一切を視られず、そしてそれは確実に起きる未来。それに対応する形でしか僕は関われないのだ。

　そして、もう一つ分かったことがあった。

　僕が幾つか手を加えた部分は、確実に、そう、確実に実行された。

　つまり、彼女の夢は『実現する』のだ。

　現実に即した部分。現実で起きうる範囲。僕の想像力が及ぶなら、何ど処こまでも手を加えることが出来る。

　つまり、僕は彼女の神になったのだ。あいつが、現れるまでは。




「どうしたんだい、急に」

　今日は病院に木実が来ていた。

　家族旅行が終わった直後に僕に連絡が来て、彼女と顔を合わせることになったのだ。

　さっぱりとした顔をしているな、と思った。何かを諦あきらめたようだが、しかし、暗さは感じない。

　何い時つもと同じかと言えばそうだし、何時もと違うと言えばそう見えなくもない。『危険だな』と直感する。何か、悟ったか？

「最近、変なんだ」

「……変？」

　平静を装いながら答える。

「うん、最近、ちょっと夢遊病みたいな感じで、自分で自分の行動が怪しい時があるんだ」

「おいおい、穏やかじゃないな」

　穏やかでないのはこちらの内心もだ。

「病院で診みて貰うか？」

　無意味だとは知りつつ質問する。彼女は困ったような顔をして「それは大丈夫」と固辞する。

「平気。これは自分で何とかしないといけないことだから」

　お前にはどうにも出来ないことだがな。

「ねえ、菊ちゃん」

　真剣な顔で木実は僕に訊たずねる。

「何を？」

「明日のことが分かるって言ったら、信じてくれる？」

　いきなり話題の本丸に乗り込まれ顔を顰しかめてしまう。何を、話す気だ？

「……何の、話だ？」

「気付いていたでしょう？　というか、気付いてないとおかしいと思うんだ。四季お姉ちゃんのこと。一番近くで見ていた、菊ちゃんなら」

　四季──。予想外のタイミングで彼女の名を出され心臓が早はや鐘がねを打つ。

「四季お姉ちゃん、明日の夢を視ていたって知ってた？」

　知っている。いや、それはいい。問題はなぜ今この話題なのかだ。

「そう思える行動ばかりだったでしょう？　察しが良すぎて、先回りしていく。心当たりあるでしょう？」

　答えられない。いや、答えが分からない。

「……だとして、それが？」

　ついぶっきらぼうな口調になってしまう。

　彼女は僕の苛いら立だちに気が付いたのか、少し身を引く。

「……私も、分かるんだ」

　彼女は俯うつむき、ぽつぽつと語りだした。

「私のこの力は、四季お姉ちゃんから貰ったものだと思う。明日の夢が視れる。どうしてこんな力を貰ったのか分からないけど、そうして欲しいってお姉ちゃんが願ったからきっと貰ったんだと思ってた。だから私、一生懸命ここへ来てた。でも……」

　ポツ、と雫しずくが彼女の手に落ちる。

「私もう此こ処こへ来れない。ううん、もう、何ど処こへも行けない」

　そうだ。何処へも、逃がさない。

「私の大事な人が傷つくの。私の夢で、大事な人が危ない目に遭うの。私が、こんな夢を視るから」

「……考え、過ぎだよ」

　折れる。そうだ、折れてしまえ。

　夏から始めた本格的な、度重なる夢への僕の妨害工作は彼女の心に打撃をしっかりと与えていた。そのことに、僕は悦よろこびしか感じない。

　今はもう晩秋だ。案外、早かったか。

「ううん。しっかり……考えなきゃいけないことだったんだ」

　だから、と彼女は歯を食いしばってこちらを向く。

　その瞳には、僕の望まぬ光が確かに宿っていた。

「もう、来れなくなるから、これはお別れの挨あい拶さつ」

「え？」

　それじゃ、と言い残して彼女はいきなり席を立つ。

　何だ？　今の態度は……。

　急速な不安が僕の胸を包む。嫌な、予感がする。

　僕は計画を早めることにした。

　僕は急いで席を立つ。場所はこの近くに借りたボロアパート。そこが僕の、アトリエだった。

　暗く汚い畳の部屋に並べられた沢山のキャンバス。四季と、初めて会った時のことを僕は思い出す。

　小児病棟のロビーで必死にペンを走らせていた彼女の姿を。

「へたくそ」

　それが、僕が彼女に最初に言った言葉だった。

「じゃあ、かいてみて」

　そう言って彼女は僕に持っていた色鉛筆を差し出した。彼女はその時、家で飼っていた犬の絵を描いていたらしい。

「……なにかけばいいんだよ」

「じゃあ、わたし！」

　僕は彼女の笑顔に促されるようにペンを執とる。描きあがった絵を彼女に見せると、彼女は満面の笑みを見せた。

「いっかいめよりじょうずー！」

「はあ？　はじめてだろあったの」

　今考えれば、その言葉の意味はよくわかった。もう僕らは知り合う運命だったのだと。

　彼女と一緒になる夢を見る。決して叶わないその夢を僕は描く。

　町の様々な風景を、退院してから描き連ねた。もう僕は彼女よりも随分と町に詳しくなったと思う。

　様々な人と交流も持った。

　世界は美しい。そう、こうなれば。

　そこに描かれた風景は──燃えるような赤い、赤い空だった。

　さあ、始めようじゃないか。春先孝太郎君、そして、木実。君たちの夢の果てを。

　ここからは、君たちの物語なのだから。












　他人の運命を変えようなんておこがましいことだ、なんて最初に言ったのは誰だったろうか？

　僕はその言葉の意味も重さも、実際のところはわかっていなかったのだ。

　そんなことをすれば手痛いしっぺ返しが来る。そう、思っていたはずなのに。




「危ない！」

「あ!?」

　木実このみの腕を引っ張り、彼女にぶつかりそうだった自転車を既すんでのところで回避する。

「何ぼーっとしてんだよ」

「えへへ……ごめん」

　しおらしい返事に調子が狂う。

　僕らは今日も一緒に登下校している。これは、もう日課になっていた。




　秋──。

　僕らの生活は様変わりしていた。

　僕ら、というのは当然、僕こと春はる先さき孝こう太た郎ろうと冬ふゆ芽め木実のことを指すのだが、実際には僕らの家族や、知人も含まれることになった。

　なぜなら、夢の影響がそちらに及ぶことが多くなったからだ。

　彼女の夢は家族や友人を危険に晒さらすことが増えた。

　その多くは僕をターゲットにしており、必然的に、生傷が絶えない生活を強いられている。

　お互いが夢で危険を察知した場合はすぐに連絡を取り合い、対策を練っていた。

　そのお陰か、僕らはそれほど酷ひどい事態には陥おちいらずに今のところ生活出来ている。

　ただし、必ずしも彼女が万全とは限らなかった。

　彼女は事前に夢を視ていたにも拘かかわらず、ふらっと魔が差したかのように危険のある方へと行動してしまうことがあるのだ。

　夢に引きずり込まれる──次第に強くなる何かに支配されるように、そう彼女は語っていた。

　彼女が僕に別れを告げようとしていたあの事件の日は大変だった。

　あの後彼女が家に帰りつく前にビルの看板が落ちてきて、彼女が下敷きになりかけたのだ。それも一度や二度ではなく、三度ほど落ちてきて、彼女がどれだけ運命に呪のろわれているのかと僕は疑いたくもなった。

　だが、僕がいたことが幸いしたのか、どれも怪け我が人にんもなく切り抜けることが出来た。

　あの日、僕は帰路までの彼女の夢を視みられていなかったのだから、一番の危機はそこだったとも言える。

　以後僕らは出来るだけ二人で行動することを意識するようになって、何とか全すべての災難を切り抜け生き延びることが出来ていた。しかし──。

「おい」

「あ、うん！　なあに？」

　昼ごはんを学校の屋上で取りながら、上うわの空の彼女に僕は声を掛けた。

「で、どこにいく？」

「え、ああ……イギリスとか？」

「何で海外なんだよ。行けるわけないじゃん」

「あ、違う。えーと、そのうん、まあどこでもいいかな……」

「……先のことを考えてないと、後々困るぞ？」

「……うん、また、怪我させちゃうかもしれないもんね」

　そう言って彼女は元気なく、僕の頰ほおに貼はられた絆ばん創そう膏こうを見つめる。

「平気だよ、かすり傷だし。そうそう大怪我なんてしないから」

「……でも」

「はい、後ろ向き発言は禁止でーす。……そう決めたのは、木実だろ？」

「そう……だね」

　彼女は最近塞ふさぎ込むことが増えた。確かに毎週のように命の危険に晒さらされればこうもなるだろう。

「ねえ、私たちの能力って、何なんだろうね？」

「さあ……」

　古くこの地に、未来予知の巫み女こがいたらしい。などと本当なのかどうかわからないことを菊きく月づき清きよ和かずは言っていた。

　御み子こヶが丘おか──とは、巫女ヶ丘が転じた地名だ、とも。

　その能力の一端が、僕らに発現したのかどうか。そんなことは別に、僕にとってはどうでも良い話だった。

「こういう力が僕らにはある。それはもうどうしようもないことで、どうにもならないんだから、『あるもの』として生活するしかないよ。幸いそのお陰で、僕らは今生きているわけで……」

「もし、無くなったら？」

「……無くなったら……」

　僕はこの力が無くなっても構わなかった。つい、この前までは。でも、今は──。

「将来のことをもっと自分で考えるいい切っ掛け、くらいに考えるさ。本来僕らは、もっと自分で、先のことを考えないといけないんだから」

　自分で言って、僕は自分の将来のことを実は何も考えてなどいないことに気が付いていた。漠ばく然ぜんとしたもので、ただ、他人と関かかわり合いの少ない仕事をして生きていきたかっただけだ。彼女に説教など出来るような立場ではない。

「……将来のこと、か」

　そう言うと彼女は遠く、先のほうを見つめる。

　どこを見ているかわからない。しかし、その瞳ひとみの中に僕はいない、そんな気がしてしまった。

　──行かないで。

「何か言った？」

　彼女が振り返る。

「いや、何も？」

　声にならない、声。僕は、自分がまだとても未熟で、幼稚で、我わが儘ままな人間だと痛感していた。きっと僕は自分が満足したいだけなのだ、と。




　僕は孤独だ。

　それはずっと、待ち望んでいた状態だとも言える。

　そう、僕の傍そばに彼女がいなければ、僕はずっと孤独だった。

　今は──どうだろう？

　少しは他の生徒と会話することも増えた。

　興味があった、というよりは必要に迫られたと言うのが正確なところか。

　彼女は元々アクティブな人間だし、彼女と学校内で関わっていれば他の生徒と接する機会も必然的に増える。僕は彼女を取り巻く人間とも交流を持った。

『え、まだ付き合ってないの？』女子の反応は大概がそれで、男子と言えば『てめー調子に乗んなよ？』である。

　意外にも男子には木実に好意的な人間が多い。確かによく観察すれば、他の女子に比べ相当美人だということが理解出来た。あまり女性の顔をしげしげと観察などしないし、そういうことを判断基準にしたことがないのだから、嫉しつ妬との気持ちなどよくわからない。

　大体において軽口と共に弄いじられるので、男子のほうが面倒くさいな、と思ったりはする。女子は少し話せば僕がつまらない人間だとわかるので最初だけ興味を持つが、すぐに空気扱いしてくれるため非常に楽だった。

　結局、こんな社会不適合者に親しくしてくれるのは冬芽木実だけである。

　先日、こっそり木実のことを相談しに清和さんに会いに行ったことを思い出す。

　彼女の微妙な変化にどう対処したらいいか、まだ経験の浅い僕には分からなかったからだ。

　とはいえアドバイスらしいことなど何もなかった。

『好きにさせろ』これが彼の言い分であり、僕もそれが一番だと思えてしまう。結局僕は彼女の役に立てているのか自信が持てないままだった。

「将来か……」

　授業を受けながら、窓の外を見る。学校の外へ僕もいつか出ていく。

　その時、その傍に果たして彼女はいるのだろうか？　こんな僕で、大丈夫なのだろうか？

　わからない。だから、その為ためにも──。

「やれることを、やるか」

　誰にも聞こえない呟つぶやき。僕は買っておいた大学受験の参考書を取り出す。先のことを、今からどんどんやっておこう、と。やれることを増やしておけば、きっと二人の役に立つはずだ。

　僕は考えていた、彼女との未来を。そしてそれは、彼女も同じだったと、しばらくして気が付くことになった。





　　　　※






　──ザザッ──。

　テレビの砂すな嵐あらしのようなノイズが走る。

「……また、か」

　最近増えた、夢の中のノイズ。

　朝、駅前に向かい街中を歩いている僕の周囲の空間が一瞬揺れた。

　何かの異常が、ずっと僕らの傍にある。でも、不安だなんて言ってられなかった。一番不安なのは、僕ではなく彼女なのだから。

　気配。

　またしても誰かの、異物のような、自分でない何かの気配をどこかに感じた。

　あの──少女だろうか？

　あれが、もしかしたら僕らのこの異常の原因かもしれない。

　──気を付けて。

「誰だ!?」

　声が響く。

　──思い出して。

「だから、誰だ!?」

　──君は知ってる。

「だから──」

　私は──。

　僕はその声を振り切るように、彼女との待ち合わせの場所へと駆けだす。

　時計を見ると一〇時少し前だった。

　あの路地を抜ければ、もう──。

　しかし、その曲がり角を曲がった直後だった。

「え──」

　背後から、不意に現れた何者かに羽は交がい絞じめにされる。

　誰だ!?　必死で暴れる。その暴漢の姿を見ようと首を捻ひねろうとした瞬間、頭を衝撃が突き抜けた。

　そこで、夢は中断された。





　　　　◆






　──しまった。

　起きてから自分の致命的な失敗に気が付き愕がく然ぜんとする。

　これでは、今日の見通しが立たない。今日は日曜日、当然木実との週末デートだ。

　中止するか？

　いや、中止するにしても、その旨むねを電話で伝えなければならない。

　時間を見ると、まだ朝の六時だった。彼女は起きてはいないだろう。

　夢の内容を思い返す。

　完全な油断だった。まさか、僕に害を成す人物に襲われるとは想定していなかった。

　あれは通り魔だったのか、それとも最初から僕を狙ねらっていたのか？　それも重要なことだった。後者である場合、外に出れば危険に晒されるのは僕だ。たとえあの路地を回避しても、危険は常に付きまとうことになる。しかも、犯人像の特定も出来ていない。あれは一体──。

　僕が外出しなければ簡単に事態は回避出来る。ただし、これで木実にも何かあったら話は別だ。彼女と僕が一緒に行動しない場合、彼女の身の安全が保障出来ない。

「八時──いや、七時半くらいには、連絡を入れるか？」

　念のため、電話だけではなく先にメールと念の為ラインも送っておく。

　必ず連絡を寄こすようにと念を押して。

「──遅い」

　三〇分経たっても既読がつかない。メールの返信もない。

　実際はまだ七時にもなっていないのだから、遅いも何も起きてないだけの可能性も高いのだが、僕にはその待っている時間が永遠に感じる。

「──よし」

　僕は意を決して、家を飛び出した。

　待ってなどいられなかった。

　誤魔化してもいられなかった。

　僕は、彼女が好きだ。

　結局僕は、他人が苦手だ。それは変わらない本質であり、今も人間関係を面倒くさいと思っている。だけど、彼女は別だ。

　彼女の為なら、何をしても苦痛はない。いや、今でも面倒くさいなと思うことはある。でもそれは、決して後ろ向きなことではなく、むしろ、それこそが大事なことのように思えてしまう。

　それで構わないし、それでいいのだ。

　結局人を変えるもの、大事なことなんて両の指ほども出会いはしない。

　僕にとってそれが、彼女だっただけだ。

　坂道に差し掛かる。息が上がる。でも、止まらない。一気に、ここを──。

　その時、視界にまさかの人物が入った。

「──この」

　木実だ。

　横断歩道の向こう側にラフな格好をして歩いている彼女を見つける。そして、その背後に──僕は奴を見つけた。

　あの服装、その人物の目深にフードを被かぶった黒いパーカー姿に僕は見覚えがある。僕を羽交い絞めにした、あの犯人のものだ。

　人通りはない。僕は叫ぼうとした。しかし、息が上がって、上う手まく声が出せない。

「──この──み……」

　駄目だ。走れ。

　間に合わない。

　信号を無視し、道を渡る。

　その時、僕の後方から横断歩道の彼女に向かって、蛇行する白いライトバンが近づいて来た。運転席を見ると、運転手が思い切り舟をこいでいる。

　まさか──。

　パーカーの男のチラと見えた口元が嗤わらう。それはまるで、この後なにが起こるのか知っているかのように……。

「木実──」

　気付け。

「木実！」

　彼女がゆっくりと、振り返り──。

　間に合わない。僕は咄とつ嗟さに足を彼女と車の車線へ割り込ませ──

　ドンッ。

　僕の視界はそこで暗転した。
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「──ここは」

　暗い。

　暗黒の中に、僕は独りで立っている。

「夢の中──ではないな」

　いつもなら、意識がないときは大抵夢の中で明日を経験しているはずだ。しかしどうやらここは、そうではないらしい。

「そうよ、明日の夢はないの。だってあなたは一日起きないから」

　不意に話しかけられ辺りを見渡す。

「だから、私がここにいるの」

　足元、自分の身長の半分ほどのところに少女がいることにその時気が付いた。

「君は──」

　いつも夢の中で見かけた少女が、そこにいた。

「だから今日は、昔の夢を視ましょう。思い出す、ために」

　少女が笑うと、僕の意識はどこか遠く──別のところへ浮ふ遊ゆうした。




　あれは──。

　病院のベッドが見える。

　目の前にいる白い少女。その彼女の前にいる幼い自分。

　そうだ、あれは僕だ、春先孝太郎だ。

　御子ヶ丘総合病院小児病棟。

　そうだ。

　幼い記憶が蘇よみがえる。

　先ほど撥はねられた時の記憶と、幼い頃の事故の記憶がリンクする。

　僕は昔、確かにここにいた。車に撥ねられ、入院した。

　なぜ忘れていたのだろう？　なぜ──。

　疑問を巡らす間にも、場面はどんどん移り変わっていく。

　孝太郎は彼女に白い花を渡した。そして、その白い少女は自分の名を名乗る。『赤あか羽ばね四し季き』と。




　入院時代、孝太郎と四季はそれなりに、距離を取りつつも一緒に話す機会を持っていた。彼女は自分以外にも親しい人間は多く、他人と話していない瞬間はないのではないかと思われた。

「……よく、おもいつきでそんなにしゃべれるね」

　彼女が好むのは中庭の大きな木の下だ。

　彼は彼女が一人の時を選んで、声を掛ける。

　孝太郎の問いかけには驚きというよりも、呆あきれの成分のほうが多く含まれていた。

「え、ううん……」

　四季は困ったような顔をする。

「思い付きじゃ喋しやべらないなあ。全部、予習済み？」

　そんな馬鹿な、と思いつつも、孝太郎にはそれが噓うその告白には聞こえなかった。

「ねえ……」

「ねえ、じゃないわ」

　彼女は彼に、ある訂正を求める。その瞳は『さあ、呼んでみて』と訴えている。そうしないともう喋らないぞ、とでもいうように、口をチャックで閉めるようなポーズをとった。

　孝太郎は、ついに根負けした。

「……うん。お、おねえ……ちゃん」

　つい、孝太郎はそう呼んでしまう。

「じゃあ……」

　顔を真っ赤にした彼は、近くにいた看護師に車いすを押され去っていく。

　彼は気恥ずかしさもあったし、それ以上語る言葉を持たなかったし、語りたいこともなかった。

　話すだけ話して、すぐにその場を去る。以後、二人の会話のパターンは大体この調子であった。そしてそれは、退院するまで、密ひそやかに続けられた。

　孝太郎は一つだけ後悔していた。

　退院する際、少女に声を掛けなかったことを。

　両親に手を引かれ歩く途中、中庭で彼女を見た。

　もう会うこともないかもしれない。

　彼女の元へと駆けることを、しかし彼の羞しゆう恥ち心しんが上回る。

　最後まで生意気な口を利いてしまった。一回ぐらい、彼女に感謝を述べてもよかったと、彼は思っていた。

　彼がいくら他人のことが苦手だとはいえ、彼女だけは、違うと思い始めていたのだから。
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　その後悔が、彼を『見舞い』などという慣れない行動に走らせたのだとは、両親も含め誰も気が付かなかった。

　今日、退院後の定期健診の日、彼は三歳から毎月一〇〇円ずつ貯めていた貯金箱を初めて開封した。

　三〇〇〇円弱の中身で彼は病院の外で見かけた小さな花屋で両親に見つからないよう花束をこっそり購入し、病院の花壇の影に隠す。検診の結果を待っている間にそれを取り出し、彼は小児病棟に侵入し、少女を探した。

　少女の姿は見当たらない。

　いつもいる中庭にもその姿はない。しかし、別の姿を見つけ、彼は話しかけるかどうか悩んだ末に、いつも四季と一緒にいる少年に声を掛けた。

　少年は黙ったまま彼の手を強引に摑み引いていく。

　驚いた彼だったが、ぐいぐいと引くその力に圧倒され、なされるがままついていくしかなかった。

　そして連れて行かれた先の廊下のソファに座っている彼女の姿が目に入る。

　行け、とばかりに、今度は無言で少年に手を放ほうり出だされ、足がよろける。

　彼は一歩ずつ、高鳴る鼓動と共に、彼女の前に立った。




「おみまいにきたら、ここにいるってきいたから……どうか、したの？」

　彼は花束を差し出しながら、彼女がここで大事な人の無事を祈っていることを知る。

　その泣きはらした目が、よほどのことなのだと彼に悟らせる。

「これ、自分で買ったの？　ありがとね……」

「むり、しなくていい」

「あはは、それ、私の科白せりふだよ？」

　孝太郎の物言いが強がりに見えて、彼女は思わず笑みを漏もらす。

「どう？　私の他にも友達出来た？　それともまだ、一緒に誰かと遊ぶのは苦手？」

「やっぱりすきじゃない、そういうの」

「そっか、うんまあ、そうだね」

　少女はちょっと言い辛づらそうに、下を向く。

「実は私も、あんまり好きじゃない」

「え？」

「辛くなるから」

　彼にとってそれは、いつも他人と笑い接している少女から発されたものとしては、意外な言葉だった。

「遊ぶのは好きよ？　他人と話すのも好き。でも、その今が楽しい分、病気で辛くなった時は、とても悲しくなるの」

　──自分でも、相手でも。

「どうして──」

　今、自分にそんなことを？

　入院中は決して弱気な発言をしたことがなかった彼女が、今彼に弱音を吐いていることが幼い身でも理解できてしまう。

「君が、もうここから出ていったから」

　彼女はそう言って、隣に座る彼の肩を抱き寄せる。

「病こ院こにいる、誰にも言えない。一緒に闘う、仲間には……絶対に」

　彼女の震える手と声に、彼は答える術すべを持たない。ただ、その告白を聞くのみだった。

「……ずるい、よね」

　暫しばらくの後、彼女はポツリと呟いた。

　彼は彼女の告白をずっと聞きながら、ようやく頭の中でまとまった一言を彼女にいった。

「ふつうじゃない、かな」

　少女はその声に顔を上げる。

「……ぼくはあんまりひととかかわりたくないから、ずるいとか、そんなこともわからない。でも……」

　少年はこの時、初めて視線を外さず、他人の顔を見続けながら話し始めた。それが、必要なことだと理解したかのように。

「ぼくも、きっとお……おねえちゃんにもっとかかわったら、かなしくなるんだとおもう。きっと、いまくるしんでいるそのことはなしたら、つらくなるんだとおもう。だけどぼくはそういうきもちになりたくないし、なきたくない。ぼくのほうが……きっともっと、ずるいことなんだとおもう……」

　あれ？　と彼は思う。雨も降っていないのに、自分の服が濡ぬれていたのだから。

　それが彼の瞳を通じ、頰から伝った自分の水分だと知るのは彼がこれを思い出した時だった。

「君は──優しいね」

「……ち、ちが」

　──ううん。

　そう言って彼女は彼の頭を抱きしめる。

「願ってくれる？」

　彼女はそう言ってポケットから一枚の写真を取り出す。

　先ほど彼の手を強く引いた少年と、少女、そしてもう一人、小さな女の子が写っていた。

「──うん」

　その光景を見つめる少年と、もう一つの影──。
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「これは……」

　僕には目の前の光景に『見覚えがない』。

　しかし、確かにこれは僕だ。目の前の少女に抱きしめられ、そのうち彼女の膝ひざで眠りについてしまったこの少年は、春先孝太郎──まごうことなき自分自身である。

　──思い出した？

　その声の主はいつの間にか自分の横に来ていた。

　少女──今幼い自分を抱きしめているその少女が自分の横に立っている。

「知らない。いや、わからない……」

　自分が見た記憶のない映像。どうしても、思い出せない。

　──やっぱり、そうなのね。

「どういう意味だ？」

　──覚えていないのは、これは、あなたの夢じゃないから。

「……夢？」

　──そう、あなたが来るはずだった、夢。

「来るはず？　もしかして──本当は、僕は来るはずだったのか？」

　記憶にない過去。これはもしかして、現実に起きたことではなく、夢？

　──ええ、私の予よ知ち夢むよ、これは。

　声は答える。これが彼女の夢だということは、どうして……。

　──あなたが、現実を変えてしまったから。

「僕が？」

　──ええ、来なかったから、あなたは。

　その一言で僕の脳内に電流が走る。

　全ての記憶が繋つながっていく。まるで、それが封印されていたかのように。

　少女の姿は明確な輪りん郭かくを伴い、僕の目の前に姿を現す。

　そうだ、彼女に僕は会っている。赤羽四季。僕のおねえちゃんに。

「思い出した？」

「ああ、全部」

　彼女は微笑ほほえむ。それは、確かに昔見た光景だった。

「どうして僕は君のことを──」

　忘れていたのだろう？　あれだけ楽しかった他人との記憶が、すっぽりと抜け落ちている。

「夢の世界は繋がっているの」

「繋がっている？」

　訝いぶかしむ僕に彼女は説明を始める。

「夢、私の視る夢が貴方あなたの、木実ちゃんの能力の源泉にある。私の夢がオリジナルで、あなた達の夢は私の視ているものを基本的にトレースしているの」

「……つまり、僕らは君の夢を視ている？」

　──そうよ、と彼女は肯定する。

「そして、その未来は容易に変えられるものではないの。でもあなたはそれを変えてしまった。いえ、変えられる力を持ってしまった、と言うべきかしら。そしてそれは、元々は、私のものだった。夢を視る力、夢を変える力、夢を見せる力、夢を現実にする力……夢に関する、すべて」

　──そう、同じ力を持った者同士の箱庭。共有された世界、それが明日の夢よ。

　彼女はそう補足する。

　夢の中で繋がっていて彼女が見ているものを僕も見ている、ということなのだろうか？　夢が繋がる、ということは──それはもしかして、冬芽木実とも……。

「でも、どうしてそんな力を僕に？」

「さあ、どうしてかしら？　自分でも分からないわ。でも私の好きな人に、愛する人にこの力は移ったわ。今苦しんでいる、彼女にも」

　そう言って、赤いランプの灯ともった部屋の扉を彼女は指さす。

　──木実ちゃん。

「木実が──いるのか？」

　そこに？　その部屋の中で、死に掛けて？

「ええ、幼いあなたは、夢の世界で私と繋がったあなたは彼女の平へい穏おんを願ってくれた。それで未来は変わったわ。この時もう私の力はあなたに移ったの。そして現実のあなたは結局此こ処こには来なかった。そして、あなたは私のことを忘れてしまう。来なかったことが、変えてしまった現実がそのままあなたに封をするように」

　彼女は真剣な顔で、僕に訴えた。

「救ってあげて、あなたの大事な人を。あの時、みたいに。さあ、見せてあげる。もう一度、夢の中へ──」
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　白い光が瞼まぶたに差し込む。

　白い天井が視界に入り込む。

　白いベッド、白い部屋。そうだ、思い出した。幼い頃、事故に遭あった経験を。

　どうして忘れていたのか、どうして思い出せなかったのか。それは僕が、臆おく病びようだったからだ。

　思い出した少女の名前がある。

　赤羽四季。

　幼少期に入院した際に、少しだけ触れ合った少女の名前。

　僕は彼女に最後まで名前を聞かなかった。でも、僕は彼女の名前を知っていた。偶然だが、耳に入ったその名前を僕はずっと、心の底に封印していた。その、姿と共に。

　そしてもっと大事なこと。

　僕が以前からノートに書き留めていた疑問の答えを彼女は語っていた。

　それは、この力の大本が一つである、ということだ。

　この夢の力は彼女から派生した力なのだ。

　つまり、能力に強弱があるのではなく、単に力が分けられた結果が今なのだ。

　もしかしたら──。

　そう、木実にも何か力があるのかもしれない。しかしそれは現状では発揮されていないような気がする。夢の能力が元々一つなら、分化される際に無効化されるような何か、もしくは意味がなくなるような力が在ったのかも──。




「──やあ」

　記憶が鮮明になるにつれて、もう一つの大事なことを思い出す。ベッドの横に座っている、彼女のことを。

「……」

　いつもの元気はない。押し黙った冬芽木実が、ぎゅっと手を握りしめ、そこにいた。

　そして、その彼女の居住まいに、若干の違和感を覚える。その足元にある大きな鞄かばんにも。

「無事でよかった」

「……それ、孝太郎くんの科白じゃないよね？」

「違いない」

　通り魔？　に襲われそうな彼女を追った結果、自分は車に撥ねられ、病院に担ぎ込まれたのだから心配されるなら確かに僕の方である。多分二対八ぐらいの割合で。

　僕の物言いが可お笑かしかったのか、少しだけ彼女の口元に笑みが零こぼれる。

「軽傷？　重傷？　それともそろそろ死ぬ感じ？」

「丸一日以上意識が戻らなかったんだよ？　一回だけ起きたみたいだけどすぐまた意識を失って……それで入院中。でも大事じゃないみたい。当たり所がよかったって。検査入院みたいなもん」

「そりゃよかった。怪我してたら夢じゃ治せないからな」

　夢、という単語を聞いた瞬間、彼女の顔が曇る。

「あの時──」

「うん、私……意識は在ったんだけど、上手く、動けなかった」

　彼女はぽつりぽつりと語りだす。まるで自分に、言い聞かせるように。

「最近本当に夢に引きずられるの。何かこう、力が、輪郭がハッキリしてきたような……。上手く、逆らえなくて、ごめん」

「君の……」

　謝ることじゃない。そう言い切るための根拠が何もないことに気が付く。これが、彼女の夢の力ではないという証拠もない。しかし僕は迷わず言葉を続けた。

「絶対に、君のせいじゃない」

　そう、彼女がこの状況を望んでいるはずがない。

　そんな仮定は馬鹿げている。きっと何か、悪意のある何かが存在するはずだ。

　しかし、そんな僕の決意を彼女は──。

「──もう、いいよ。孝太郎くん」

「……おい」

「私、もう明日を視たくない」

　それは、彼女の口から一番聞きたくない言葉だった。

「お前らしくない。何、諦あきらめてるんだよ」

　駄目だ。今止めないと、彼女はきっともっと遠くへ行ってしまう。

　しかし、説得の言葉とは裏腹に、彼女の瞳には固い決意が宿っている。

「君の傷つく未来なんて、視たくない」

「だからそれは──」

　何とかする──と言いかけた僕の口を彼女は手で押し留とどめる。

「きっと、私が何とかしなきゃいけないの。だって夢を視ているのは、私なんだから」

　さっぱりとした顔を彼女はしていた。

「私は別に諦めてなんかないよ？」

　その顔はいつもの笑顔に、戻っている。いつもの、僕とくだらない掛け合いをしていたあの──。

「大事な人が傷つく夢を視るのは、きっと私がこんな日常を、変わらない明日を壊したいなんてずっと考えていたせいかもしれない。でも、そもそも、原因なんてわからない。そんなことで落ち込むのも、きっとお姉ちゃんに笑われちゃう」

　お姉ちゃん──赤羽四季のことを持ち出して自分を鼓舞するように、彼女は笑顔を崩さない。でも、僕にはそれが、精一杯の虚勢だとわかる。だって──。

「でも私は、孝太郎くんがいなくなる未来を──視たくない」

　君が持っているその拒絶の気持ちは。

「さようなら」

　僕が一番、知っているから。

　彼女は席を立ち、鞄を持ち上げ、病室から出ていこうとする。

「どうするつもりだ!?　まさか……」

「安心して、別に死ぬつもりはないから」

「じゃあ……」

「君の──」

　その続きを彼女は言わず、僕に一瞬だけ振り向き、颯さつ爽そうと出ていく。

　その時見せた彼女の顔が、あまりにも眩まぶしくて、僕は彼女を追えなかった。あれは、そう、別の世界の輝きを見たような……。

　彼女の姿が病室を出た廊下の窓から見える。

　一人、病院の出口を出ていくその姿は凜り々りしい。もう、こちらを振り返らない。

「決めたのか──」

　何かを。やるべきことを。でも──。

「ちくしょう……」

　置いてけぼりだ。僕の気持ちも、僕の『夢』も。




　その時、けたたましいベルが病院内にこだました。

「火事だ！」という声がどこからともなく聞こえる。

　まさか。

　もう既に煙が辺りに漂っている。火の手が早い。まずい。これは……。

　看護師が重症患者を運ぶのを横目に、僕も手伝おうとするが、早く避難するように押し留められる。確かに逃げられる者は自力で避難したほうがよさそうだ。非常階段前にやって来たが、なんと恐ろしいことに、鍵かぎが開かない。なぜ──？

　窓を開け、煙を逃がす。

　その時、病院の入り口に駆けてくる木実の姿が見えた。しかし、警備員に押し留められ先へ進めない。

　窓から姿を出す僕を認めた彼女と目が合う。

　必死なその顔に──もう二度と見られないかもしれないと思ったその顔にこんな状況にも拘わらず、僕は思わず笑ってしまった。……嬉うれしくて。

「今行く」

　決意を新たにした僕は非常階段前のドアに戻り、体当たりする。しかし、開かない。

　──くそ、やばい。

　煙にやられ、喉のどが痛い。なぜスプリンクラーが動作しないのか、もしかしてこれも何か、彼女の夢の異常の一部なのか？

「会う、もう一度、必ず」

　もう一度、そう力を込めた瞬間──。

「ぐあ!?」

　その時、不意に後頭部に衝撃が走った。誰かに──思い切り頭を……。

　意識が──朦もう朧ろうとする。誰だ……。

　揺れる視界に最後に見える顔は……。
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「は!?」

　目が覚めると白い天井。

　ここは、僕が運ばれた病室だ。

「夢──か」

　急いで時刻を確認すると、先ほどより二時間早く目覚めたようだ。

「まだ、木実は来ていない……」

　いや、来ない。

　僕は急いで横に掛けてあった自分の服に着替える。

　彼女も見たはずだ、この夢を。

　あの後僕は恐らく死ぬ。

『君の傷つく未来なんて、視たくない』

　そう言った彼女の決意は固かった。

　僕がこの夢を視ていることは彼女もわかっているはずだ。そして、簡単に回避するだろうとも。

　彼女が病院に来て、僕が病院で死ぬ未来を変えるには、僕が病院を抜け出せばいい。

　もし仮に夢に今引きずられそうになっていたとしても、僕が運命を変えた時点で、彼女は夢に縛られることはない。自由に動けるはずだ。そして、きっと自分の処ところにくることもない。

　彼女はもう、僕に別れは告げたのだ。

　火の手に巻かれながら見た彼女の顔には、その涙にはきっと……。

　僕には選択肢が二つしかなかった。

　彼女を待つか、彼女の元へ向かうか。

　待てば彼女は夢に操られここへと来ただろう。僕は彼女に会え、そして死ぬ。

　ただし向かえば彼女は夢から解き放たれ──。

　行く場合の結果は、見えていた。それでも僕は、行くしかなかった。

　何という分の悪い賭かけだろうかと神を呪いながら。




　僕は、彼女の家に辿たどり着つく。しかし、嫌な予感は晴れない。だって……。

　ひっそりとしたマンションの廊下を歩く自分の足音だけが嫌に甲かん高だかい。

　郵便受けで確認した目当ての部屋番号の前に立つ。

　インターホンを押しても反応はない。意を決し、ドアノブを廻まわすと、そこはもう、もぬけの殻だった。

　何もない部屋。ガランとした場所。

　病院に持って来ていた彼女の手荷物を思い出す。そう、もう彼女は去ることを決めていたのだ、随分と前に。

　部屋の中を一つずつ見て回ると、一番奥の部屋の床に、数冊のノートが置いてあることに気が付いた。

　忘れ物という感じはない。なぜなら、さも読んで下さいと言わんばかりに全て丁寧に、重ねて置かれていたのだから。

　ノートの上には一通の便せんが置かれていた。宛あて名なは僕になっている。僕はその便せんを開け、中に入っていた手紙を取り出す。




　拝啓　春先孝太郎様




　先立つ不孝をお許しください。




　噓噓、じょーだん（笑）

　察しのいい君のことだから、大方予想はついてると思うんだけど、私、この町を去ろうと思います。実は、そのための準備は前から進めてました。

　私の将来の夢、一回君に話したことあったよね？

　そう、通訳です。だから実は、留学の話が出てました。

　お父さんの仕事の海外転勤と、私の進学のタイミングで、色々話し合って、このたび留学することが決まりました。

　だから、別に君と私のことがなくても、遅かれ早かれどこかで君とはおさらばだったのだよ、明あけ智ち君くん？

　でも、ちょっと心残りと言えば、最後に君に会えずに出発することです。

　夢の中とはいえあんな別れ方をして、まあこの手紙は起きてすぐに君に向けて書いてるんだけど……。まあいいや、推すい敲こうとかできないから書き散らかすけど、ごめんね？

　あのね、夢を視たくないって言ったけど、実はこの間、大発見をしたのです。

　実はこの夢を視る力、遠く離れすぎると使えないみたい。

　使えないっていうか、海外くらいまで離れると、危険な夢を視なかったの。

　この間、休みの時に私とお父さんで海外の留学先を見学したんだ。

　その時は何にも変なことが起きなくて、だから、これが一番いい方法だって、気が付いたの。

　後ろ向きな考えだと思う？　それでも、私にとってはこれが君を守って、私の夢も守れるベストな方法だと思ったの。

　今までありがとう。

　色々あったけど、素直に楽しかった。

　私の人生って、まあまだ短いほうかもしれないけど、ずっとつまらなかったんだ。

　変えられないことの連続で、自分一人じゃどうしようもなくて……。

　あのね、誰かが傍に一緒にいてくれれば人生バラ色なんて、そんな押しつけがましいこと言うつもりはないんだ。

　現に君は、誰ともいなくてもそれなりに人生楽しんでたでしょ？　……ちょっとだけ、うらやましかった。

　でも、私の人生は君が、春先孝太郎君がいてくれたから、この僅わずかな時間だけでも、楽しかったの。

　……なんか恥ずかしくなってきた。つまり、まあそういうこと！　あんまり気にしないでね！　寂しくなったら私の他に友達作るといいよ！　好きな子が出来たら思い切って大胆な告白してみるのもいいかもしれないよ？（^^）

　……なんて、心にもないことも書いたけど、えーと、あ、呼ばれた。そろそろ行かなきゃ。無理言ってフライト時刻ずらしてまで君の所に行ったけど、今回は予定通りに飛行場へ向かいます。きっと、君が夢を回避するから私が予定通り出かけられるんだし、大丈夫だよね？

　……うわ、この文章すっごい長い（笑）

　私、他人への手紙にこんなに長く書いたことないよ。……なんかもう、他人ていう感じがしないけど。

　あ、残していったノートは例の私の日記です。

　他人の日記を見るな、とかよく言われるけど、君ならいいや（笑）

　と、いうか、読んでくれるようなら、すっごく嬉しい。

　私だと思って大事にして下さい。いらないならとっとと捨てておｋ。

　結果がわからないのだけが心残りだけど。

　……ねえ、ここまでちゃんと読んでくれた？

　大事なことだからもう一回だけ最後に書いておくね。




　君だから。





敬具
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「……ば～か……」

　その言葉は彼女に対してではなく、ほとんど自分に向けて言ったようなものだった。

　最後まで、彼女は彼女だった。

　落ち込んでいるように見えたが、彼女は自分で、僕より悩んでちゃんと将来のことを考えていたのだ。

　僕はその場限りのことばかり考えて、結局自分の気持ちだけで暴走していたように思う。

　彼女は悪戯いたずらには下準備が大事、などと言っていたが、これも似たようなものだろう。

　彼女は僕のことも考え、自分の気持ちにも折り合いをつけ、自分一人で全ての問題を抱えて勝手に消えてしまった。残されたものは……。

　僕は彼女の日記を取り出す。

　そう、彼女はこれを僕にいつか読ませたいと言っていた。

　あの時は、まったく読む気がしなかったこれを、今は何よりも愛いとしく思う。

　思い返せば、自分の気持ちの変化に可笑しくなる。人間、変われば変わるものだ。

　僕はその日記を迷わず開いた。

　パラパラと数ページ捲めくると高校の部分の記述にぶち当たる。

「なんじゃこりゃ」

　それは日記というより計画書というか、プレゼン資料というか……。綿密にグラフやら統計やら、データ化され、シミュレーションされた悪戯のプロットが事細かに書かれていた。毎日がこの調子で、仕掛ける人間について調べては実行していた。

　僕が登場する場所まで飛ばすと、最も早はやそれは何かの工業機械の設計図ではないかと思うようなびっしりとした書き込みになり、メモや付ふ箋せんが大量に貼られている。

「……ここまでする？」

　思わず苦笑いしてしまう。よくいくつか勝てたものだ。

　ページを捲る手を止める。

　確かに、日こ記れは、彼女そのものだ。

　これがあれば彼女がいなくなっても、傍にいる気がした。

　ポタ……。

「……やべ」

　水滴が落ち、彼女の書いた文字が歪ゆがむ。少しだけ、滲にじんでしまった。

　乾かす為にノートを広げ横に置く。顔を拭ふいて、別のノートを取ってみると、日記の中に、いやに古いものが混じっていることに気がついた。

「……これは？」

　年代が書かれてないが、この日記が最も古そうだ。しかし、開けてみると文字はしっかりしている。幼い頃からこんなにしっかりした文章を書いていたのだろうか？

　その文章を読み進めてみる。次第に僕はその日記の文章から目が離せなくなる。これは……彼女の病院時代の……。




「何勝手に病院抜け出してるの！　連絡があって来てみれば……」

「ごめんね、母さん」

　僕は病院に戻った。当然のことながら怒られた。そりゃそうだ。

「あんたね、もっとちゃんと将来のことを……」

「本当に、ごめん」

　僕は再び深々と頭を下げた。

「あ、あ、うん」

「もう二度としない。ちゃんと、将来のことを考えて行動する」

「あ、そう？　それならいいのよ……うん」

　何だ？　人が改まったら急にしおらしくなってしまった。

「明日参考書持って来てくれる？　あと休日は図書館に勉強に行くからお弁当とか用意してくれると助かる」

「……頭でも打ったの？　あ、ううん！　嬉しいから協力するわね！　でも、何か理由があるの？」

「追いつきたい奴がいるから……」

　彼女に、そして──。

「これを仕掛けた奴──に」

　最後の言葉は母には聞こえなかったろう。

　それぐらい小さい声の、ただし全力の反抗心を込めたそれは、『夢』で僕と彼女を引き離した何者かに向けた宣戦布告だった。












　生ぬるい空気。未いまだ湿った感じの風が僕の頰ほおに当たる。

　今年は暖冬だ。冬だというのに気温が一五度もあり、運動部の奴などは外を半はん袖そでで元気に走っている。

　僕はその様子を学校の屋上から眺めている。

　目まぐるしく環境は変わる。

　そう、彼女のいない季節が来るとは思わなかった。しかも、彼女の名前が入った季節に彼女はいない。何とも皮肉なものだ。

　彼女からの連絡はない。というか、連絡先を知らなかった。

　一切の接触を絶った方がいい、という彼女の判断だろうと僕は勝手に解釈した。

　何が原因でまたあのような悪夢を見ないとも限らない。客観的に見て、僕らはもう関かかわらないほうがいいだろう。

「……くそくらえ」

　そんな状態に、納得なんてしていなかった。僕は必ず彼女に会うつもりだった。

　僕は彼女と別れた翌日には御み子こヶが丘おか総合病院にいる、菊きく月づき清きよ和かずに会いに行った。

「教えないよ」

　答えは夢と同じだった。やり口を変えてみたが、結局同じことだった。

「連絡先を知っているか、の問いにはＹＥＳ。君はなぜか確信しているから本当のことを言うけど、でも、絶対に教えないでくれって言われてるから僕の口からは言えないね」

　一度目の訪問で彼の口を滑らす方法を模索した。しかし次の訪問でもそれを覆くつがえすことは出来なかった。彼は騎士ナイトのように守秘義務をきっちり守ったのだ。

　僕は、彼女を失った。

　それから数か月──僕は未だに彼女のことが忘れられなかった。だから今もこうして彼女の日記を手放せずにいる。

　しかし、ただ昔のことに囚とらわれて悶もん々もんと過ごしていたわけじゃない。

　未練がましく彼女の尻を追いかけたいわけでもない。次に彼女に会うなら、それに見合う力を、何があっても彼女と共にいられる力を身に付ける。そう誓って行動していただけだ。そして再び会った結果、彼女に愛あい想そをつかされるならそれはそれでしょうがない話である。

　もう一つ忘れては駄目なことがある。

　僕は僕なりにこの事態──彼女と別れる原因となった夢のことを調べた。その結果、ある一つの仮説に辿たどり着いていた。

　そして、僕らの夢を悪夢に変えたものの正体にも。

「あれ？　孝こう太た郎ろう君じゃないか」

　週末、僕が町へ参考書を買いに出かけた時に、公民館の近くで菊月清和に出会った。

　すっかり病気は治ったようで、今週末には退院するという。

「最近はほぼ健康体だから病院も退屈でね。もっぱら週末は外出許可を貰もらって、色んな人と交流を持ってるんだ」

　彼は心底楽しそうに笑った。

「四し季きさんの分も？」

「……ああ」

　僕は随分前に彼に赤あか羽ばね四季との思い出を話した。

　木実このみの行先を聞くための交換条件のつもりだったのだが、そうは上う手まく行かなかった。僕が同じ病院にいたことに彼も驚いていた様子だった。

「僕も、四季の夢を叶かなえてあげたいからね」

「夢……ですか」

「ああ、『皆に幸せな夢を与える』っていう夢を、ね」

「抽象的な言葉ですよね、夢って……いや、否定するつもりじゃなくて」

　批判的な言葉を言ったつもりはない。単に、概念の話をしたまでだったので、すぐに修正する。

「ああ、僕もそう思うよ。だからこそ、ちゃんとした形にしないとね」

　菊月清和は顔を曇らせるわけでもなくそう言った。

　赤羽四季の夢、か。それは、きっと今遠くにいる彼女も──。

「僕がここにいられるのも、彼女の──四季のお陰だと思う」

　急に真剣な眼まな差ざしをして、彼は僕の方を見る。

「これから彼女に貰った命を使って、世界を変えたい。僕も、木実のように頑張らないと」

　木実──彼女の名前を第三者から聞いたのは実に久しぶりだった。

「会いたい、かい？」

　不意の質問に今度は僕が真顔になる番だった。

「愚ぐ問もんかな。聞くまでもないね」

　彼の顔が優しそうな笑顔に変わる。

「退院したら、彼女に会いに行くよ」

　息が止まりそうだった。

「彼女は今ヨーロッパのとある国にいるんだ。で、近いうちに一いつ旦たん帰国すると思う。僕も旅行がてら彼女に会いに行く予定さ。その前に、もう一度電話するから、その時にでも君のことを──」

「なぜ──」

　今それを僕に？

「君たちには幸せになって欲しいからね。僕が一ひと肌はだ脱ごうかと思う。一時帰国する理由は学業のこととか家庭の事情とかで君には関係ないから、残念なことに君には会わないと言ってた。でも、君がどうしても会いたいというなら説得するよ」

「会いたいです」

「はは、即答かい」

　当然だ。僕は今、彼女と話したい。一刻も早く。

「君たちには、僕たちと違う、相応ふさわしい未来がきっとあるはずだ」

　そう言って彼は僕に右手を差し出す。

　僕はその手を──摑つかまえ、力強く握り返した。





　　　　※






　自宅の机の上に置かれた鳴らない電話。

　そう、僕の電話は彼女が去ってからほぼ着信のないまま埃ほこりを被かぶっている。

　夜──〇時に差し掛かるかどうかの合間。その電話がようやくの仕事に歓喜したかのように鳴り響く。

「もしもし」

「お久しぶり」

「……」

　その声は本当に久しぶりに聞いた彼女のものだった。

「──四季さん」

　赤羽四季の。

「ごめんね。彼女じゃなくて」

「……これは夢ですか？」

「夢──そうね。夢かもしれないわね」

　死人が現実に喋しやべることはない。つまりこれは、彼女がまた僕の夢に現れただけのようだ。

「──救ってあげて」

「荷が重いです」

「あなたは、やれる範囲でいいわ」

「そのつもりです」

「いい子ね」

　ふふ、という笑い声が受話器越しに聞こえる。

「気を付けて」

「……わかってます」

　──だから早く。

　という前に、彼女の声はかき消える。そして、本当の着信はその直後にあった。

　その名前を見て、僕は安あん堵どする。

　明日電話が掛かって来るはずの、彼女の名を。





　　　　◆






「久し振り！」

　まったく変わらない声色。間違いなくそれは冬ふゆ芽め木実のものだった。

「遅い」

「えーとそれは、時差的な意味で？」

　それは今の時刻が深夜〇時を過ぎようとしていることを言っているようだ。

「自覚があるならもう少し考えてくれ。……まあそういう意味だけじゃなくてさ、その……わかるだろ？」

「え～？　言ってくれないと木実わかんな～い」

「うざい。大体国際電話だろこれ、早く済まそう」

「何それ。熟年カップルの義理的なアレみたいな言い方なくない？」

「何だ、義理的なアレって」

「女の子の口から言わせるの～？」

　ほとんど親父おやじギャグみたいなことを言ってるくせに何をいうか。

「で、この会話は二回目なのかい？」

「……いや、初めて聞く内容だ」

「それはよかった」

　満足そうな彼女の顔が電話越しでも浮かんでくる。

　僕は先程の彼女の反応から考えていた一つの仮説を検証すべく質問をする。

「君は、そっちで夢を視みないのか？」

「う～ん、まったく見ないね。平和なもんだよ？」

　どうやら僕の仮説は当たっている。ポイントは、距離と『ズレ』だ。

　僕は、彼女と僕が夢を共有していたのではないか？　という仮説を立てた。

　つまりオリジナルの、僕が改変する前の世界は実は繋がっていて、同じ世界観を共有しているのだ。

　これは四季から分かれた夢の力であり、根っこが同じであることに起因する。

　そして、僕は夢を視続けていて、彼女は視られないということが重要だ。

　つまり僕らが見ていたのは──。

　僕は親が勝手に僕の部屋に貼はった世界地図を眺めながら考えをまとめる。大筋、間違っていなそうだ。

「提案だけど、ネット電話にしないか？　電話料金を気にしたくない」

「うん、そうしよう！」

　まあここだけは、一回目の流れと一緒だった。学生だし多少はね？




「おお、偉い！　カメラつきとはね！　わかってる～。久し振りだし顔が見たかったんだね、うふふ」

「違う、君が文句を言ったからだ」

　ＰＣを起動して、彼女と画面越しに向かい合う。

　まったく予定外の出費だった。ネット通話なんてマイクだけでいいだろと思っていたのだが、散々文句を言われたのだ。勿もち論ろん一回目の夢で。「女心がわかってない」だの「甲か斐い性しようなし」だの……。

「そういうのはネタばらしするんじゃなくて～。『君の顔が見たかったからね』ってかっこよく言っておけばいいんだよ？」

「それは夢の中で言ってみた」

「噓うそ!?　現実こつちに取っておいてよ！」

　このままこの馬鹿らしいやり取りを楽しんでいてもいいのだが、いい加減本題に入ろう。夢でも現実でも、時間は有限だ。少しだけ真ま面じ目めそうな顔を作って話しかけてみる。

「何で、連絡しなかった？」

「ん～忙しかったから？　いや噓とか誤魔化してるとかじゃなくて、単純に外国で馴な染じもうとか思ったら超大変なんだよ？　悪戯いたずらをするために言語の壁を乗り越えなきゃいけないし、文化の差も考慮しなきゃいけないし？」

「あのなあ……」

　何ど処こへ行っても変わらんことはもう十分に理解出来た。彼女が元気なのはいいことだが……。

「でも、寂しかったよ。私も」

　急に真剣な顔つきで言われてそのノリの差で思わず顔が熱くなる。

「あはは、照れてる？」

「……照れてるよ」

　もう正直に言ってしまう。隠しても意味がないからだ。

「……まあお察しの通りの理由だけど、君の安全とか、夢のこととか色々とね？」

　不安だった、とは一回目の夢でハッキリと聞いていたのでこれ以上突っ込まないことにする。

「でも、また話してくれる気になったのは？」

「それももう聞いてるんでしょ～？　いう意味あるの？」

「こっちでも聞きたい」

「あらやだ」

　まぁ、とワザとらしく手を口に当てニヤニヤと笑う彼女。

「昨日電話で説得されちゃった。菊ちゃんに」

　菊月清和──菊ちゃんと呼ばれる彼女のお兄さん的存在。

「生きているんだから、結ばれる努力をしなさい、なんて、すっごいエッチな言い方だと思わない!?」

　キャ～と顔を覆う素振りを彼女は見せたが当然のことながら見せかけのポーズである。

「大体私が君のことを愛していて、結婚して、子供を五～六人作るような前提で説得してくるほうがおかしいよね？　まあその情熱に負けて連絡してるんだけどさ」

「そうだね。二人でいいや」

　彼女の冗談に軽口で返したところ、今度は彼女の顔が真っ赤になる番だった。思わず心の中でガッツポーズを取る。

「ば、馬鹿言ってないの！　そういうのは二〇歳を過ぎてから！　責任とれる大人になってからにしなさい！」

　避妊具の箱に「性行為は二〇歳になってから」という注意文があったら物もの凄すごく興ざめすると思う。したことはないけど。

「で、実際に会ってくれる？」

「……それは、駄目」

　ハッキリとした口調で、彼女は拒絶した。

「ここまでお膳ぜん立だてして？」

「うん」

　申し訳なさが画面越しにも伝わって来た。彼女のテンションは露ろ骨こつに下がっている。

「……怖い？」

「……うん」

「夢を視ることが？」

「ううん。……君を、傷つけるかもしれないことが」

　結局、そこか。

「この後また夢を視なければ、君に悪いことが無ければ、それだけは報告して？　でも、実際に会うには、そういうことを色々クリアして……それで……」

「それって、いつ？」

　永遠に──来ないかもしれない未来。

　僕にはそんな気はなかった。未来は、強引にでも摑みに行くものだと悟ったから。

「待っていて、どうにかなること？　乗り越える気はないの？」

　もう、先ほどまでの呑のん気きな空気はどこかへ霧散していた。痛いほどの沈黙が場を支配している。

「僕が、何とかする」

　でも、僕はもう振り返らない。この機会を逃さない。

「そんなこと──」

「出来る。いや、する」

　必ず、彼女を──。

「……すごい、顔してる」

「……いつもこんな顔だよ」

　春はる先さき孝太郎という人物は意固地で頑固で偏屈な、仏頂面をしているのだ。

「やり直せる、と思うんだ。いや、やり直したい」

　全部さらけ出さないと、彼女はきっと振り向いてくれない。

「夢から醒さめて、ああ夢でよかったって思ったことがいくつもある。もう一回チャレンジ出来ることがどれだけの助けになるかって。でも君に会う直前までの僕は、夢を視ることが本当に面倒くさくなってた。同じことの繰り返し、変わらない日常の予習。でも、君がいてくれて……君の言葉を借りるなら『君だから』変わった」

　画面越しの彼女は黙って僕の話を聞いている。

「だから僕は、もう一度夢でよかったと思いたい。変えたい。君と過ごす夢を、また視たい」

「……出来るなら」

　彼女は下を向いて、何かを堪こらえるかのように声を絞り出す。

「出来るなら私だってそうしたい！　でも……でも……」

　涙を溜ためた顔で、彼女は僕に訴える。

「僕は──夢の中では君を説得出来なかった」

「え──」

「この後の科白せりふはこうだ。『夢は忘れられるものだから、きっと私のことも忘れられる』だ」

「──」

「非常に、馬鹿馬鹿しい」

　一刀両断に、その科白を斬きって捨てた。

「な、何よそれ。私は──」

「忘れられるか！」

「！」

「僕には夢も現実も一緒だ！　君と過ごした夢も現実も、全部が思い出だ！　全部ひっくるめて君と、その過ごした日々を愛してるんだから！」

「!!!!　……ちょ、ちょ……」

「もう一度言うぞ！　愛してるから、話を聞いてくれ！」

「あ、ああ……あの」

「愛し──」

「声大きい!!」

　急に画面が真っ暗に変わる。どうやら向こうから回線を切られてしまったようだ。

「……くそ」

　失敗か。

　誤魔化さず、本音でぶつかった結果がこれか。

　夢の中での説得は結局本音を出せず失敗に終わっていた。どうせ、上手くいかないならもうぶち当たるしかない──そう思って、崖がけから飛び降りるつもりで頑張ったのだが……。

　その時、通話音が再び鳴る。僕は急いで通話ボタンをクリックする。

「木実!?　……あれ、なんか背景違う？」

　画面の中の彼女は、物凄く怒った顔をしていた。

「……トイレの中だよ！　まったく、何あれ!?」

　どうやらノートＰＣごとトイレに行ったようだ。

「何だ、トイレ行きたくて会話切ったのか？」

「ちーがーう！　ＰＣから会話音がダダ漏もれだったの！」

　そういえば彼女はヘッドセットを付けていなかった。付属のマイクで話していたようだ。

「それ、問題だったのか？」

「そうだよ！　お父さんにガッツリ聞かれたんですけど!?」

　大問題だった。思わず頭を抱える。

「そもそも、君がヘッドセットつけてればよかったじゃないか!?　プライベートな会話なんだし……」

「壊れてたの、仕方ないでしょ！　それにお父さんいないと思ったらいつの間にか覗のぞいてて……」

　しかし、起きてしまった悲劇はもう仕方がない。

「……責任は取ろう。僕の両親にも何か吹き込んでいい」

「君のご両親に何で私が挨あい拶さつしないといけないの!?」

　よい交換条件だと思ったのだがあっさりと却下されてしまった。女心は難しい。

「……で、抗議の通話をしに？」

　彼女はカエルみたいに頰を思い切り膨ふくらませている。

「それもあるけど！　……なによ、もう、突然……色々、すっ飛ばし過ぎじゃないの？」

　今度は口をアヒルのように尖とがらせる。一瞬で両生類から鳥類に進化してしまった。そして数秒後にはもう人類に戻っていた。やはり進化論は真実であるらしい。

「もっとムードある言い方とか、場所とか、その……タイミング、とか」

「会わなきゃ言えないし、夢の中じゃ覚えてないだろ？」

「その……通りではあるんだけど」

　あーもー！　と叫ぶと彼女は天を仰いだまま動かなくなる。

「急に……男の子になられても、ずるい」

　その姿勢のまま彼女はそう呟つぶやいた。

　褒められたのだろうか？　一応その物言いからは、現状で彼女より上を行っている、という認識を持ったのだが。

「で、返事は？」

「急せかさないでよ、こんな大事な……。もう、もっとこう、色々試行錯誤とか、悩むとかないの？　いきなりだと反応出来ないじゃん」

「それを言うなら君も悪戯とかそういうことで他人を試さないほうがいい。試したところで何も生まない。僕は学んだ。他人の気持ちを知るためには回り道しても、いいことはない」

「それは私の場合だけでしょ！」

　彼女は、もう！　と怒ったように拳こぶしを握るが、しかし……。

「つまり、ＯＫ？」

「不本意、ながら」

　彼女は顔を耳まで真っ赤にしてそう答えた。




「じゃあ、こっちに来たら会う、それでいいね？」

「うん、仕方ないなあ……彼氏の頼みだもんね」

「ニヤニヤして気持ち悪いんだが、何か僕の顔についてるのか？」

「本気で怒られたい？　それとも……」

「あ、いやいい」

　危険を察知して早々に切り上げる。

「あのさ、会うのはいいんだ、でも……」

　そうだ、肝心の問題は解決していなかった。

「何事も無ければいい。この数か月のことで時が解決しているなら。でもそうじゃないなら、僕らは何か行動に移さないといけない」

「何事も、無ければ……」

「でも、それはありえない」

　僕は断言する。

「言い切っちゃうのそれ？　救いは無いんですか？」

　アーメン、と胸の前で十字を切って彼女はおどける。

「断言出来る。そして、ほぼ僕は確信を持った。この事態の元凶に」

　彼女は目を剝むいて僕の方をマジマジと見た。

「ほん……とうに？」

「ああ、ここから話すのはただの仮説だ。君が残した日記。そして君がうっかり残したのか、それともワザとだったのかわからないけど……この『赤羽四季の日記』が、僕の疑問を解決する手掛かりになった」

　僕は彼女の日記と共に置かれていた、古いノートを取り出し彼女に見せた。

「お姉ちゃんの……」

「長くなるから、心して聞いてくれ。この後清和さんがやって来て、君が帰国するまでにやらなければならないことを教えるから。まずは……」

　僕はそこで言葉を区切る。

「早めにトイレを出た方がいい。お父さんに、大きいほうだと勘違いされる」

「バカ──────────────！」

　なぜか今日一の音量で、怒られた。












　燃える。

　どこまでも燃える街。

　もうどうしようもない。

　もうどこにも逃げられない。

　永遠の孤独。

　消えない悪夢。

　僕の住む町が燃える。彼女の好きな町が燃える。

　すべてが灰かい燼じんに帰し。すべてが夢と化す。

　その光景を僕は彼女の好きなあの病院の墓地から眺めている。否、眺めることしか出来ない。すべてこれは、終わった後の光景だ。

　冬ふゆ芽め木実このみの帰国する日。そう、これは彼女が視みる、この世で最後の──。





　　　　◆






「遠かったでしょう？」

「ああ、流石さすがに病み上がりにはきついね」

　菊きく月づき清きよ和かずは日本に帰国前の冬芽木実と空港で会っていた。

「この後すぐ出ちゃうから、わざわざこっちに来なくても良かったのに」

　もうすぐ機上の人になるから、と彼女はここまでやって来た彼に言う。

「いや、急に怖おじ気けづいてしまうかもしれないだろう？　彼氏に会うのをさ。だから旅行がてら、兄代わりとして監視に来たんだよ」

「……」

「おや？　否定しないんだ？」

「え！　いや……あ、はい」

「……おめでとう。それは何より」

　顔を真っ赤にした彼女を、彼は先程買った紙コップのコーヒーを一口啜すすり、笑う。

「もう大丈夫みたいだね」

「……うん、頑張って、みようかなって」

「ああ、高い買い物だったなあ」

　嘆なげくように彼は大げさな動作で天を仰ぐ。

「だから来なくても良いって言ったのに！　……ごめんね、遅くなって」

「いやいや、冗談だよ。……色々、目に焼き付けたかったからね」

　実は彼は一週間以上こちらに滞在している。冬芽木実にはもう少し早くアポイントを取りたかったのだが、彼女の都合がどうしてもつかず、結局このタイミングになってしまった。

「ほら、あれが君の乗る便かな？」

「うん、そうだよ」

　知っているさ、一回わざわざ乗ったんだから。彼は彼女に言わずに窓から見える飛行機を指さす。

　座席番号も確認してある。今ロビーにいる人間も把は握あくしている。同乗者の確認は何より精度を高めるだろう。彼はこの先のことを考え、ほくそ笑む。

「時間か……僕の便の方が少し先だね。じゃあまた、日本で」

「うん！　またね。菊ちゃん」

　笑顔で別れる二人。しかしその心持は白と黒、両極のそれ。決して交わらない夢が、お互いを隔てていた。

　──二度と会うことはない。

　お前たちの終わりを、僕は見る。

　その監獄で、その空の檻おりで、お前は死ぬ。

　彼は幸せな夢を機上で見た。





　　　　◆






　暖冬だった上に、時期的にはもう春が近づいているというのに、今日はいやに寒い。

　生暖かった風も木こ枯がらしに変わり、急激に冷え込んでいる。

　今日という日が平へい穏おんに済めば、僕らの未来は拓ひらける。

　この先の運命を変えられるかどうかは……もう……。

　僕は天を仰ぎ見る。

　今は現実。もう、後戻りは出来ない。すべての賽さいは投げられた。

　冬芽木実の帰国は、今日だった。

　僕はあの小高い丘を目指す。

　あの日──お見舞いするはずだった彼女に供える花束を持ち、一歩ずつ、確実にそこへ至る階段を昇る。

　吹き抜ける風が顔に当たることが、頂上へ出たことを証明する。

　いる。

　夢で視なくとも、いるであろうことを確信していた。

　彼はきっと、ここで待っているだろうと。

　だって、終わらせるなら僕だってここを選ぶだろう。

　眼前に蹲うずくまる、一人の男性の姿を認める。

　今日、倒さなければならない男の名を僕は口にした。

「──清和さん」

　彼は蹲っていた身体からだを起こし、幽鬼のようにゆらり、とこちらを向いた。

「お帰りだったんですね」

「ああ、先の便でね。もうすぐ、彼女も帰って来る」

　菊月清和はヨーロッパで冬芽木実に会い、一足先に別の便で帰国したようだ。

「世界は、どうでしたか？」

「美しい街並み、美しい風景、見たことのない様々な……ああ、とても──」

　そこから先の言葉を彼は紡ぎだせずに押し黙る。

「つまらなかった」

　彼は焦点の定まらない瞳ひとみでそう語った。

「彼女のいない世界は、僕にはずっと灰色だ。くすんで、何も色がない。つまらない、本当に」

　彼の独白には、何も感情が籠こもっていない。本当に虚むなしさしかないことがわかる。

「僕が、自分の病気が治って、どう思ったかわかるかい？」

　──絶望さ。

　彼は吐き捨てるように、そこで初めて感情を露あらわにする。

「医者は『治ります、よかったですね』だとさ。何がよいものか？　彼女のいない世界から解き放たれ、彼女と同じ世界に入れる。それがどんなに待ち遠しいことだったか、君にわかるかい？」

　僕は答えない。いや、答えてはいけない。そんな感情、少しでもわかるとは軽々しく言っては駄目だと本能が告げている。

「……自ら死なないのは、なぜですか？」

「約束だからね、彼女との」

　赤あか羽ばね四し季きとの。

「最後まで自分の生を諦あきらめない。それが彼女との約束であり──僕に対する『呪のろい』だよ」

　灰色の世界で独り生きるという、ね──と彼は付け加えた。

「半身を失ってもなお、生きる意味を失ってもなお、僕は生き続けなければならない。天国にも、地獄にもいけず」

　──だから。

「だから、世界を変えるしかない」

　彼の瞳には、狂気が宿っていた。

「来ると思っていたよ」

「……視たんですか？」

　夢で──。

「いや、視たんじゃない。見せた、かな」

　くくく、と彼はくぐもった笑い声を上げる。

「もっとも、君には少々手こずったけどね。君は、僕の夢を上書きしてしまうから」

　わかるかな？　という仕草のように彼は自身のこめかみに指を当てる。

「説明がいるかな？」

「いえ、大体は把握しましたから。これで──」

　僕は彼に古びたノートを取り出し見せる。

「赤羽四季さんの、手記です」

「ああ……」

　彼は慈愛に満ちた顔で僕の手元にあるそれを見つめる。

「彼女にはいくつか夢に関する力があった。僕らはそれを分割して受け渡された。そういうこと、ですよね？」

「そう……そうだ」

　悲しむような、遠く、手の届かないものを見るような瞳で彼は呟く。

「返してくれるかい？　それは……」

　能力を？　それともこの彼女の手記を？　どちらとも判断がつかないまま彼の手は僕に伸ばされている。

「すべて終わった後、ちゃんと然しかるべき人の元へ返します」

　手帳のことだと勝手に判断し、僕は彼の提案を一いつ旦たん拒否する。

「まあ、詳しい内容は省略しますが、これを読めば彼女、冬芽木実に何らかの力が渡されたことはわかります。そしてそれは──僕もですが」

　今はまだ、話す段階ではない。

　改めて彼の顔を見ると、それはもう醜く歪ゆがんでいた。

「この日記を贈った彼女──赤羽四季が木実に言いたかったことは、未来は変えられる、ということです」

　僕は彼の目を見み据すえて対たい峙じする。

「変えれると、思うのかい？」

　薄笑い。嘲ちよう笑しよう。明らかな、憎悪。それは僕に向けられている。

「必要ならば」

「無駄だ」

　──もう、遅い。彼はそう吐き捨てるように言った。

「木実の夢は実現する。変えられたのはお前がいるからだ。夢を変えられるお前が、あいつの傍そばにいたから。だからもう、無駄なんだ。もうすべて、終わっている。君は見ただろう？　この後の光景を、この後の惨劇を、それを見てなお、ここにいられるその幸せそうな頭が僕はたまらなくムカつくよ。それとも、一緒に見たかったのかい？　この夢の結末を、さ」

　勝ち誇ったような笑顔。

　彼の視線の先は遙はるか上空。そう、彼女がやって来るであろう西欧の方を向いている。

「なるほど、機上ですか」

「そうだ、良く気付いたな」

「そこまで言われて気付かないほうがどうかしています。飛行機内で彼女が夢を視れば、僕には手出しできない。日本に来た時には確実に作動する爆弾のような夢。そういうことですよね？」

　だから彼は外国まで行ったのだ。彼女を追って。

「現地で見せないと意味がないからね。僕の能力にも範囲がある。お互いが近い距離にいないと、それこそこの町の大きさから逸いつ脱だつされるとほぼ発動しない。だから、あいつが海外に一旦家族旅行で出かけた時には失敗したからな」

　執しゆう念ねんだな、と思う。こんな奴を救う価値は正直言ってないと思うのだが、それでは彼女が、赤羽四季が悲しむ。何とも損な役回りだな、と己の身の上を嘆く。

「お気づきの通り、あいつの──木実の見ている事件の起きる夢は、僕が見せているものだ」

「いつからですか？」

「少しずつ、さ。あいつも気付かないほどゆっくりと、試行回数を上げていった。そもそも僕の能力は穴が多い。単に想像した未来を押し付けて見せるだけの、大した意味のない能力さ。冬芽木実以外の人間にとっては」

　あいつの見る夢は──。

「実現する、確定した未来だ。だからこそ俺の見せる夢は機能するはず、それがこの計画の起点だった」

　──医者に治ると言われたあの日から。

「初めは小さなことから彼女の夢に侵しん食しよくしていく。それこそパン一枚食べたかどうかの差から、どれだけの影響を与えていくのかを、何年もかけて実行していく。ゆっくりと、慎重に、気取られぬように」

　彼の言葉に熱が籠る。

「夢で視たことをトレースさせられるようになったのは、本当に最近の話だ。対象を深く理解し、周囲の環境も押さえる。僕のノートＰＣを覗のぞくものがいれば、冬芽木実のストーカーとして勘違い出来るだけのものが貯蔵されている」

　──僕が、彼女の神なのだ。彼はそう呟き、僕を見下ろす。

「町のことも、彼女のことも、近づく人物のことも、事細かに調べ上げていく。来院の度に彼女から嬉うれしそうに受ける報告は、僕が想定したものにどんどん近づいていく。彼女は僕という神の、運命の奴ど隷れいに成り下がった。そのことがわかった時に僕はこの世に生きていて二番目によかったと、心から思ったよ」

　──一番は当然、四季との一時だが。その言葉に皮肉の一つも返したくなるが、今は我慢だ。

「生を謳おう歌かしている木実が妙に憎らしくてね。そこに君という存在が現れた。しばらくは静観していたよ。でも、どうやらこれはおかしいと気付くまでに、そう時間は掛からなかった。僕の夢が、変えられていったのだから。もちろんすぐに原因を探った。そして、君の正体に、気が付いた。君が、あの時の交通事故の少年だと知った」

　僕の忘れていた記憶。あの事故での入院に、彼も気が付いているであろうことは分かっていた。だからこそ、僕は標的になったのだ。

「そしてつけ狙ねらった。君の命を。それをよくもまあ耐たえ凌しのいだものだね。感心するよ」

「僕の夢にも何か手を加えようとしましたよね？」

「ああ、したな。両方を弄いじれるなら確度は更に上がるはずだ。でもかなり難しい。木実の夢をかなり強固な、回避不能なものにでもしないと君は上書きして回避してしまう。それだけその力が強いのか、それとも……」

「それは、僕の経験の賜たま物ものですね」

　夢に対する回避行動は、彼の経験に匹敵し、決して劣らない自信があった。

　僕の言葉に彼は笑顔を歪める。

「なぜ、木実のことも？」

　それは木実の命を狙ったことを指していた。最初の看板が落ちて来た事故だ。

「ああ、あれでは死なない予定だった。君の力を確信するための、最後の試験だったと言ってもいい。成功しても失敗しても、僕の目もく論ろ見みは達成されるんだから」

「僕を襲ったのも、清和さんですよね？」

「ああそうだ、そういう役回りは、他人に預けるのは難しいからね。よく知る人物を即席で……となると自分がやるのが一番いい。君をどうしても、排除したかった。時間があれば、もう少し別の手段も取れたが、毎週のようないたちごっこではそれにも無理がある。危険を承知の苦肉の策さ」

　まったく、手間を掛けさせやがって、という彼の心の声を僕の耳はガッチリキャッチした。

「いつから、気が付いていた？　いや、どこまで知っているんだ？　四季の手記で能力の存在に気が付けたとしても、僕の暗躍に気付き始めたのはいつだったのか聞かせて欲しいところだね」

「木実の日記ですよ。それには僕に出会ってからのことが書いてあります。何が起きて、何をしたか。そして、誰にそれを話したか、まで」

　彼女が僕に残した日記。あれが僕に全ての謎なぞを解かせる切っ掛けになった。

「木実の視た夢が原因の事件を調べなおしました。……どの事件も、大きな事故事件が起きた割には怪け我が人にんが少ない。というか、それは全て、彼女の関係者だけです。これは単なる偶然か？　いえ、僕は違うと思いました。そして仮説を立てたんです。『知り得る範囲でしか、影響を与えられない』のではないか？　と。彼女の周囲の情報を探れる人間なんてそうはいません。単なる、消去法です」

「それで迷いもなく、僕か。だが、正解だ。それは前述の僕の能力の説明と合致している。知らないものは傷つけられない。だからこそ、下調べは重要なのだよ」

　食えないガキめ、と薄笑いのまま彼に睨にらまれる。

「執念、ですね」

「そう、執念──いや、これが愛だよ」

　愛、その言葉が何の躊躇ためらいもなく彼の口から選び出される。

「おかしいと思うかい？」

「ええ、とっても」

「残念だ。君とは一生分かり合えまい。いや、分かり合う必要すらない。君は、僕の最も大事なものを奪ったのだから」

　淡々とした、しかし確実な悪意。彼はそれを僕に投げつけてくる。

「僕は明日の夢を視れない。僕だけが隔かく離りされたんだ。彼女の世界ではなく、外の世界に。流石に恨んだこともある。どうして、こんな能力を僕にって。だが、今は感謝している。だからこそ、僕はやりたいことが出来る。彼女の夢を通して、ようやく僕は再び彼女と繋がれた。だけど君は──いや、春はる先さき孝こう太た郎ろう、お前は」

　許さない。その言葉に支配された彼はもう、妄執の虜とりこだ。

「返して貰おうか」

「日記をですか？　それとも……」

「能力だ。お前が、四季から奪った」

　いい加減、そのイラつく無表情な顔を崩して貰わないとな。

「奪った覚えはありません。単に、気が付いたら備わっていただけです」

「うるさいコソ泥が！　お前が奪ったんだ。俺と、彼女の──」

「……『夢を変える能力』ですか」

「そうだ、それがないから──彼女は死んだ」

　現実を変えることなく、夢で視たままに。

「お前が病院に来なければ──」

　夢を変える。一口に言うとルートを変更するようなものだ。いくつかある可能性、それを選び取れるようになる。ただし、四季本人もどれが正解かなんてわからないと言っていたが。

「これだって、別に万能なものではないと思いますが？　現実の中で選び取る可能性が多少増えるだけの、取り立てて便利なものじゃない」

「言い訳はよせ。それが無ければ何も出来ないのも事実だろう？」

　男は諦めたように肩をすくめる。

「交通事故で、そのまま死んでいれば」

　無表情の男はあくまでも無表情のまま補足する。

「四季お姉ちゃんに会うこともなく、能力を貰うこともなかった、ですね」

「そうだ！」

「今更返しても、彼女は救えません」

「いや救えるさ」

　──世界を、夢に。夢を、世界に変えて。

「この腐った、彼女の、赤羽四季のいない世界を」

　どうやら終わりが──近づいていた。

「塵ちりに還かえす」

　彼との、対決が。




　さて、事態は予想より深刻らしい。

　らしい、という現状認識も甘い可能性は多分にあるが、僕は元来楽観的な人間だ。それは単に、なるようになるさ、という諦めに似ているのだが。

　さて、まだいくつか疑問はあるが、問い質ただしたところで意味があるのかどうか僕にはわからない。次の質問を最後にしようか──。

「僕を、最終的に殺さなかったのは？　諦めたでしょう？」

「木実が外国に行ったからな」

「答えになってません」

　僕の即答に多少面食らった様子で彼は口を開く。

「殺そうと思えば夢の力なんて借りずとも来ればいい。まあ予よ知ち夢むで予想されてしまうから手出しがし難にくいとか、色々あるのかもしれませんけど」

　僕の力だって万能ではない。やろうと思えば僕の就寝時間を狙えばいいのだ。まごまごと手をこまねいてなぜ待つ必要があったのか？　そこには当然彼なりの事情があったはずだ。それは──。

「絶望して貰わないと、困る」

　彼は気付いていたか、という顔をする。そこで僕はようやく彼の本心に触れた気がした。

「殺してもしようがないと思い返しただけだ。お前自身が絶望し、赦ゆるしを請うぐらいでなければ」

　人生においてこれほどの悪意をぶつけられた経験はない。それぐらい息苦しさを感じる。とはいえこちらも表情は崩さない。こういう相手は弱みを見せてはいけない。何に付け込まれるかわからないからだ。それに、今更ジタバタしてもしょうがない。もう勝負そのものは終わっているのだ。それがどちらに転ぶかは、わからないとしても。

「僕の力も当然範囲がある。というか、基本的にこの夢の力は外国のような遠すぎる場所、知らない場所などには及ばんよ。せいぜいがこの町くらいの範囲内だ。お前は試したことは？」

「ないですね。必要ありませんでしたから」

　産まれてこの方、日本から出たことはない。そもそも引きこもり体質で旅行もろくにしたことがない。必要ないことはしない主義だ。ただ、木実が外国で上手くやっている以上、当然影響はなかったのだろう。

「お前を殺すなら、あいつの、木実の夢が相応ふさわしい。そう思ったまでだ」

　予感が当たったことに──僕はある種の安あん堵どを覚え、そして自分の体質を呪った。

「お前に書き換えられるか、未来を？」

　彼は天を指さす。

「止めれるとでもいうのか!?　墜おちる飛行機を！　燃え盛る町を！　何も出来るはずがない！　何も出来ることは無いんだ！　自分の無力さを呪え！　叶かなわぬ夢を抱いて死んでいけ！」

　勝ち誇る青年の影は深く、昏くらい。





　　　　◆






「死にたくない」

　そう涙した四季。

　今までいくつもの人間を送り、ついに自分の番を迎えたその時に、彼女はようやく自分自身の恐怖を吐き出した。

「僕が──」

　いるから。

　彼は彼女の肩を抱きしめながら、強く、強くそう願う。逝いかないで欲しくて、この世にとどまって欲しくて、今だけは──。

「夢なんて、視たくない」

　言ってはいけない、その一言を彼女は少年に告げてしまう。

「僕が、見せてあげる」

　少年は誓う。

「君が視たい、夢を」




「永遠に、こないんだ」

　彼女との未来は。

「彼女との、幸せな未来は」

　いや──。

「僕のことはいい。僕は地獄に落ちて構わない。だけど、どうして彼女は駄目なんだ？　どうして彼女は──四季は幸せになれなかったんだ？」

　理不尽だ。何もかもが。

　この世のすべてが。

「だから、消すんですか？」

　それこそ、子供じみた──。

「そうだ、子供だ」

　否定などしない。

「僕は、いや、僕らは子供だ。ずっと、あんなところに縛られて、箱庭しか知らない子供だ。そしてそれを取り上げられ、駄々を捏こねるだけの、な」

　彼女のいない、この世界を。

「愛する人がいない世界を見ることが──明日の夢を視ることが絶望なら、人はどうなると思う？」

「死にたくなります」

「そうだ」

　その点だけは、こいつと分かり合える。そのことが腹立たしい気分を増幅させる。

「明日の夢を視ることが絶望なら、人は死ぬ。大事な人がいない未来を人は生きれない、僕のように」

　生きながらにして。

「あの日、彼女が死んだ日から僕も死んでいるんだ。だから、君たちには、そういう罰を受けて貰わないと」

「彼女を、殺す気ですか」

「ああ、彼女の選択は正しかった。君から離れたことは、君を守るための最善の選択だったんだ」

　空を指さし勝ち誇る。

「ここまで言えば、僕が彼女に会いに行った目的は、わかるだろう？」

　木実に会い、現地で夢を視させるための準備をしてから、一足先の便で帰国した。

「ちょうど、二時間遅れの便だ」

　君も見たはずだ。あの町を焦がす、火の光景を。

「いい夢は見れたかい？」

　その為だけに、今日という日の為に準備を重ねたのだから。

　退院後は人々との交流を絶やさず。

　町を廻り、キャンバスにその風景を残し。

　この町で知らないことはないぐらいに精度を高める。

　向こうの飛行場。彼女の実際に乗る便を把握する。

　乗客も可能な限り、ロビーで見つけておく。飛行機を一台落とすのだ、やれることはやらねばならない。

　ある程度は死なないで不時着する予定だ（多くても少なくても、不自然な事故になれば夢が成立しない可能性もある）。そもそも知らない人間の生死は弄れない。但し、生き残った乗客が降りた後は大爆発する。その後は簡単だ。『この町の被害』は弄りやすいのだから。

　崩れる街。燃え盛る家屋。

　木実は逃げられない。否、飛行機の中で朽ちる。

　木実はそれを、ただ飛行機かんおけの中で悟るだけだ。

　四季のように、変えられない未来を絶望の檻の中で迎える。それこそが、ふさわしい罰だ。

「君たち二人に、な」

　さあ、絶望しろ。

　もう機上にある彼女の未来は変えられない。いくらお前に未来を、夢を変えられる力があっても、もう及ばない。既に、夢は視た後だ。

　しかし、目の前の男はサッパリとした顔で空を眺めるだけだった。

「いい天気ですよね」

「──あ？」

「こんな日は、昼寝したくなりますね。もう何年もしてませんけど」

　何の話だ？

「絶望はしませんよ。残念ながら」

　その男は──春先孝太郎は、これでも、表情を大きく変えることはなかった。

「諦めた、のか？」

　違う。わかる。こいつは、何か──。

「あなたが冬芽木実に見せるべきだった未来は、あなたが赤羽四季と送るはずだった未来を心に大事に抱いたまま、強く別の人生を歩みだす姿だったのではないですか？」

「はっ……わかったような口を──」

「だって、あなたは後悔している」

「──」

　何……だと。

「もっと早く、気付いて上げられなかった自分に」

　こいつ──どこまで。

「木実の能力に気が付いていれば、四季さんが死ぬ前に、死なない未来を木実に預けてさえいれば、彼女を救えたはずだと？」

　それは──。

「四季さんがあなたに初めて弱音を吐いたことを、彼女はずっと後悔していました。『彼を夢に閉じ込めてしまった』と」

「噓うそを言うな！」

「本人の弁ですよ。偶たまに、会えますから」

　夢で──。そう言ってこの男は遠い目をする。その瞳の中に、一瞬だが四季を見た、気がした。疑いたくなる自分よりも、はるかに信頼できる何かを。いるのか、そこに？

「夢を他人に預けてしまったことを後悔している。あなたにも、木実にも、そして僕にも。それを後悔していた。全部抱いて自分だけが死ねばよかったと」

「そんなこと──」

「他人を幸せにしたかったのに、不幸にしてしまったことを」

「でも、あいつは！　四季こそが！」

「そうですね。幸せにならなければいけなかった。そう思います」

　誰よりも人の幸せを祈った少女を救える、その可能性はあったのに。

「気付いたはずです。いや、気付いてなければおかしい。それをあなたは誤魔化しているだけだ。だから、全部……」

「うるさい！」

　黙れ。

「夢は実現する。あなたの思った通りに、でも──」

「もう遅い！」

　そうだ、墜ちるんだ。

「僕は──明日など夢見ない！」

　こんな町など、見たくないから。

　救えなかった自分を許せないから。

「お前だけが、ずっと見続ければいい！　この場所で！　永久に！　死ぬまで！　何もない世界を！」

　僕は隠し持っていた毒薬のカプセルを取り出す。

「僕はお前の絶望する姿を、町が燃える姿を見たら大人しく消える。もうすぐだ、そろそろ彼女の飛行機が、来る」

「来るでしょうね、でも」

　──その前に、と前置きをしてその男は、信じられないことを口にした。

「誰の──夢だったんでしょうか？」

「何？」

「僕と、彼女の視ていた夢は」

　唐突にこいつは何を言っている？

　木実が奪ったのは四季の夢。あいつが見ていた変えるべき未来。木実のものなんかじゃない。あいつの──。

「それは四季から奪った明日のゆ──」

「そう、明日の夢。オリジナルな、明日の世界。でもそれは木実の夢じゃない」

　そうだ。その通りだ。だから僕はあいつを許さない。返して貰う。全部、今も眠る四季の骸むくろと共に──。

　──まて、よ。

　奴の肯定の言葉に一瞬だけ得た満足感が、急速に萎しぼんでいく。──まさか、いや、そんな馬鹿な。

　見落とした可能性に気付き愕がく然ぜんとする。

　いや、そもそも見落としていたのか？　その可能性から僕は目を背けていただけではないのか？

「そうそれは、四季さんの夢。つまり──」

　四季かのじよは──『日本』で眠っているから。

「明日の夢は、四季さんの夢なんですよ。この地で永久に眠っている彼女は日本でしか夢を視れない。だから、木実は明日の夢を視れなくなったんです」





　　　　◆






「──時差、か」

　ポツリ、と呟くように清和は言う。ようやく彼も気付いたようだ。

「そうです。木実は日本の日付でしか明日の夢を視られない。これが彼女が明日の夢を見なくなった原因で間違いない」

　僕らは同じ夢の世界を見ている。それは、死後の四季が視る『日本時間の明日』の夢なのだ。つまり、日付変更線を跨またいだ外国ではそもそも視られるはずがないのだ。

「そしてそれは──あなたの見せる夢にも同じことが言えます」

　彼は激しく歯は嚙がみをして僕を睨みつけている。どうやら僕の言いたいことが彼にも伝わったようだ。

「取得した便は、僕の指示です」

　彼女に指示した内容は簡単なものだった。飛行機の時刻を僕が指定しただけだ。そして、キャンセルは絶対されないようにと、彼女の使う旅行会社のサイトのＩＤなどのパスも把握して、すべて僕が管理した。

　あとは、出発前の前日まで彼に会わないことを言明しておいた。ともかく理由をつけて会わないようにしろと、帰国の数時間前ならいいから、と。

　当日の行動を操られてしまったら僕には対処出来ない。それにもし、彼が気付いていた場合、便がキャンセルされるはずなのだ。

　心配が杞き憂ゆうに終わったことをサイトで知り安堵したのは少し前の話だ。

　さて、解説の続きをしよう。

「例えば、彼女が出発した便が一八時だとしましょうか。日本との時差は九時間あるとして日本は午前三時。一二時間後に到着する時は午後三時です。では──」

　それでは、彼女が寝た時刻が〇時を超えていた場合、視る夢は明日ではなく「明後日の夢」になってしまうのだ。

「そういう便を指定しました。日本へ来るために確実に日付を跨ぐ便を」

　一応自分自身の身体で実験はしている。木実にも適用されるはずだ。

「時刻が変われば明日の夢は視られない。あなたは明日の夢が視られないからこそ情報に不備があった。試したことも、ないのでは？」

　果たして彼女はいつ寝ただろうか？　搭乗直後に寝られたら、お手上げなのだが、それだけが気がかりではあった。『寝るなよ、出来るだけ』とは伝えてあったが果たしてどうだろうか？　前日から行動を弄られたら敵かなわないので、出発前にこちらから彼女にビデオ電話などをしまくって確認した。どうもそのせいでお義と父うさんに『ずいぶん愛されているな』と勘かん繰ぐられたらしいが、事実なので問題ないだろう。

「はっ……そういうカラクリか」

　で？　という顔で睨みつけられる。

「失敗したかもしれんな、だが、これで終わりじゃあない」

「また、仕掛けると？」

「ああ、何度でもな！　俺が生き続ける限りお前らは……」

　永遠に──結ばれない。

　最後の抵抗の様に彼は叫ぶ。

　負けを悟って尚なお、それを認められない子供の様に。

　だからこそ、認めさせる為にやることは多い。面倒くさいが、全部潰つぶしていく。一つ一つ、計画的に積み上げて。彼女がそうだったように。

「何度だって見せてやるさ！　変えられるとはいえお前の夢にだって幾らか影響は与えられるんだ！　町で偶然僕に会ったと思ってるのか？　あれだってこっちが弄った結果なんだよ！　いつかお前らの寝首を掻かいて……」

「仕方ない。やりたくないですけど、その場合の策も実行済みです」

「はあ!?　何をいい加減な……」

「簡単なことですよ。今も実行中です。あなたが帰国したばかりの今日に関しては平気でしょうけど、万が一、僕が操られるのも癪しやくだったので」

　なぜなら。

「寝てません、からね」

　僕は欠伸あくびをかみ殺して、そう答えた。

「僕は、あなたの視る夢に、興味はないから」

　そう、僕は寝ていない。今回は夢すら見ずに此こ処こにいる。

　万が一を考えたのもあるし、本当に、興味がなかったのだ。彼の描く、明日の夢に。

　仮にそれが実現していたとして、二度も敗北するのは気分の良い物ではない。負けるなら、一度きりで十分だ。

「ようは時刻をずらしさえすればいい。寝るのは深夜遅く、起きるのは正午過ぎ、みたいなのがベストです。明日の夢を視れないように睡眠時間をずらす、意識すればそれだけで実は簡単に防げます。彼女が日本を発たつまでの間はそうして、将来的に僕らは揃そろって海外に移住すれば何も起きない。それで幸せに結ばれます。まだ、何かしたいですか？」

　無駄だ、という最さい後ご通つう牒ちようを彼に告げる。

　彼は俯うつむいたまま動かない。

　そう、もう彼は負けている。ただ、諦めきれないだけなのだ。

　さあ、どう出る？

　彼はもう将棋で言うところの詰みだ。逃げ場はない。やれることもない。

「そうか」

　今まで激しく燃えていた彼の中の黒い焰ほむらが、消えたような気がした。

　彼の顔にはもう、表情がない。

　──諦めた？

「そうか、ふふ、そうか」

　独り言のように、彼は呟く。何か、嫌な予感がする。

「わかった。ありがとう孝太郎くん」

　予想外の言葉が彼から発せられる。感謝されるようなことは何もないはずなのに。

「いいとも、君たちは幸せになるがいい。僕は、もっといい方法を思いついた」

　──ああ、『気付かれた』。

　話していた時から一いち抹まつの不安はあった。しかし、話さなくては解決しない。もう一山、越えるべき山が出現したことに僕は戦せん慄りつする。しかも、それは、彼がある意味では、最も幸せになれるかもしれない方法だ。

「これはね、毒薬だ」

　彼は僕に見えるように小さなカプセルを取り出す。

「終わったら四季の元へ逝いこうと思っていた。だから負けた今、僕はこれを飲むべきだ」

「──それは、お勧めしませんよ」

「ふふ、どうして？　君たちは、何ともないのに？」

「見せる気、でしょう？」

　勝ち誇るでもない。彼は、ただ淡々とやるべきことを見つけた目をしている。

「ああ、僕の夢を、四季に」

　彼は愛いとおしそうに、目の前の墓石を撫なでた。

「ああ、死んでも明日を夢見ているなんて、可か哀わい想そうに」

　──この世にいなくても。

　──自分がいなくても。

「その世界を見続ける。なんて、残酷なんだろうね」

　──やはり、終わらせないと。

　まるで独り言のように呟き続ける彼はもう、僕を見ようともしない。既に心はここにない。

「止めよう、四季。僕が君に夢を見せてあげるから。永遠に、ずっと」

　──君の望む夢をあげるから。そう言って彼はカプセルを口にしようとする。

「駄目だ」

　彼が死ねば──。

「この町の未来だけを見ている四季。それに直接干渉すればいい。ああ、盲点だった。君にそれを見せればよかったんだ。それだけで、未来はいくらでも変えられたんだ」

　薄く笑う彼の表情は確信に満ちていた。

「死者に、夢を見せるなんて出来ると思うんですか？」

　思い止まらせようと言った言葉、だが。

「君は言ったじゃないか。偶に、会っている、って。四季は死んだ後もいる。なら、僕が死ねば、会えるところにいるんだ。だから僕はこれから会いに逝くよ。彼女に夢を見せに」

　迂う闊かつだった。

「噓かもしれませんよ？」

「いいや、それはない」

　断言、確信、妄執。彼を説得するには噓ではもう無理だった。

「彼女に見せよう。僕が描く未来のこの町を。明日の破滅を。ああ、四季」

　やれるかどうか分からないことに、彼は全すべてを投じている。確信のない未来も、彼の中では最も早はや実現する未来になっている。このままでは、駄目だ。それでは──彼が死ねば、お姉ちゃんは救われない。

　彼は直接この地に眠る赤羽四季の夢に干渉する気だった。

　明日の夢そのもの。固定される未来の可能性に。それを僕が覆すのは、相当に困難だ。

　僕らが視なくても、それは何もしなくても実現してしまう。

　そしてそれを果たし彼は死んでいく。しかしそれで救われるのは彼だけだ。彼の間違った、自己満足なのだ。

　もう残された方法は、僕の一番嫌いな、あれしかなかった。

「そんなことを、彼女は願ってない！」

「黙れ！　お前に四季の何がわかる！　僕の何がわかるっていうんだ！　僕は幸せになる。彼女と一緒に朽くち果はてる！　それが──」

　今にもカプセルを飲もうとする彼に、僕は持って来ていた古いノートを投げつけた。

「!?」

「明日のことなんて、知らないほうがいい」

　最後に彼を説得するのは僕では無理だ。

　最後に彼を納得させ、間違いを認めさせるのは、彼女しかあり得ない。

「元々、苦手なんだ。他人の感情に想いを馳はせる、とか」

「……なんの話だ？」

「他人と関かかわりたくない。出来るだけ穏便にやり過ごしたい。ずっとそう思っていたんだ。──彼女に会うまでは」

　木実、君に。

「感情論なんて嫌いだ。その場の気分でこうしてぶち壊そうとしたり、冷静な判断が出来なくなる」

「はっ……今更僕に説教なんて──」

「違う！」

　僕は清和を睨み付ける。

「怒ってるんだよ、僕は！　僕が一番、今に！　僕は会いたいだけだ！　会って話をしたいだけだ！　彼女に、木実に、夢じゃなく、電話でもなく、現実で！」

「だが木実は生きているだろ──」

「知ったことか！」

　これが正しい行動かなんてわからない。でも、言わなければ気が済まない。

「四季お姉ちゃんのことも、お前のこともどうだっていい！　だから、僕の邪魔をするな！　僕は僕の幸せの為にやってるだけだ！　だけど、お前が勝手なことをするから四季お姉ちゃんも、木実も苦しむんだ！　お前が、お前が間違ってるっていい加減に気付け！」

「……ふざけるな！」

　漸ようやく、彼は僕を再び見た。

　その目を見て、僕の意識は冷静さを取り戻した。喧けん嘩かは、もうこれで十分だった。

　だから、もう後は任せる。頼むよ、お姉ちゃん。

「もう一度言う。明日のことなんか、知らない方がいいこともあるんだ」

　僕は彼に投げつけ地面に転がったノートを指さす。

「そして、彼女も、赤羽四季もそう思った。自分のいない明日なんて、見たくなかったんだ」

　──これは。

「これは、この赤羽四季の手記は『日記』じゃない」

「……な、に？」

「彼女は日記を一切つけていないんですよ。これは『夢の記述』なんです」

　そう、彼女が残したこのノートに書かれていたものはすべて、彼女の視た夢の記述なのだ。夢の方を書き留め、変えた現実に対処していく。僕のしているようなこと。つまりこれは、予習ノートなのだ。

「四季の記述と木実の入院中の日記の内容に違いがあったから、これが夢の記述であると僕は気付けた。彼女のやっていたこと、木実に起きていたこと。色んな……」

　全部、赤羽四季のお陰で。

　菊月清和は、食い入るようにノートを見つめている。

「読んで下さい。それからなら、どうぞ好きにすればいい。僕はもう、貴方あなたに関わりたくない。話もしたくない。僕の見たい未来は──」

　冬芽木実と共にあるから。

　僕は彼に背を向ける。

　立ち去る瞬間に、紙を捲めくる音が、聞こえた気がした。





　　　　◆






　〇月×日。

　──午後七時。××ちゃんが亡くなる。雨なので彼女の好きな花は事前に庭から抜いておくこと。




　△月□日。

　──午前二時〇〇くんが急変。要目覚まし。




　◇月〇日。

　──△△ちゃんという新しい子が来る。用意は折り紙がベスト。




　淡々とした記録。だが、これは確かに『四季』だ。

　四季のやって来た、足跡だ。

　ああ、四季。僕の、四季。

　ページを捲る手が止められない。

　彼女が入院患者と過ごした日々が、夢の中のこととはいえ綴つづられている。これは、彼女のある意味での闘病記でもある。

　自分のではなく、他人の。

　他人の幸せを祈っていた、彼女の。




　◇月◆日。

　今日は体調を崩す。やるべきことは清和君に頼むのがベスト。




　自分が具合を崩す日に、彼女は僕に指示をしていた。僕はそのことに素直に喜んだ。ああ、あの日か。町に行ってこっそり買って来て欲しいものがあると彼女は僕に頼んだのだ。あれは確か、何かのぬいぐるみと、二〇色以上入っている、色鉛筆だったろうか。

　翌日の記録には、ぬいぐるみを喜んでくれた子の記述が書かれていた。

　その後の記述に色鉛筆が見当たらない。不審に思いながらも僕はページを捲り続け、手記の最後のページを開く。そこには──。

「どう──して」

　拙い線。拙い描写。でもわかる。そこに描かれた人物の絵は──。

　色鉛筆は、ここにあった。

「僕……だ」

　日付は──亡くなる前日。

　笑顔で笑う、菊月清和の姿が。

　色とりどりの世界。彼女の望んだ、緑と青の世界。そこにいる、笑顔の僕。

『へたくそ』

　彼女の声が、聞こえる。

『私がいなくなっても』

「ああ───あああああああああああああああああああああ！」

　視界が滲にじむ。目が開けられない。暗い。昏い。くらい──。

「会いたい──」

　現実じゃなくても。

「最後に、会いたかったんだ、君に」

　夢の中でも。

「君がいない世界なんて、縛られる世界なんて、いらないと……思ったんだ。だけど」

『この世界で幸せに、なってね』

　君は、残酷だ。

　それを望むのか。君は。僕はもう、君に会えないのに。

『好きだから』

　無いはずの彼女の声が聞こえ続ける。

『この世界が、そして』

　ああ、わかるよ、四季。

　もう、彼女の声は聞こえなかった。

　彼女の絵を見たらわかる。僕への想いも。

　──君が望むなら。

　僕は顔を上げる。

　風が抜けていく。

　雲が千切れていく。

　抜ける空。それを支える、緑の大地。僕の傍かたわらに咲く、白い墓標。

　彼女が。いないはずの彼女が僕の肩に触れた気がした。

「四季、君も」

　そうだ、僕らはもう会えない。でも──。

「伝えることは、出来るから」




　飛行機雲が一筋──。彼らの遙か上空を、横切っていった。





　　　　◆






　翌日も、何も起きなかった。どうやら、僕のちっぽけな世界は救われた、らしい。正直あの後物凄い不安に襲われたが、一応現時点では問題は起きていない。

　彼女とは直すぐには会わなかった。

　彼女は別に遊びで戻って来た訳ではなく、色々やることがあるからだ。

　留学中の諸もろ々もろとか、菊月清和のこととか『全部終わったら、連絡するから』とだけ言われて放置プレイである。まあ滞在期間は長くはないのだから、すぐに連絡があるだろう。

　僕はすべてが終わるまで菊月清和の起こしたことの詳細は伝えずにいた。彼女がショックを受けるから、とかそういう心理が働いたわけではない。

　単純に、四季から口止めされていただけだ。

　それに、彼女が露ろ骨こつに怪しむと、清和に気取られる可能性もあった。油断させるだけさせておくに越したことはない。人間、上手く行っている時は疑わないものだ。

　すべてが終わり、何事も無ければ人間許してしまうものだろうから──。

　彼が木実にどれだけ怒られるのかわからないが、反省してくれるならそれでいい。

　これで一応、菊月清和のことについては決着したはずである。本人がこの後なにをするかは知らないが、僕はそう信じたい。

　僕はそう思いながら、眠りについた。

　夢に入った瞬間に、懐なつかしい声で『ありがとう』と言われた気がした。












「早く、会いたくないの!?」

　開口一番、電話口で怒鳴られた。

「うるさいな！　ゆっくり寝かせろよ！」

　眠い目を擦こすりながら外を見るともう陽ひが昇っている。

「お昼奢おごって貰もらおうと思ったのに！　仕方ないから夜七時、駅前で！　じゃあディナーをよろしくね！　とびきりのやつで！」

　まったくうるさい奴だ。

　思わず笑みを零こぼしながら僕は電話を切る。

「いいじゃないか遅れても。どうせ、二回あるんだから」

　さて、どうしようかな？

　他人に悪戯いたずらする時の気持ちが、何となくわかった気がした。

　──好きなんだ、と。




　夕ゆう闇やみの中、駅前のロータリーまで一歩ずつ、ゆっくりと向かう。

　本当にそこにいるのか、いないのか？

　夢であっても、それは変わらない。

　夢の中でも、君が好きだ。

　彼女は、そこにいた。

　バスから降りたばかりで、まだ辺りを見渡している。

　見つけたのは僕が先で、僕は彼女に一直線に向かう。

　まどろっこしい。

　そう思った瞬間に、彼女が振り向く。まるで僕が来るのを、知っていたかのように。

　通じ合っている。確かに僕らは。

「よっ！」

「やあ……」

　微笑ほほえむ彼女の顔が赤い。

　僕は唇くちびるが乾いて、声が掠かすれてしまった。

　何を言おうか？　何をしようか？　僕は何も──考えられなかった。

　だから僕は、一番したいことをした。




　夢の中なら──いいか。




「え？」

　抱きしめる。そして僕は彼女に、キスをした。

「好きだ」

「う、うん」

「付き合ってくれ」

「は、はい……」

　よかった。断られたらどうしようかと思っていた。予行演習とはいえ飛び上がりたい気持ちだった。

　彼女は耳まで真っ赤にして、握にぎり拳こぶしを作って、僕の胸をドン、と突いた。

「男子三日会わずば、狼おおかみさん。ですか」

「我慢した方だと思うぞ？」

　一応、男子として平均的な性欲は持ち合わせているんだから。

　しかし、異変はここからだった。

「知ってたけど……やっぱりびっくりした」

　え？

「もう！　一回目と同じだったけど、何か、こっちのほうがドキドキするね！」

　……一回目？

「えーと……」

　ちょっと待ってくれ。

「うん、許してあげよう！　『丸一日』連絡を返さなかったことは！」

　僕は、僕の寝ぼけ過ぎた頭は、ようやくこれが、現実だと認識した。




「ごめん……」

　僕は頭を抱えて駅前のベンチで項垂うなだれるしかない。

「つまり、夢だと思ってた、と」

「うん……」

「随分大胆になったと思ったら、はぁ……」

　僕は彼女に謝罪する。そう、夢だと思っていたことが、実は現実だったのだから。

　僕は寝ずに菊きく月づき清きよ和かずの前に立った。あまり自覚はなかったが、結構精神的には緊張していたらしい。そこに寝不足である。どうやら寝過ぎた関係で、僕は予よ知ち夢むを見逃したようだ。

「あー、どうしよっかなー。乙女の純潔を強引に奪われちゃったー」

　棒読みだ。きっと本心ではない。

「でも、その彼女になったし、ＯＫもしてくれたし……」

「大事な告白を夢だと思ってやった男なんてすぐに振ってもよろしくてよ？」

　ぐうの音も出ない。というか、その通りである。僕に勝ち目のある試合なんかでは決してない。既に裁判所で有罪判決を待つだけの、被告人なのだから。

「えー、それでは判決を申し渡す」

「はい……」

　僕は目を瞑つむり彼女の死刑宣告を待った。

「……」

　しかし、一向に判決は言い渡されない。

　僕が、薄目を開けた瞬間だった。

「むぐっ!?」

　彼女が、僕に唇を合わせたのは。

「──夢のほうが、よかった？」

　顔を離した彼女は悪戯っぽく笑う。僕はそれを小さく首を振って否定する。




「今のほうがいい」












もう一つのエピローグ









　夢の中に私はいる。いつも独り、誰も来ない。

　明るい陽射しの中、御み子こヶが丘おか総合病院の上にある丘の頂上で、私は頰ほお杖づえをついて町を見下ろしている。

　会えるのは、夢で繋つながっているあの二人だけ。でも、本当に会いたい人には会えない。

　清和君。

　私の一番会いたい人。大好きな人。

　結局、伝えられなかった私の気持ち。伝わらなかった私の気持ち。

　だから彼は踏み外したんだと思う。

　──会いたい。夢でも構わないから。

『四し季き』

　懐かしい声が、聞こえた気がした。

「清和、くん？」

　ああ、これは、夢だ。

　眼下に、大きなキャンバスが広げられている。

　御子ヶ丘総合病院の中庭に、白い大きな布が広げられ地面を覆う。

　──病院の子達が集まる。様々な色が、そこに塗られていく。

　青。赤。黄。緑。紫。茶。緋。薄緑。群青。真紅。黒。そして──。




　白い、コスモス。




　中央で筆を走らせているのは間違いなく、彼だ。私の大好きな、彼だ。

『見ているか、四季』

「……見てるよ、きよ、かず……」

　会えなくても、伝わる。

　──君の声が。

　──あなたの声が。

「夢でも、いいの」




　どこにいても、聞こえるから。









あとがき






　約一年半ぶりの新刊を上じよう梓し出来たことにまず感謝を。

　二〇一七年はこの本を作ることに終始した一年だったように思います。何回直したか思い出せません。

　自分の中では珍しく綺き麗れいな話を作ったなあという印象で、読み返しても自分が書いたのか疑わしい、（自分的に）奇跡の一作です。また、禅ぜん之の助すけ氏による自分の本には過分なくらい素敵なカバーイラストが付けられていて、更にその印象が強いです。これを自分の本として出版出来ることを素直に喜んでいます。

　ネタバレになりますがこの本の中には『夏』を冠するキャラがいません。作者のド忘れではなく、そう遠くない未来に二人の間に産まれるものと思っています。『出産を二度経験するのは嫌、暑い季節は一瞬で』という願いを込めてそんな名前が付けられた……かに関しては永遠の謎なぞということにしておきます。

　お読みいただき、ありがとうございました。


中なか野の雅まさ博ひろ
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